
    
      
        
      
    

  











本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















　目次








第１章

第２章

第３章

第４章

第５章

あとがき




電子書籍特典　書き下ろし短編　「しがない転生令嬢は朝寝坊を克服したい」



























本文イラスト／漣　ミサ







[image: ]




「俺には前世の記き憶おくがある」




　はじめましてのご挨あい拶さつもそこそこに、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの王子様は高らかに宣言した。

　場所はお城の中庭、向かいの席でドヤ顔を披ひ露ろうしているのは我がアシュトリア王国の王太子、ユージィン・パドゥラ・アシュトリア様だ。対する私は田舎いなか貴族の娘むすめアリア・リラ・マテラフィ。可笑おかしいくらい身分の違ちがう二人がどうして一いつ緒しよにお茶しているかと問われれば、お見合いですと答えるしかない。




　想像してほしい。綺き麗れいに刈かりこまれた生け垣がきに囲まれた小さなテーブルで、王子様と紅茶を飲む。お茶はとびきり美味おいしいし、テーブルの上には色とりどりのお菓か子しとお花。傍かたわらのサービスワゴンでは、給きゆう仕じの少年が慎しん重ちようにケーキを切り分けている。

　さて──非常にロマンティックといえなくもないこのロケーションで、金髪碧眼の王子様は冒ぼう頭とうの爆ばく弾だん発言を繰くり出したわけであります。どう反応していいのかわかりませんわ、王子様！

「失礼いたします」

　フリーズした私に、給仕の少年が小皿に取り分けたチョコレートケーキを運んできてくれた。ラズベリーソースが白いお皿に映はえてすごく可愛かわいい。

「わあ、美味しそうね。ありがとう」

　思わずお礼の声もはずむというものだ。半分くらいは現実逃とう避ひだけど許して欲しい。

　少年は私のテンションを目礼で受け止めて、音もなく離はなれていった。ああ、ちょっと待って、もう少し傍そばにいて今日の茶葉の話でもしてくれないかな。いきなり前世の記憶を話しはじめる王子様のお相手は、私一人では荷が重すぎると思うの！

「きいているのか？」

「え、あ、はい。ケーキ、美味しそうですわね？」

「菓子のことは後でいい」

　うーん、気を逸そらせそうにない。仕方ない、気が進まないけど話をあわせて差し上げますわ。

「……、ゼンセのキオク、でしたかしら？」

「そうだ、意味がわかるか？　ここに生まれる前、違う人間として生きていた記憶だぞ」

「それは、興味深いお話ですわね？」

　五度ほど首を傾かしげてそう応こたえると、王子様は微び妙みような表情を浮うかべた。あれ、反応を間ま違ちがえちゃったかな。でも、咄とつ嗟さに正直な感想しか出てこなかった。

　常識的に考えて、うさんくさい『前世の話』を初対面の令れい嬢じようにぶっちゃけるのはどうかと思います。あまたのお嬢じよう様さま方とお見合いをしてまとまらなかったのも当然ですわ。王太子妃ひ候補最有力と噂うわさのジュリエッタ様に至っては見合いすら拒きよ否ひしたという噂だけど、この調子じゃ本当かも。

「興味深い、と言ったか？」

「ええ、この世界に生まれる前の記憶があるなんて、不思議なお話ではありません？」

　だけど大変遺い憾かんながら、私は王子様の正気を疑ってはいない。疑う演技すらできなかった。

　打ち明けるつもりはさらさらないけれど、実は私にはいくらかのアドバンテージがある。動どう揺ようを見せることなく話をあわせることができているのは、その恩おん恵けいだ。




「不思議……、そうか、考えてみれば不思議な話だ」

　王子様が考え込んでいる隙すきに、私はチョコレートケーキを一口食べた。うわ、めっちゃ美味しい！　チョコレートケーキの控ひかえめな甘さと、ラズベリーソースの酸さん味みが絶品なの。これが食べられただけで、もとは取れましたわ。お茶もお菓子も美味しいし、目の前には（見た目は）キラキラの王子様。おそらく二人で話す機会なんて二度とないだろう。よし、この際訊ききたいことは訊いておかなきゃ。

「殿でん下かは前世で、どんな方でしたの？」

　思いきってそう尋たずねると、王子様は今度こそ面めん食くらったような顔をした。

　でもね、よほどのご不興さえ買わなければ、私には失うものはない。無む邪じや気きを装った問いかけに、王子様は瞬まばたきもせず数秒間沈ちん黙もくした。青い瞳ひとみに懐なつかしむような色がゆっくりと滲にじんでいく。

「……俺は、異国に生きていた」

「この国ではないのですか？」

「違う。そこでは小国が乱立し、領土を広げようと争っていた。俺は、そんな小国の領主だった」

「前世でもやっぱり王子様でしたのね」

「小さな国だ。だが俺は戦乱を鎮しずめ、あまたの国をひとつにまとめるつもりだった」

「まあ、ご立派です」

「実際、我ながら良いところまで行ったと思う。天下統一まであと少しだった」

　ええっ、ホント？　話が出来過ぎじゃない？　もしかしたらユージィン様の妄もう想そうって可能性もあるぞ。

「だが、その野望は達成目前で裏切りにあい、俺は不意の夜や襲しゆうを受けて死んだ」

「裏切り？」

「そうだ。信しん頼らいしていた家臣に裏切られ、攻せめられ、火を放たれ、天下統一を目前にして命を落とした」

　……あれ、なんかその話、知ってるかも？

　天下統一寸前で部下に裏切られ、炎ほのおに巻かれて自死した偉い大だいな英えい雄ゆうを、私は知っている。でも、でも、まさか、まさかだよね？

「……あの、ユージィン様は、前世ではどんなお名前でしたの？」

　我が慢まんできずそう尋ねると、金髪碧眼の王子様はすいと目を細めた。遠くを見ていた王子の瞳が、私を捉とらえる。

「は、それを訊くか」

「殿下のお話があまりに興味深いので、つい。不ぶ躾しつけでしたかしら」

「かまわん。前世の名前を訊いてきたのは、お前がはじめてだ」

　そうかもしれませんわね。普ふ通つうは〝前世の話〟なんて真に受けはしませんもの。

「詳くわしい話を聞きたいか？」

「ええ、是ぜ非ひ」

　むしろ悟さとりの境地で頷うなずくと、王子様は美しい瞳に驚おどろきと憂うれいの色を浮かべて私を見み詰つめた。薄うすい唇くちびるがゆっくりと動く。




「前世での俺の名はノブナガ」

「のぶ、なが……？」

「そう、オダノブナガといった」




　────王子様の前世は織お田だ信のぶ長なが。




　うすうす予感はしていたものの、いざその名前が出た瞬しゆん間かん、ひっくり返りそうになりました。平静を装って『不思議な響ひびきですね』と返した自分を褒ほめてあげたい。

　それからお茶会が終わるまで、変わり者で気難しいと評判の王子様は終始機き嫌げんよく饒じよう舌ぜつだった。

　それにしても……、まさか、王子様が、〝お仲間〟だなんて。しかも王子様の〝前世〟は〝織田信長〟って。なんだろうこの格差……！

　そう──、私ことアリア・リラ・マテラフィも、実は前世の記憶を持っている。

　とはいえ、王子様のように強きよう烈れつではなく、有名人でもなく、もっとあやふやだ。

　はじめて思い出したのは、ほんの子どものころのこと。お転てん婆ばだった私はお屋や敷しきを抜ぬけ出して森に探検に行き、道に迷った。雨に降られ、雨宿りに潜もぐり込んだ大木の洞うろで眠ねむってしまった。その時、はじめて前世の夢をみたのだ。

　どこかの国、どこかの施し設せつ。並べられた机と椅子いす。同じ服を着た少年少女。今ならわかる、あれは学校だ。学校の夢を私は見たのだ。　無事に発見された私は、その後も同じ世界の夢を何度も見るようになった。夢の中の私は〝ヒナ〟と呼ばれている。たぶん、平和な国の平和な時代に育った、どこにでもいるごく普通の女の子。

　それが〝前世の私〟の全すべてだった。

　もちろん前世の話は基本的に秘密。確実に頭がおかしくなったと思われるもの。そう弁わきまえて平へい凡ぼんな田舎貴族の娘として生きてきたというのに、それなのに！




　我が国の王子様が、まさかの前世持ち。

　しかも元・織田信長……織田信長だよ？

　第六天てん魔ま王おうだよ？

　マジですか？
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『結局、本ほん能のう寺じよもやま話で一時間終わっちゃったね』

　ミキが可笑おかしそうに笑う。

『秋あき山やまセンセー戦国大好きだもん。ま、面おも白しろいからいいけど』

『進行遅おくれて怒おこられないのかな』

　秋山先生の日本史は話が脱だつ線せんしまくることで有名だ。

　今日は〝本能寺の変は何なに故ゆえ起こったのか〟の考察だけで終わってしまった。どんなに議論したところで結局正解はわからないのにね。先生が『タイムマシンができたらまず明あけ智ち光みつ秀ひでに会いに行きたい』と締しめて今日の日本史は終しゆう了りよう。そんな締めってアリ？

『センセーは明智光秀に会いたいって言ってたけどさ、私はやっぱ織田信長が良いなあ』

『え、会ってみたいの？』

『本能寺は危ないよー、光秀を信用しちゃダメだよーって忠告してあげたいじゃん？』

『先にミキのほうが手打ちにされそう』

『えっなんでぇ？』

『ほら、無礼者！　とかって。織田信長って短気なイメージでしょ』

　鳴かぬなら殺してしまえホトトギスだもん。私は出しっぱなしの資料集をパラパラとめくる。

　安あ土づち桃もも山やま時代、織田信長の肖しよう像ぞう画のページで、私は手を止めた。

『えっ』

『なになに、どした？』

『これ、織田信長の肖像画が……』

　教科書の信長が、王子様みたいな金きん髪ぱつ碧へき眼がんの外国人になっている。指さすと、ミキは肖像画を見て、それから不思議そうに私を見上げた。

『なんか変？』

『ヘンだよ。だって、織田信長だよ？　なんで金髪？　これ、明らかに外国人じゃん！』

『何言ってんのヒナ。おかしいのはあんたのほうだよ。これが織田信長。小学校でも中学校でも、そう習ったでしょ？』

『そんな、』

　そんなはずない。織田信長は卵型の輪りん郭かくで薄うす味あじな顔立ち、ちょっと神経質そうな印象の武将だ。

『なあにヒナってば寝ねぼけてんの？』

『違ちがう、これ、間ま違ちがってるよ！』

『あのねえ、学校の教材にそうそう間違いなんてあるわけないじゃん』

　ケラケラとミキが笑う。間違っているのは私のほう？

　確かに金髪碧眼には見覚えがある。睨にらんでも、肖像画は変わらない。これが織田信長？

　そんな、そんなことって……。

　　　　[image: くぎり]

「ありえない！」

「何がありえないんです？」

　尋たずねられてはっと目を開けた。あれ、ここはどこだっけ？

　きょろきょろと見回す。見慣れた壁かべ、見慣れた家具、見慣れた顔。

「私……、寝ちゃってた？」

「仮にも伯はく爵しやく令れい嬢じようがソファでうたたねとか、褒められたものじゃないですよ」

「やだわ、疲つかれてるのかしら」

　もういちど首こうべを回めぐらせると、アルが珍ちん獣じゆうを見るような目でこちらを眺ながめていた。

　アルことアルフォンソ・スタンバーグは私の乳ち兄きよう弟だいで、幼おさな馴な染じみで、従者というよりはほぼ身内。お茶の支し度たくからマキ割りまでなんでもこなす有能な若者だ。遠えん慮りよがないのは仕方ないけど、一応私はお嬢じよう様さまですのよ？

「ところで、オダノ…なんとかって、どういう意味です？」

「えっ」

　オダノ……、織田信長？　どうしてアルまでその名前を知っているの？

「どっ、どこでその名前を…」

「どこでって、お嬢様が寝ね言ごとで何度も繰くり返していましたけど」

「……そういうときは起こして」

「いや、面白かったんで」

　にやにやするアルにはムカつくけど、話をきいて欲しいのでここは抑おさえておく。

「夢を見ていたの」

「ああ、いつものですね？」

　小さいころからアルは私の、一番の相談相手なのだ。前世のことを打ち明けているのはアルひとり、だけど彼は未いまだに〝前世〟という観念を受け付けず、〝いつもの妙みような夢〟としか思っていない。

「でね、その夢に殿でん下かが出てきたのよ」

「王子様が？　よっぽどお茶会が強烈だったんですね。そういえば、王宮はいかがでしたか？」

「そうねえ、お茶はとびきり美味おいしかった。もちろん、お菓か子しも」

「まさか、王子が手ずからお茶を淹いれたとか？」

「違うわよ。お茶を淹れてくれたのは給きゆう仕じの男の子です」

　たぶん、あの子は異国の生まれだろう。アシュトリアでは珍めずらしいので印象に残っている。

「まだ小さいのに、すごく丁てい寧ねいな仕事だったの。アルも少しは見習って……ああっ！」

「急に叫さけばないでください」

「茶葉の銘めい柄がらを訊きこうと思っていたのに、すっかり忘れてた！」

　痛つう恨こんのミスに頭を抱かかえると、アルはすっと目を細めて憐あわれむように私を見た。

「なによう！　本当に美味しかったんだから」

「はいはい。けど、一応お見合いですからね。給仕の話より、王子はどうでした？　噂うわさ通りの駄だ目め王子ですか？」

「あなたねえ、不敬罪で捕つかまるわよ」

「大だい丈じよう夫ぶです。ここには俺とお嬢様しかいません」

　王子様のことなんて聞くまでもないはず。

「……言われているほどでもなかったわ。服装も普ふ通つうに略装だったし、普通に話も続いたし」

「あれ、意外と高評価ですね？」

「うーん……それはどうかな」

　顔は良い、背は高い、それに剣けん術じゆつには長たけているという評判。

　しかし現状、長所よりも悪評のほうが断然うわまわる。公務はすっぽかす、会議はサボる、お城は抜け出す。真っ昼間から市中でふらふら遊んでいる。勤勉で真ま面じ目めな現国王と、病弱ながら美しく優やさしい王おう妃ひ様、そして天使のような妹姫ひめと比べられるのでよけい旗色が悪い。

　さておき、お世よ継つぎである王子様のお相手がいつまでも決まらないのは問題だ。業ごうを煮にやしたのか、王宮は下手な鉄てつ砲ぽうも数打ちゃあたる作戦に打って出た。妙みよう齢れいの貴族のご息女が次々と〝王子様のお茶会〟に招かれているという噂を聞いたのは、夏の初めのこと。そして今は冬、半年以上が過ぎてようやく私まで順番がまわってきた。つまり、ここまで王子様のお見合いは失敗続きだったということになる。

「噂によれば、王子は政事に興味が無いとか」

「ええ、そうかも」

「しかも相当な変わり者で怒りっぽくて、偏へん屈くつだって話ですけど」

「まあ、変わった方ではあったわね」

　そういえば自分の国には興味がなさそうだったなあ。前世が織田信長じゃ、地位も権力も約束された今生は物足りないのかも。せっかく恵めぐまれた立場なのにもったいない。

　考えながらティーカップをテーブルに置くと、アルはまじまじと私の顔を見み詰つめた。

「万が一王子と結けつ婚こんしたら、アリア様はいずれ王妃になるってことですよね」

「ムリ無理、絶対無理。私みたいな田舎いなか娘むすめ、虐いじめられて追い出されるのが関の山だわ」

　考えるだけで恐おそろしい。そんな器うつわじゃないことは自分が一番良くわかっています。

「ま、眺めるだけなら素す敵てきな王子様だったから、美しい思い出にするわ」

「王宮で王子様とお茶なんて、滅めつ多たなことじゃできない経験ですからね」

「そうそう。お菓子も美味しかったし。とくにあのチョコレートケーキ、また食べたいなあ」

　本音を言えば割と楽しかった。前世の記き憶おくを持っている人と会うのは初めてで、やっぱり嬉うれしかったし、時代は違うけど同じ国の人だったのも驚おどろいたし、その上〝織田信長〟って、歴史上の偉い人じんだもの。久々に見た前世の夢があんなに鮮明だったのも、王子様から刺し激げきを受けたからだと思う。

「それで、殿下とはどんな話をしたんですか？」

「うーん、前世の話？」

　訊かれたので正直に応こたえたら、アルは渋しぶい表情を浮うかべた。

「ゼンセって、アリア様の夢のお話でしょう？」

「この世界に生まれる前の話よ」

　にっこりとっておきの笑えみを浮かべてみせる。アルは一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを寄せたけど、それ以上追求してこようとはしなかった。いつだって彼の引き際ぎわに間違いはない。







「お嬢様、王宮より、お客様がお見えでございます」

　お茶会から三日後のお昼時、屋や敷しきを仕切っているトマスが困こん惑わくした表情でやってきた。

「お城から？」

　一瞬、チラッと王子様の顔が浮かぶ。そんなはずない……とは思うけど可能性を捨てきれない。

「良いわ、お通しして」

「それが、お嬢様……」

「お城からでしょ？　失礼があったらお父様に迷めい惑わくがかかります」

　未だ困惑した表情のままトマスは一礼して部屋を出ていった。すぐに廊ろう下かからカツカツと足音が近づいてくる。慌あわてて立ち上がると、ほぼ同時にドアが開き、背の高い影かげが入ってきた。

「いるじゃないか、ええっと……、マリア？」

　あっはっは、いきなり名前を間ま違ちがえられましたわ。

「アリアです。アリア・リラ・マテラフィですわ、ユージィン殿下。先日は素敵なお茶会にお招きいただき、ありがとうございました」

　現れたのは予想通り王子様だった。びっくりするくらいの軽装だ。王子というよりは酒場にたむろしている冒ぼう険けん者だと名乗ってくれたほうがしっくりくる。なるほどトマスも困惑するわけだ。

「そう、アリアだったな。迎むかえに来た」

「迎えに、ですか？」

　そんな約束をした覚えはない。反応できずにいると、殿下はつかつかと私に歩み寄って腕うでを掴つかんだ。

「グズグズするな、出かけるぞ」

「出かける？　これから？　殿下と一いつ緒しよに？」

「そうだ。どうせお前、暇ひまだろう」

　あーこの人、ほんっとうに駄目だ。こら、みだりに未み婚こんの女性に触さわるものじゃありません。

「お待ちください。私にも予定というものが……」

「予定？　何の予定だ？」

「それは……、午後には仕上げてしまいたい刺し繍しゆうがありますし」

「刺繍と俺とどちらが重要だ？」

「……」

　ですよねー。どうしてここにきたのかとか、その格好はどういうことなのかとか、色々言いたいことはあったけどたぶん無む駄だだと悟さとって覚かく悟ごを決める。

「わかりました。すぐに準備いたします」

「準備なぞ必要ない。行くぞ」

　えええ、ちょっと、今普ふ段だん着ぎだし、まだお昼ごはんも食べてないんですけど。

　不満はあれど逆らえるはずもなく、私は部屋の外へと引っ張り出された。廊下に心配顔のトマスが控ひかえている。頼たのみのアルはお父様の従者として外出中だし、間が悪い！

「お嬢様……、」

「大丈夫よ、心配しないで。夕方には戻もどりますから」

　戻りますよね、たぶん。そう念じながらユージィン様を見上げると、彼は私をチラリと見おろして面おも白しろそうに笑った。えー、もう、意味がわからない。




　紋もん章しよう入りの馬車の御ぎよ者しやは、見覚えのある給きゆう仕じの男の子だった。トマスが心配するわけだ。

「ユージィン殿でん下か」

「外にいるときに殿下は止やめろ。騒さわぎになるとやっかいだ」

「では、ユージィン様。普ふ段だんからこんなふうにお出かけをされていますの？」

　心の底から呆あきれていたので、たぶん顔に出ているだろう。向かいの席の王子様はしかし、曇くもりのない笑顔で私の問いを受け止めた。

「これまでも何人もの女を誘さそったが、本当に馬車に乗り込んで来たのはお前がはじめてだぞ」

「普通乗りませんわ」

　あー、頭が痛い。普通のお屋敷ならきっと、ご令れい嬢じようへの面会すら叶かなわない。いえ、我が家の執しつ事じが緩ゆるいというわけではありませんわ。トマスは高こう齢れいで殿下の突とつ撃げきを止めるのは無理だし、それ以前に『王族』という権けん威いに最大限の敬意を払はらっている。

「アリア、この前の話を覚えているか？」

「前世のお話ですか？　もちろんです」

　唐とう突とつな話題転てん換かんに、私は即そく座ざに頷うなずいた。満足したのか、ユージィン様は唇くちびるを斜ななめにする。

「では、前世での俺の名は？」

「名前……ノブナガ様ですか？　織田信長様」

　王子様は感心したように軽く目を見開いた。

「……よくも一度で記憶したな」

　そうですわね。この国の言葉では発音がやや難しい。だけど私には馴な染じみ深い響ひびきなのです。

「お前、変わり者だと言われないか？」

「学校ではよく、田舎者だとからかわれましたけれど」

「は、くだらん括くくりだ」




　馬車が停とまったのは、教会の敷しき地ちの端はしだった。教会前の通りでは、毎日市が開かれている。

「さて、行くか」

「もしかして、市場ですか？」

「そうだ。今日は面白い店が色々出ている」

　降りる時には、ユージィン様が自然に手を貸してくれた。所作自体はびっくりするくらい洗練されている。王子様っぽくふるまおうと思えばできるんだね、びっくり。

「ヤムル、お前はここで待て」

　と、ユージィン様は御者に声をかけた。ヤムルと呼ばれた少年は、表情をかえないままでわずかに首を傾かしげる。

「お二人だけでは、キケンでは？」

「帯たい剣けんしている、問題ない」

「かしこまりました」

　ええ、じゃあ私と王子様、二人で行くの？　王子様が市場で護衛無しって大だい丈じよう夫ぶ？

「行くぞ」

　しかし口を挟はさむ暇もなく、ユージィン様は私の手首を掴んですたすたと歩きだした。ちょっと、引っ張らないでください。

「あっ、あの、申し訳ありませんがもう少し、ゆっくり」

「ああ……、なるほど、そうか」

　通りに出たところでようやく王子様が私を振ふり向いた。急激に速度が落ちてほっとひと息。

「あと、子どもではありませんので、手を離はなしていただけません？」

「はぐれると面めん倒どうだろう」

「はぐれません！」

「は、そうか。それは失礼した」

　要求通り手を離して、優ゆう雅がに一礼。んんんっ、イケメンが過ぎる！

「では、エスコートしてやろうか」

「今日はお忍しのびでいらっしゃるのでしょう？」

　市場で優雅に手を引かれるところを想像して、思わずふるふる首を振る。

　まずいな、とにかく悪目立ちだけはしないように私が気を付けなきゃ……。




　教会前の通りから広場にかけては王都で一番賑にぎやかな市場だ。今日は日曜日なので各地を渡わたり歩く行商人の店がたくさん出ていた。まさに玉ぎよく石せき混こん淆こう。普段は実用品や食料品の店が多い市だけど、日曜日だけは骨こつ董とう市に近い。

　並んで歩きながら黙だまっているのも気づまりなので、あたりさわりのない話を振ってみる。

「市にはよくいらっしゃいますの？」

「そうだな、ほぼ毎週だ。日曜は特に、珍めずらしいものがあるからな」

　そんなにかー。でも国内外の古道具や装そう飾しよく品が並ぶ店は、普段はこんなに見られない。あら、あのお店の布地結構良いかもと、端は切ぎれのなかに目を引く色合いを見つけて私は思わず立ち止まった。

「いらっしゃい」

「綺き麗れいね。これ、南の織りかしら」

「そうそう。ずっと南にある小国の名産。お買い得だよ」

　懐なつかしい感じ。この国にはない模様は、少しだけ和風にも見える。

「おい、何をしてる？」

　しかし呼びかけてくる王子様の声に、私は我に返った。そうだった、今日はゆっくり商品を選べるような状じよう況きようではない。

「来週もここに出店する？」

「市の出店は順番待ちだから、たぶん来週は無理ですねえ。再来さらい週しゆうになるか、その次になるか……」

「じゃ、また来るわ。その時はきっと買うから」

「お待ちしてます、またどうぞ」

　店主は私越ごしに王子様を見て、ぬるい笑えみを浮うかべた。後ろ髪がみを引かれつつ、ユージィン様に追いつく。

「フラフラするな、本当にはぐれるぞ」

「はい、申し訳ありません」

　素す直なおに謝ると、ユージィン様は一いつ瞬しゆんきまり悪そうに視線をはずした。

「お前も市にはよく来るのか？」

「ええ、時々従者を連れて。ユージィン様の仰おつしやるとおり、日曜日は珍しい品も出ていますから」

「そうだな。だが、まだ足りない」

「え？」

「もっと外国の品物が入って来ても良いはずだ。このところ、市場の出店は代わり映ばえしない」

　なるほど、さすが毎週通っているだけのことはありますわね。しっくり馴染むのも納なつ得とくですわ。

「日曜日は稼かせぎ時なはずだというのに、空きスペースが目立つだろう」

「普ふ通つうのお店はたいてい、日曜日は休みですから」

　ゆるい習わしとはいえ、日曜日は基本休息日。野菜や果物を売っているお店の多くはお休みだ。その空いた場所を一日買い取って店を出すのが辺境や異国の品を商あきなう行商人たち。個人取引なので、全すべてのスペースを埋うめるのは難しいだろう……というのはお父様からの受け売りだ。あれ、だけどそれ、ヘンじゃない？

「でも、さっきのお店では出店は順番待ちだと言っていました。場所が余っているのにもったいないですよね。日曜日だけ商いをしたい店はたくさんあるでしょうに」

「そうだな……、平日と日曜の出店権を別に扱あつかうべき、ということか」

「あ、それができれば名案ですわ！」

　うまくいけばあの布地の店も毎週出店してくれるかもしれない。ただし商工協会が動くかどうかは微び妙みようだ。良くも悪くも商売人の集まり、彼らは自分の利益にならないことはしない……というのも全部お父様の受け売りです。国境沿いの領地を治めているので、お父様は行商人の情報には明るい。




「ところで、普段は何を買うんだ？」

「そうですね……さっきのような珍しい布地とか、装飾用の小物とか、あとは食べ物が多いです」

「ああ、丁度昼時だな」

　日曜日は縁えん日にちのような軽食の店が多い。良い匂においが漂ただよってきて、急にお腹なかが空すいてきましたわ。

「あのう、何か食べてもいいですか？」

「市に来たんだ、好きにしろ。ただし、あまり離れるなよ」

「はーい」

　すでに丁てい寧ねいに喋しやべることすら面倒で、間延びした返事をする。さあて、何を買おうかな。卵かスモークサーモンのパニノ？　ジャガイモと魚のフライも良いなー。うーん、よし、決めた。

「あのお店にします」

　斜ななめ前の屋台に狙ねらいを定めて、近づいていく。

「おじさん、この、サーモンのパニノくださいな」

「はい、まいど。お嬢じようさん可愛かわいいから十リルに負けておくよ」

「うわあ、ありがとう」

　ほくほくしながらポケットを探して、はたと思いついた。しまった、急に連れ出されたからお金……お金を持ってない。てことは、ここまで来て何も食べられないってこと？　おなかぺこぺこなのに？

「……おい、二つにしてくれ」

　あまりの悲劇に固まっていると、上から呆あきれた声が降ってきた。

「まいど、じゃ、二つで二十リルだ」

　ユージィン様が小こ銭ぜにを渡す。代わりに薄うす紙がみに包まれたパニノを差し出して、おじさんはにやっと笑った。

「仲良くな、お二人さん」

「どうも。おい、行くぞ」
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「え、ええ」

　パニノの包みを持って歩きながら、王子様は横目で私を見た。口元が緩ゆるんでいる。

「市場に来るのに金を忘れるとは、間ま抜ぬけな女だな」

　は？　間抜け？　間抜けって言いました？

「急に引っ張って来られたのですから、仕方ないでしょう？」

「わかったわかった、ムキになるな。誰だれにでも失敗はある」

「ですから、誰が原因だと思っているのですか？」

「なにか飲み物を買って昼飯にするか」

「あの、ユージィン様、聞いていらっしゃいます？」

　当然全然聞いていない。だけど私がむくれている間に王子様はオレンジジュースも買ってくれた。広場の周辺は混こんでいたので、通りのはずれまで歩いてようやくベンチに座る。ああ、もう、お腹空いた！

「……いただきます」

　そう、遠えん慮りよする必要なんて無い。無む理り矢や理り連れてきたのは向こうなのだ。しかも王子様なのだ、パニノとジュース、合わせて十四リルなんて痛くもかゆくもないはず。決して間抜けと言われたことを根に持っているわけではありません。ええ。

　だけどパニノを一口齧かじったとたん、人の話を聞かない王子様のことなどどうでもよくなった。

「美味おいしい！」

「ん、なかなかいけるな」

　隣となりでユージィン様も満足げにもぐもぐしている。通りのベンチでパニノにかぶりつく王子様……レアだな。まあ、人のことを言えた義理ではありませんわね。私は仕方なくユージィン様を見上げた。

「あの、先ほどはお支し払はらいをありがとうございました。お金は後で必ずお返しします」

「要いらん。お前の言う通り、引っ張って来たのは俺だ」

「でも、ユージィン様の使っていらっしゃるお金は国民が納めている税ですもの」

　言い返すと、王子様は一瞬だけジュースの瓶びんに視線を落とす。そう、そのジュースの代金も、もとを正せば国民の税金で支払われたのです。お金はどこからともなく湧わいて出てくるものではありません。

「……そうだな」

「ご自身のためにお使いになるのは良いとして、私が消費するわけにはまいりません。ですからお金はお返しします。もちろんご好意には心から感謝しておりますわ」

　王子様はオレンジジュースを一口飲んだ。

「そうか、考えたことがなかった」

「え？」

「俺が使う金は、税として納められたもの、か」

「民たみが国に納めるお金は、すなわち王家のものですから」

「ああ」

　頷うなずいて、自じ嘲ちよう気味な笑み。ちょっと待って、この人前世は織田信長って言ったよね。

　確か信長って流通にも力を入れた人だったはず。えっと、楽らく市いち楽らく座ざ？　そもそも一国の領主だったのだから、国の財政の礎いしずえが領民の納める年ねん貢ぐだってことくらいはご存じですよね？　さすがにぶしつけには訊きけなくて顔色を窺うかがっていると、ユージィン様はいびつなガラス瓶を眺ながめたまま、ぽつりと呟つぶやく。

「……この国は平和だ」

　何故なぜか憂ゆう鬱うつそうな王子様の横顔を盗ぬすみ見ながら、私は頷いた。

「ええ、ありがたいことに」

「前世の俺は、明けても暮れても戦いくさばかりの毎日だった」

「はい。先日もそうお聞きしました」

「戦に勝つことが生きている意味だった」

　ああ、そっか。公務が嫌きらいで型破りで、やる気の無い王子様。前世は戦国武将だもの、織田信長として戦国時代を生きていた彼にとって、『平和な国の王子様』という役割はきっと退たい屈くつでしかないんだ。

「……ユージィン様は、前世では何のために戦っていましたの？」

「なに？」

「何のために戦をしていたのでしょう？」

「それは……天下を統一するためだ」

「統一したら、戦は無くなりますわよね？　戦が無くなったあとはどうするおつもりでしたの？」

「為なすべきことは山ほどある。戦乱に苦しんできた民の暮らしを楽にしてやらねばならん。制度を定め、守らせ、政まつりごとを安定させなければ再び争いが起こるだろう」

「この国も同じことではないでしょうか」

　王子様が首こうべを回めぐらせて私のほうを見た。よし、ここは貴族のお嬢じよう様さまらしくゆるふわで笑っておこう。

「私の父の領地は、南の国境沿いにあります」

「バルティアとの国境か……そう遠くはないな」

　そう、南の国境は王都から近い。昔、隣りん国ごくバルティアとの戦では戦場になった場所だ。その戦の勲くん功こうで、お祖父じい様は爵しやく位いと領地を賜たまわった。その名残なごりなのか、我が領地には王国の部隊が常じよう駐ちゆうしている。

「争いはなくとも、領地には王国の兵士の方々がいらして、不ふ審しんなものが出入りしないか見張ってくださっています。土地の名産は葡ぶ萄どうで、良いワインができますのよ」

「何が言いたい？」

「先ほどユージィン様も仰おつしやってましたでしょう？　戦は無くても、平和で豊かな生活を維い持じするためにするべきことはたくさんあるって」

「……」

「国王陛下をはじめ、国を平和に治めてくださっている皆みな様さまに、私たちは感謝して暮らしています」

「……そうか」

「私は、この国が好きですわ」

　王子様の視線がわずかに揺ゆらいだ。

　前世では、〝織田信長〟だった人。平和な世界に馴な染じめないのも無理はない。でもね、この年ねん齢れいになるまでずっと前世に囚とらわれっぱなしって、ものすごく損をしていると思う。

「ユージィン様は、この国がお嫌いですか？」

　王子様は、私の問いに答えなかった。







　帰りの馬車の中、王子様は無口だ。

　ああ、やっちゃったかなー。言い過ぎたかなー。でも、同じ前世持ちとしてはこのままじゃマズイって気がしたんだもの。お昼の代金を返さなきゃ……と、気になってはいたけれど言い出せる雰ふん囲い気きでもなく、邸やしきに到とう着ちやくしてしまう。王子様は礼にのっとって、馬車を降りる私に手を貸してくれた。やきもきして帰りを待っていたらしく、門の前でアルが私を迎むかえる。

「お帰りなさいませ、お嬢様」

「ただいま、アル」

　あなたがいなかったせいで今日は大変だったんだから。八つ当たり気味に睨にらみつけると、アルは口をへの字にして私の背後のユージィン様を睨んだ。ちょっ、アル、この人王子様だから。大おお慌あわてでユージィン様ににっこりしてみせる。

「ユージィン様、今日はお誘さそい頂きありがとうございました」

「いや、良い。またな、アリア」

「え……、はい」

　えっ、またなって言った？　社交辞令ですよね？

　しかしユージィン様はそれだけ言うとさっさと馬車に乗り込んで去って行った。アルと二人で遠くなっていく馬車を見送る。

「お嬢様」

「なあに、アル」

「どういうことですか？」

「どうもこうも、市場に行ってお昼をご一いつ緒しよしただけよ？」

「てか、まさかとは思いますけど、あれって……」

　目が合う。あ、ヤバいなこの会話。周囲に隠おん密みつでもいたらアルが不敬罪で連行されそうな予感。

「と、とにかく屋や敷しきに入りましょう。疲つかれちゃった」

「……畏かしこまりました」

「夕食の前にお風呂ふろに入りたいわ」

「心得ております」

　うわー、敬語なアル、怖こわい！

　アルは機き嫌げんの悪い時ほど上品になる傾けい向こうがある。でもさ、私も被ひ害がい者しやなんだよ？　王子様が迎えに来て出かけるぞって引っ張られたら、田舎いなか貴族の娘むすめとしては抵てい抗こうのしようがないじゃない。心の中で言い訳を考えながら、私はアルに付き添そわれて屋敷へと歩いた。




「どういうことなのか、説明していただけますか？」

「え、説明って、さっきした通りよ？」

　お風呂に入ってさっぱりしたところで、アルが仏ぶつ頂ちよう面づらのままお茶を用意してくれた。まあねえ……、アルにも心配かけちゃったし、トマスに至っては涙なみだを流して私の無事を喜んでくれたし。

「さっきのアレが王子で、お嬢様を市場に連れていったというところまでは理解しました。問題は、その方法と理由です」

「そうね、少し常識外れなお誘いではあったわね」

「少し？」

「うーん、かなり……、かしら」

「客観的にみて誘ゆう拐かいです。王宮の馬車でなかったら、伯はく爵しやくにお知らせするところでした」

「お父様に？　やめてよ、大おお事ごとになっちゃう。これからは気を付けるから」

「これから？」

「いえ……、まあ、次は無いと思うけどね」

　話しながら思い返す。王子様、昼食後は不機嫌だったなあ。ま、色々言ったからね。やんわりとオブラートに包んだ（つもり）とはいえ、ちょっぴりやりすぎたかもという自覚はある。

「別れ際ぎわに『またな』とか言っていたのが聞こえましたが」

「社交辞令よ。あのね……私、王子様を怒おこらせたかも」

「無む理り矢や理り連れ出されたことに抗こう議ぎしたのなら、こちらに非はありません。大だい丈じよう夫ぶです」

「違ちがうの、もっと違う話」

「違う話？　具体的に」

　王子様との会話を思い出しながら、頭の中で簡単にまとめる。

「ええと……、国民の税金で贅ぜい沢たくに暮らしているんだから、フラフラ遊んでないでそろそろ国のために働くべきじゃないかというお話を」

「はあ？」

「だから、そういう苦言をふんわりやんわりって感じ？　さすがにストレートには言えないもの」

「当たり前です」

　アルはどーしようもないなーと言わんばかりにかぶりを振ふった。

「王子も異常ですけど、お嬢様も相当だってこと忘れていました」

「あら、忘れっぽいわね」

「混ぜっ返さない」

「はぁい」

　間延びした返事をすると、アルは諦あきらめたようにひょいと肩かたを竦すくめる。どうやらご機嫌は直りつつあるらしい。ちょっと甘えても大丈夫かな。

「ね、お菓か子しは無いの？」

「もうじき夕食です。間食は太りますよ」

　うっ、それを言う？

　ぐうの音も出ないので、私は大人しく紅茶のカップを傾かたむけることにした。







「手が足りん。ヤムルお前、文字は書けるな？」

　シツムシツに入ると、書類に埋うもれた殿でん下かがいきなりそう言った。

「はい、一応は」

　馬番として働くぼくに、文字を覚えろと言ったのは殿下だ。ぼくは殿下に助けられた。こうして生きていられるのは、殿下のおかげだ。だからぼくは殿下の命令なら、なんでも従う。
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「よし、ではそこに書いてあるものをそのまま写せ。とりあえず二十部ずつだ」

「かしこまりました」

「そっちの椅子いすと机を好きに使え」

　殿下はご自分の机に積まれた書類を読んでいた。ものすごいペースで、どんどん紙をめくっている。

　ぼくは与あたえられた席にすわり、積み上げられた紙の山に向かった。なにが書いてあるのか半分くらいしかわからないけれど、そのまま写すなら、ぼくにもできる。だれかの名前と番号、それから金額？　ええと……、市場のクカクと、出店料について。

　一枚ずつめくって確かく認にんしていると、殿下が顔も上げずに言った。

「急げよ、ヤムル。明日あした朝一番の会議で使う資料だ」

　あした、朝いちばんの会議でつかう──、会議で？

　そんな大事なものをぼくが写してもいいんだろうか。そもそも、間にあうかどうかがとても不安だ。

「議会の阿あ呆ほうども、今までなにをしていたのか」

　ペースを変えずに書類を読みながら、殿下が不機嫌につぶやいた。不機嫌……だけど、いつもとはなんだかちがう。こんなに集中している殿下はめずらしいし、少し楽しそうにもみえるのが不思議だ。

　うん、そうだ。最近殿下は楽しそうだ。たぶんマテラフィ伯はく爵しやく令れい嬢じようとのお茶会からだと思う。アリアという名前のあのご令れい嬢じようも、なんだかふしぎな人だった。異国人のぼくが給きゆう仕じをしていても嫌いやな顔をしなかったし、ケーキを持っていくと『ありがとう』って笑ってくれた。殿下が、よくわからない〝ゼンセ〟の話をしても、あたりまえに話が続いた。それに。

　ぼくは書類に目を落とす。市場の、出店、ケンリについて。

　そう、殿下のさそいをうけて、市場まで出かけたご令嬢はアリアさまがはじめてだった。そして帰ってすぐ、殿下は調べ物をはじめたのだ。やっぱり市場でアリアさまと不思議な話をしたのだろうか。

「急げよ、ヤムル」

「はい、殿下」

　いけない、いまはこの仕事をおわらせなければ。あしたの朝いちばんって、何時くらいだろう。馬たちの世話もしなければならないから、今夜は眠ねむれないかもしれない。




　おそれ多いことに、会議におともすることになった。こんなことははじめてでとても緊きん張ちようした。『今日のお前は俺の補ほ佐さ官だ、胸を張れ』と殿下は言ったけれど、異国人のぼくを見て会場はざわついた。だけど殿下は眉まゆひとつ動かさず、つかつかと自分の席につく。ぼくはその後ろに従った。

「今日は俺が議長をつとめる」

　よくひびく声に、会場がしんとする。もちろん文句を言うひとはいない。

「まずは資料だ。ヤムル、配れ」

　言われたとおり、眠らずにつくった資料を左右の机にわたす。みんな納なつ得とくのいかない顔をしていたけれど、資料がいきわたってしばらく紙をめくる音が続くと、誰だれもかれも真しん剣けんな表情になった。

「議題は市場の出店権利について」

　と、殿下が切り出す。

「俺が知る限り、一年半ほど繰くり返し議論され、結論が出ないまま先送りされているな？」

「畏おそれながら殿下」

　と、手をあげたのは一番近くの席の老人だ。

「この件は、商工協会の同意が必要となります」

「同意など待っていては、百年あっても足りん」

　長くなりそうな話を、殿下がばっさり切り捨てた。

「出店権は一年契けい約やく。しかし店の多くは休息日、すなわち日曜日は店を出さない。そうだな？」

「仰おつしやるとおり、休息日は国の内外の行商人たちが一日ぶんの権利を買う仕組みです」

「だが、日曜日の市は二、三割が空いている。しかも、みたところ日曜に出店する行商人の多くがバルティアから来た連中だ」

「そ、それは、単にバルティアからの商人が多いというだけの話では？」

「ふん、そうか？」

　殿下はこんどこそ、年長者の発言を鼻であしらった。

「日曜の出店は早い者勝ちの個人取引だ。むろん、たいした額ではない。しかし空きスペースがあっても出店できないという行商人も多い。何故なぜだろうな？」

　場所はあいている、出店したい行商人はたくさんいる。

　なのに場所は埋まらず、店を出しているのはバルティアからの行商人が多い？

「簡単だ。商工協会とバルティアの行商人の間になんらかの取引がある。出店が少なければ少ないほど、客を独どく占せんできてバルティアの商人が儲もうかる、という絡から繰くりだ。商工協会には相応の見返りがあるのだろう。もちつもたれつ──この中にもおこぼれを受けている者がいるやもしれんな？」

　部屋はすっかり静かになった。下を向いている人が多く、前をむいている人は数えるほどだ。たっぷりの沈ちん黙もくのあと、殿下は手にもった資料を机においた。バサッとかわいた音が響ひびく。

　一いつ斉せいに注目を集めた殿下が、にやりと笑った。

「とまあ、これは推測の域に過ぎない。不正な取引が行われているのなら、関かかわった者は処しよ罰ばつしなければならん。だが、今はそれを調べる手間も時間も惜おしい。そこで、新しい仕組みを提案する。きちんと運営すれば商工協会にも損はない話だ」

「しかし殿下、やはり商工協会の同意がなければ……、」

「奴やつらをとりまとめるのは貴様たちの仕事だ」

　ひんやりした声がひびく。

「貴様らができんと言うなら、俺がじきじきに行って詳くわしい話をきいても良いが、な？」

　ちがう、命令でもなかった。これは脅おどしだ。

「お話はわかりました、殿下」

　やがて後ろの席にすわっていた議員の一人が立ちあがり、殿下の問いかけに答えた。ここにいるなかでは、わりあいと若いほうにみえる。

「すぐに手分けして商工協会の長老たちに話を通し、招集をかけましょう。殿下のご提案は協会にとって悪い話ではありません。同意を得るのにそう時間はかからないかと」

「いいだろう。だが急げよ。新制度の試行はこの春からだ」

　そのひとことにおどろいたのか、たちまち部屋がざわざわする。

「そ、それは」

「早急に過ぎるのでは？　協会内部での折り合いもありますし」

「せめてあと一年、いや、半年お時間を──」

「急げ、と言っている」

　だけど殿下は表情を変えない。そのひとことで、部屋はふたたびしずまりかえった。

　殿下の声は穏おだやかにも聞こえるのに、誰も動くことさえできない。

「次の会議は三日後、同じ時間だ。それまでに結果を出せ」

　反対する人はもういなかった。




　我がアシュトリア王国は海に面した小国だ。

　三十年ほど前までは、たびたび隣りん国ごくバルティア皇国との戦いくさがあったらしい。現国王フェルナンド様は先代とともに戦場に立ったことがおありだけれど、平和な世に生まれ育ったユージィン様は、私やアルと同様に戦争を知らない。前世で戦国時代を生きていた王子様の目に、この国はどう映っているんだろう。




「ただいま、アリア」

「お父様！　今日はずいぶんと早いお帰りですわね」

　王都に来て二週間ほど、お父様はずっと忙いそがしい。

　国境に領地を構えるお父様のお仕事は交易関連が中心で、以前は領地と王都を頻ひん繁ぱんに行ったり来たりしていた。しかしここ二、三年、領地をお兄様に任せるようになってからは王都に滞たい在ざいする期間が長くなっている。ちなみに現在お兄様は新しん婚こんほやほや、お義姉ねえ様にデレデレだ。とても見ていられないので、お父様と同行することを決めた私である。

「たまにはいいだろう。せっかくの王都なのに、あまり君に構ってやれなくてすまないね」

「お父様は大切なお仕事をなさっているのですもの、私の誇ほこりですわ」

「ああ、アリアは良い子だ」

　ハグとともに、頬ほおずりされる。ちょっぴりひげがチクチクするけど、私はお父様が大好き、髭ひげの問題などささいなことだ。




　夕食は普ふ段だんよりも豪ごう華かだった。給仕を仕切るトマスも心なしか生き生きしてみえる。食しよく卓たくについているのは私とお父様、そしてアルことアルフォンソ。彼は使用人という肩かた書がきだけど、領地の豪ごう農のうスタンバーグ家の次男で、私にとっては大切な乳ち兄きよう弟だい、幼おさな馴な染じみで世話役で、時々お父様の部下。行ぎよう儀ぎ見習いで預かっているため、食事の時は一いつ緒しよのテーブルを囲むことが多い。

「ここ数日、面おも白しろいことがあってね」

　と、お父様が切り出した。

「まあ、なんでしょう？」

「アリアは、ユージィン殿でん下かにお会いしたそうだね？」

「はい。先週お茶会にお招きいただきました」

「どう思った？」

「どう……とは？」

　ええ～、いきなり返答に困る質問をしないでください、お父様。向かいに座ったアルが笑いを堪こらえて肩を震ふるわせている。他人ひと事ごとだと思って、完全に面白がってるわね？

　答えに窮きゆうした私に、お父様は鷹おう揚ように笑いかけた。

「名目はともあれ、一応見合いだ。父親として、まずはお相手への印象を訊ききたいね」

　うーん、印象、印象かあ。織田信長の生まれ変わりってことばかりが先行しちゃって、ユージィン様ご自身のことはよくわからない。でも、嫌いやな感じはしなかったんだよね。

「そうですわね……、聡さとい方だなと思いましたわ」

「ほう、どんなふうに？　遠えん慮りよは要いらない、正直に頼たのむよ」

　やけに突つっ込んで来るなあ、お父様。こういう時はどう言い逃のがれても無む駄だだ。

「ええ……、人の話を聞かないところはありますが、お話ししていて退たい屈くつはしませんでしたわ。あとは、ええと……興味のズレを正して本気を出せば、素す晴ばらしい国王になるのではと感じました」

　なにせ前世は織田信長だもん。リーダーシップや発想力実行力は間ま違ちがいなく持ってるはず。

「ふむ、興味のズレ……、か。なるほど、アリアは面白い」

「そうでしょうか？」

　私のコメントが面白いとしたら、前世の記き憶おくがあるおかげだ。斬ざん新しんなひらめきがあるわけではない。しかしお父様は満足したらしく、ひとつ頷うなずいた。

「実は今日、二年越ごしで取り組んでいた仕事にめどがついた」

「え？」

「市場への出店権の問題だ。改革を進めようとする我々と、変化を嫌きらう商工協会の間で長い間揉もめていたのだが、突とつ然ぜんある人物が折せつ衷ちゆう案を提示して、あっさり合意に至った」

　市場への出店権？　商工協会との折衷案？　聞き覚えのあるキーワードなんですけど……。

「ある人物って、まさか……、」

「そう、ユージィン殿下だ。あの強ごう引いんな手しゆ腕わんと話術、そして見事なプランは本物だよ」

「まあ……」

　さすが元信長公、仕事はやっ！　いや、この場合さすがユージィン殿下、と評価するべきかな。

「殿下が積極的に動いたのは初めてでね。いや、長老どもをやりこめた弁べん舌ぜつは痛快だったよ。少なからず周囲の評価も変化しただろう」

「積極的に、ですか……」

「殿下はせっかちで、新しい制度はこの春から導入予定だ。導入後も定着するまではしばらくかかる。領地へ戻もどる時期は遅おくれるが、アリアは大だい丈じよう夫ぶかい？」

「ええ、お父様。アルがいますし、王都の暮らしも楽しいです」

「そうか。ならばよかった」

　まだこちらで会えていないお友達もいるし、もうしばらくなら王都にいるのも悪くはない。

「ところでアリア、この間、殿との方がたと外出したそうだね？」

　のんきなことを考えていたら、不意打ちをくらった！　誰だれがお父様に報告したの？

　向かいのアルと目が合うと、彼は小さくフルフルと首を振ふる。まあ、普ふ通つうに考えたらトマスよね。彼は自分の職務に忠実で、お父様に嘘うそはつかない、隠かくしごともしない。

「ええ……、はい、行きましたわ。申し訳ございません」

「咎とがめているわけではないよ。出かけるのはかまわない。しかし相手の素す性じようと行き先ははっきりさせたほうが良いな。トマスの寿じゆ命みようが縮んだら、私が困る」

「肝きもに銘めいじておきます」

「ああ、頼むよ」

　いやっ、もしかして一緒に出で掛かけたのがユージィン殿下だと知っているの？

　しかし怖こわくてこちらからは訊けない。いっそ誰とどこへ行ったのかと追つい及きゆうしてくだされば答えることもできるのだけど、この話題はそこで終わり。

　お父様はいつになく上じよう機き嫌げんでワインを一瓶びん空にしたのだった。
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『それにしても、森もり蘭らん丸まるに弟がいたとはね～』

　ミキは資料集を眺ながめながら、さっきの授業の話をしている。

『だけどさ、名前が坊ぼう丸まる、力りき丸まるって、適当過ぎじゃない？』

『戦国時代ではきっと普通だったんだよ』

　そういえば、前に秋山先生が紹しよう介かいしてくれた信長の子どもの幼名も、みんなヘンな名前だったっけ。

　授業はあいかわらず完全に横道に逸それてるけど、先生、大丈夫かな？

『えー、でも、蘭丸は蘭だよ？　ひとりだけ次元が違ちがくない？』

　うん、ミキの盛り上がりぶりに口を挟はさむタイミングが掴つかめません。

『これはアレだよね、絶対。信長の愛の重さを感じるよ！』

『え、でも、信長が蘭丸って名付けた訳じゃないでしょ』

『だってだって、小こ姓しようってアレだよ、身の周りの世話をして、お風呂ふろで背中を流して、うふふ、さらに夜よ伽とぎの相手とかもアリって、もはや妻じゃん？』

　ミキはにやにやしている。

　確かに、戦国時代なら妻よりも小姓と一緒にいる時間のほうが長かったかも。戦場に奥さんは連れていけないだろうし、時代的にも色々と〝アリ〟だったという話はきいたことがある。

『ミキってさあ、そういうの好きだっけ』

『そういうのって？』

『えっと、ぼーいずらぶ？』

『ボーイズラブにさほど興味ないけど偏へん見けんもない。でもさ、武将と小姓って尊いでしょ』

『尊いかなあ……』

『信長様は私が守ります！　なーんちゃってさ。蘭丸は美少年だったって話だし、もうやだぁ！』

　何が『やだぁ』なのかわからないけれど、そういえば小姓っぽい男の子を知っている、……気がする。

　あれ、おかしいな、そんなはずない。織田信長は何百年も前に生きた戦国武将でしょ。

『別に恋れん愛あいじゃなくてもいいんだよ。ただただ奉ほう仕しする精神ってのが尊いの』

　そうだね、戦乱の世ならそれもアリかな？

　何故なぜか唐とう突とつに金きん髪ぱつ碧へき眼がんの王子様と、異国の男の子が頭に浮うかんだ。

　あっちの世界でも、絵的にはなくはないなーって、いや、いや駄だ目め駄だ目め、違う違う。

　想像したら生々しいからホントやめよう、うん。だいたいあっちの世界ってどっちだよ。




　────ええと、誰の話だっけ？
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「お嬢じよう様さま、城から使いが来ております」

　昼下がり、趣しゆ味みの刺し繍しゆうにいそしんでいると、どこかいぶかしげなトマスが部屋に現れた。

　まさかまたユージィン様？　いえ、王子様ならトマスに取り継つぎを頼んだりしないから違うな。

「階下で返事をお待ちです。いかがいたしましょう」

　城からの使いときいては、拒きよ否ひするわけにもいかない。私は道具を置いて立ち上がる。

「すぐに行くわ」

　控ひかえの間で待っていたのは、見覚えのある少年だった。

　あるときは給きゆう仕じ、あるときは御ぎよ者しや、そしてあるときは王子の使者。ひょっとして王子様の召めし使つかいって、この子しかいないとか？　それともアレか、マジで森蘭丸的な……えっと、蘭丸ってなんだっけ。そういえば夢に見た気がするぞ。

「待たせてごめんなさい」

　そう声をかけると、彼はきっちりとお辞じ儀ぎをした。老練なトマスが用意したお茶とお菓か子しには、手をつけてすらいない。

「お嬢様。急な訪問、失礼いたします」

　発音も口調も仕草も丁てい寧ねいだけど、わずかに訛なまりがある。トマスが困こん惑わくしていたのは、城からの使いとして異国人が来たからだろう。この国では異国人は異教徒と同義で、快くは思われていないのだ。

「殿でん下かより書状をあずかってまいりました。お返事をいただければ幸いと思います」

　蘭丸君（仮）はそう言って、二通の書状を差し出した。

　一通は王室の封ふう蝋ろうを施ほどこされた正式な招待状なので、お父様に見せる前に軽けい々けいに開くわけにはいかない。対してもう一通は小さめの、普通の手紙。今、返事を求められているのはこっちだよね。

「どうぞ、座って。でないと私も座れないわ」

「……では、失礼いたします」

　にっこり笑え顔がおで圧をかけると、ようやく少年は勧すすめられた場所に腰こし掛かけた。居い心地ごこち悪そうにしているのが、ちょっと可愛かわいい。澄すまし顔でそんなことを考えながら、手紙をひらく。




『十四リルを徴ちよう収しゆうする。明日あした迎むかえの馬車を出す故ゆえ、使いの者に都合の良い時間を伝えろ』




　右上がりのクセのある文字で、最後にユージィンと署名があった。明日？　明日って指定かよ！　いやでも、時間の都合を訊きいてくれたのは微び妙みように成長しているのか？

「ご都合はいかがでしょうか」

　私が手紙を閉じたのをみはからって、蘭丸君（仮）がそう訊いてきた。

「ええと、あなたのお名前は？」

「ヤムルです」

「ヤムル君ね。返事を書きますから時間をいただけるかしら」

「はい、もちろんです」

「では少し待っていて。遠えん慮りよせず、お茶とお菓子をどうぞ」

「いえ、お気き遣づかいなく」

「この前あなたが淹いれてくれたお茶、とても美味おいしかったわ。でも、うちのトマスのお茶もとびきりなのよ。あとで感想をきかせてほしいの」

　ヤムル君はわずかに目を開いてから、「ありがとうございます」と小声で言った。

　入り口に控えたトマスに、アルを呼ぶように伝えて大急ぎで自室へと戻もどる。




　羽根ペンと紙を引っ張り出しているところで、ノックの音がした。

「お呼びですか？」

「アル！　あなた明日は暇ひま？」

「明日ですか？　午前中は出かけますから、午後なら」

「じゃあ午後、絶対空けておいて！　絶対よ、王宮へ行くんだから！」

「王宮なら、俺が行ってもどうせ別室で待たされるだけでしょう」

「それでも良いから、お願い」

「んー、わかりました」

　よし、アルがついてきてくれるなら安心……とは言っても気分的な問題だ。完全アウェー感のある王宮では、近くにアルが控えているという事実こそ、きっと心の支えになる。

　約束をとりつけたところで、ユージィン王子に返事を書いた。その間にアルは王子様直筆の手紙に視線を落として、呆あきれたように肩かたを竦すくめる。

「また王子ですか」

「ええ。今、使いの子が返事を待っているの」

「使いの子？」

「そう、蘭丸君」

　ふいとまた昨晩の夢を思い出す。そうそう、森蘭丸は織田信長の小姓だ。思い出してすっきり。主あるじに忠実な美少年、イメージにぴったりじゃん。

「ランマ……もしかして異国人ですね？」

「知っているの？」

「ユージィン殿下が異国人の召使を連れているって話は、けっこう有名ですから」

「有名ってどこで？」

「使用人の噂うわさ話ばなしですよ」

「ふうん……」

　これだから使用人たちの情じよう報ほう網もうは油断できない。

　私も妙みような噂がたたないように気を付けよう……！




　蘭丸ことヤムル君は私の返信を手に帰っていった。

　去り際ぎわ、丁寧にお茶とお菓子のお礼を述べたので、トマスはいたく感心したらしい。

　私はアルを自室に呼んで、机に二通の書状を並べた。私宛あての手紙のほうに目を落として、アルはいぶかしげに首を傾かしげる。

「で、なんですか？　十四リルって」

「この前市場に連れて行かれたとき、お昼代を貸していただいたの」

「へえ、気に入られたみたいですね。でなきゃわざわざ呼びつけないでしょう、十四リルで」

「ないない、それはない。これには理由があるの」

　アルは明後日あさつての方向に勘かん違ちがいしているけど、絶対お返ししますと言い張ったのは私のほうだ。

「ま、どっちでもいいです。頑がん張ばってください、お嬢様」

「頑張るって何を？」

　私の問いかけをスルーして、アルはもう片方の書状の立派な刻印を眺ながめている。

「うん、こっちはおそらく、舞ぶ踏とう会の招待状ですよ」

「え？　なんでわかるの？」

「噂になっていますから」

　また噂か、使用人の情報網、恐るべし。

「間ま違ちがいないと思いますが、こちらは先に伯はく爵しやくにお渡わたししますね」

「ええ、お願い」

　そっか、舞踏会かあ……あれって、ぶっちゃけお見合いパーティなんだよね、気が進まない。せめて知り合いがいれば気が楽なんだけどな。ちなみにお友達に『招待状来た？』と訊くのはマナー違い反はんですわ。

「お嬢じよう様さまも適てき齢れい期きですからね。油断していると良い縁えん談だんを逃のがしますよ」

「わかっているわよ」

　わかっているから余計に面めん倒どうなの。

「それで、舞踏会はいつ？」

「聞いた話では、三週間後です」

　よかった、少しは時間がある。私は息を吐はきだして、思考を切り替かえた。

「じゃあ、急いでドレスを選ばなくちゃ」

　踊おどるのは好きだし、久しぶりの舞踏会だし、楽しまなきゃソンだもの。

「お嬢様、狙ねらうならご嫡ちやく男なんですよ。次男以下だと、食い詰つめたら目も当てられません」

「……貴方って時々妙に現実的よね」

「心配しているんです、これでも」

　そう言ってアルは少し困ったように笑った。







　アシュトリアの王室は開かれている。

　とはいえ、居住区である内ない廷ていに足を踏ふみ入れたのは初めてで、私はものすごく緊きん張ちようしていた。

　案の定、アルは別室に通されたので、広い部屋にひとりぼっちだ。もちろん十四リルは持ってきましたわ。裸はだかで持ってくるわけにはいかないので、教会の慈じ善ぜんバザーに出すために作った巾きん着ちやく袋ぶくろに入れてきたけれど、これで大だい丈じよう夫ぶかな。

　和風テイストの刺し繍しゆうは何故なぜかこの世界で人気が高く、どこのバザーに出してもよく売れる。いい気になっていっぱい作ったおかげで私の刺繍はプロ級のお墨すみ付つき、貴重な特技のひとつですわ。

「はあ……」

　それはそうと、王子様、遅おそすぎじゃない？

　紅茶のカップはからっぽだし、約束の時間はとっくに過ぎてるし、もうお金だけおいて帰っちゃだめかな？　考えながら壁かべにかかった陛下の肖しよう像ぞう画がを眺めていると、入り口のほうから微かすかな物音がした。

「……どなたかいらっしゃいますの？」

　細い声と同時に、小こ柄がらな影かげが滑すべり込んでくる。私はほぼ脊せき髄ずい反射で、最大級の礼をとった。

「失礼いたしました、アリア・リラ・マテラフィと申します。ユージィン殿でん下かのお招きで参上致いたしました」

「お兄様のお客様でしたの。私、エヴァンジェリンです。そんなに畏かしこまらないでください」

「お会いできて光栄です、エヴァンジェリン王女」

　お許しが出たので顔を上げる。目前のお姫ひめ様はユージィン様の妹君。王子様と同じ金きん髪ぱつ碧へき眼がん、陶とう磁じの肌はだの天使だ。間近で見たのははじめてだったので、私は一いつ瞬しゆんでのぼせ上がっていた。

「お兄様が女性をお招きになるなんて、初めてです」

『いえいえ、お金を返しに来いって命令されただけです』とはさすがに言えないので黙だまっていると、王女様はテーブルの上を見て困った顔をした。どうやら状じよう況きようを察してくださったらしい。

「兄がお待たせしているのね、申し訳ございません。お仕事が長引いているのかもしれませんわ」

「殿下はお忙いそがしい身ですもの、どうぞお気き遣づかいなく」

「すぐに代わりのお茶を用意させます。あの、ご一いつ緒しよしても？」

「身に余る光栄です、エヴァンジェリン様」

「嬉うれしいわ」

　にっこりすると笑え窪くぼができる。本物のお姫様だ、可愛かわいいなぁ。私が見み惚とれている隙すきに、お姫様はベルを鳴らしてテーブルを片付けさせると、優ゆう雅がにソファに腰こし掛かけた。

「アリア様もどうぞ、お掛けになって」

　はああああ、ユージィン様と話すより緊張する！

　殿下はいきなりの信長宣言で、緊張する暇もなかったからね。

　侍じ女じよたちが最後のお皿を置いて出ていくと、王女様は紅茶を一口飲んで、小さく首を傾げた。

「それでアリア様、お兄様と結けつ婚こんしてくださいますの？」

「……はい？」

「あのお兄様がここにわざわざお招きしたのですもの、そういうことなのでは？」

　姫ひめ君ぎみはぐっと握にぎりこぶしを作って身を乗り出して来る。何故そんなに前のめりなの？

「まさか。我が家は伯爵家といっても、祖父の代までは騎き士し階級です。殿下と私では、とても釣つり合いません」

「身分なんて関係ありませんわ。むしろ伯爵家なら御おんの字です」

　お姫様はひとつ大きなため息をつくと、すがるような視線を私に向けた。

「いい歳だというのに、いつまでもふらふらして、お父様もお母様も、もちろん私も、本当に気をもんでいましたの。夏からお見合いを続けているのに、ちっともうまくいかないのですもの」

「それは……あの、大変ですわね？」

「ええ、大変でした……でも、やっとお兄様にも春が巡めぐって来たのですね！」

「えっ、春？　春って？」

「あら、もちろん、アリア様のことですわ」

　ちょっと待って、ちがーう！　まずい、盛大に誤解されている。ここは身分とか気にしている場合ではなく、きちんと説明しておいたほうが良いのかも。ていうか説明しなきゃマズイ！

「違ちがうのです、エヴァンジェリン姫。私がここに呼ばれたのは、お借りしたものを返すためなのです」

「借りたもの？」

「お見合い……ではなくお茶会のあと、たしかに殿下は我が家にいらっしゃいましたわ。街の市場へお誘さそいいただいて、二人で出かけました」

「まあ、お兄様ったら、ずるいわ。私も連れて行ってくださればよろしいのに」

「護衛を連れていらっしゃらなかったので、ご心配だったのでしょう」

　その点私ならまず狙われるようなことはありませんからね。

「お恥はずかしい話ですが、その時に私、お金を忘れてしまいましたの」

「まあ、従者の方は？」

「突とつ然ぜんのお誘いだったので、殿下と二人だけでした。昼食を買おうとして気付いたんです」

「え、……市場で、昼食を？」

　妙みようなところで姫君が目を丸くしたのが少し可笑おかしい。

「はい。それで、お昼代は殿下が立て替えてくださいました。それをお返しに来たのです」

　王子様が私を気にいった、なんてとんでもない。それを証明するつもりで、十四リル入りの小さな巾着を両手で王女に差し出した。あわよくば姫様に預けて帰りたい。

「まあ、かわいらしい」

　しかし私の意図などどこ吹ふく風、姫君は差し出した巾着袋を手に取り、目を輝かがやかせる。

「変わった作りですこと。それにお花と小鳥の刺繍がとても可愛いわ」

「あ、ありがとうございます」

　あーそっちに食いついてしまいましたか。ま、巾着という形自体が珍めずらしいからね。袋は灰はい梅うめ色、刺繍は紅こう梅ばい。枝に一羽わ、小鳥の刺繍を入れてある。バリバリの和わ柄がらで、この世界ではまず見ない図案だ。慈善バザーでは一番人気で、おそろいのチーフと共に量産している。

「この刺繍……、まさか全部手作りなのですか？」

「はい、一応」

　頷うなずいてみせると、姫君の大きな瞳ひとみに賞賛の色が浮うかんだ。

　ええ～そんな大おお袈げ裟さなものじゃないです、中には十四リルが入っているんですよ？

　どう反応すれば良いものかと迷っていると、唐とう突とつにドアの開く音がした。

「待たせたな」

「お兄様！」

「ユージィン殿下」

　つむじ風のような登場に、私は慌あわてて立ち上がる。一方姫君はぴょんと跳はねて殿下へと駆かけ寄った。

「なんだ、お前も一緒か、エヴァ」

「お兄様、たとえお仕事でも、女性をお待たせするのは感心いたしませんわ」

「いや、すまん。寝ね過すごした」

「寝過ごした？」

「執しつ務む室で一休みしていたらいつの間にか、な」

「お兄様！」

「今日は日差しが温かいだろう？」

　日差しが温かいから居い眠ねむりしてたってこと？

　そりゃ今日は気持ちの良い天気ですけど、人を待たせておいて昼ひる寝ねってどういう神経？　私ののどかな午後を返してください、ええ、今すぐに！

「お兄様、王太子たるもの、約束を違たがえるなどあってはならないことです！」

「わかったわかった、悪かった。二度は無い」

「本当に？」

「本当だ。お前との約束を破ったことがあるか？」

「ええ、覚えているだけで三度ほど……」

「はは、そうか。忘れろ」

「もうっ……アリア様、不ふ肖しようの兄が申し訳ありません」

「とんでもありません。王女様のお気持ちだけで、私、胸がいっぱいです」

　そういうことでもう帰ってもよろしいでしょうか？　無理だよねー貴族社会ってつらい。

　ユージィン殿下は妹君のエヴァンジェリン王女を促うながして、ソファに腰こしを下ろした。

「ところで、何を話していた？　エヴァの声が廊ろう下かまで聞こえていたぞ」

　そう問われて、王女様は「あら」と口元を押さえる。お姫様というのは、不用意に大きな声を出してはいけない職業なのだ。おいたわしい。

「お兄様がアリア様と市場に行ったお話を伺うかがっていましたの。どうして私を連れていってくださいませんの？」

「お前は目立つから護衛が要いる」

「でも、アリア様とはお二人で行かれたのでしょう？」

「こいつは大だい丈じよう夫ぶだ。見事なまでに市に溶とけ込んでいたぞ」

「まあ……」

　えー、姫君に羨うらやましげな視線を向けられているけど、全然褒ほめられてないよね。まったく貴族オーラ無いぞってことですよね。ま、事実だから仕方ないか。とにかく用件を早く済ませよう。

「殿でん下か、その節は本当にありがとうございました。今日はお借りしたお金を……」

「それでしたらこちらに預かっています。どうぞ、お兄様」

　王女様が持っていた巾着を王子に手て渡わたした。チャリ、と袋の中でコインが鳴る。しかし、王子は中身を確かめようともせず、巾きん着ちやく袋ぶくろを数秒見み詰つめた。

「この袋は？」

「アリア様の手作りだそうですわ。可愛いですよね！」

「『梅に鶯うぐいす』……？」
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「！」

　瞬しゆん間かん、心臓が跳ねた。『梅に鶯』……そう呟つぶやいた王子の言葉は、私には懐なつかしい響ひびき、ああ、日本語だ。自分の口以外から、もう一生聞くことはないと思っていた。

「え？　何の呪じゆ文もんですの？」

「お前が作ったのか？」

　え？　ああ、うわあ、しまったあ！

　懐かしがっている場合ではない。あまりに量産していたから麻ま痺ひしていたけど、この巾着、あからさまな和柄だ。王子の鋭するどい視線がざっくり刺ささって、私はこくこくと頷くしかない。

「この刺し繍しゆうは、何だ？」

「あの……、お花と、小鳥です」

「何をおっしゃっていますの、お兄様。ご覧になればわかるでしょう？」

「……そうだな」

　ユージィン様は可愛かわいい妹君ににっこりと麗うるわしい笑え顔がおを向ける。だけど私のところに戻もどってきた視線は、ちっとも笑っていなかった。

「アリア、茶が済んだら、少し付き合え。庭を案内しよう」

「えっ！　いえっ、あのっ、」

「なんだその反応は」

「まあ、素す敵てき。私もご一いつ緒しよしてよろしいでしょうか、お兄様」

「お前は今度な。今日は駄だ目めだ」

「ええ？」

　少し不満げに首を傾かしげた妹君に、ユージィン様が今日一番の優やさしい声こわ色いろで応こたえる。

「アリアと大事な話がある。許せ、エヴァ」

「まああっ……」

　エヴァンジェリン様の表情が、ぱあっと明るくなった。両手を胸の前で組んで私に天使の笑顔を向ける。ああ～、エヴァ様、違ちがうんです。ユージィン様、言葉の選び方！　絶対妙な期待をされてます！

「では、お茶を頂いたらわたくしは退散いたしますわ。アリア様、どうぞ兄を宜よろしくお願い致いたします」

　やだ、退散しないでくださいませ、全然宜しくされたくない！

　ぎりぎり平静を装いながら、私は頭をフル回転させて王子への言い訳を考え始めた。







　手入れの行き届いた美しい中庭。見たこともない植物もいくつかあって、普ふ段だんなら楽しめたと思う。生け垣がきに囲まれた小さなベンチに落ち着くと、王子は待ったなしで切り出した。

「お前が作ったというあの袋だが」

「はい」

　ひいい、さっそくですか、前置きとか無し？

「あれは、『梅』だろう。鳥のほうは『鶯』」

　くっ、その通りです。日本人ならわかって当然、ちょうど季節も頃ころ合あいだし。しかし一応の言い訳は考えてある。私はせいいっぱい平常心を心がけて、口を開いた。

「さあ……あの刺繍は、市で見つけた布の意い匠しようを参考にしたものですから」

　嘘うそではない。ほら、市場でも微び妙みように和柄風の布を売っていましたよね。

「アリア」

　あ、無理っぽい。私は王子様の圧に押され、数センチほど上半身を逸そらす。

「はい」

「前世の記き憶おくが蘇よみがえってからしばらくの間、俺は俺の国を必死で探した。どこか別の場所に、あの国が存在するんじゃないかと考えたからだ」

　そっか……そうだよね。ユージィン様と私とでは、根本的に違う。

　ユージィン様は、戦国時代で、あと一歩で天下を取れるところだった。だけど私の記憶はあいまいで、平和で、普ふ通つう過ぎる。それは私の前世がそういう時代、そういう生き方だったからだろう。

「だが、この世界にあの国は無い。よく似た文化はいくつかあるが、そのどれをとっても、お前の刺繍ほど俺を驚おどろかせはしなかった」

　ああ、やっぱ無理。この人を騙だましきるなんて、できそうにない。

「お前は、最初から俺の話に動じなかったな？」

　私は仕方なく、ギリギリまで譲じよう歩ほすることに決めた。

「……はい、申し訳ございません。おっしゃる通りですわ……、私もユージィン様と同じです」

「それはつまり、」

「ええ、私にも前世の記憶があります。おそらく私とユージィン様は、同じ国を生きていたのでしょう」

「……っ、本当に、か？」

「断言なんてできません。私の記憶は、ユージィン様のように鮮せん明めいではないのです」

　そう、ここが肝かん心じんだ。私は織田信長を教科書でしか知らない。ずっと後の時代に生まれている。歴史の教科書がどこまで正確かわからないけれど、信長が死んだ後の歴史を知っているのは事実だ。ユージィン殿下がそれを知れば、当然『織田信長』の死後の世界を知りたがるだろう。

　それは避さけたい。絶対に、だ。

　知ったら辛つらくなることがきっとたくさんあるもの、そんな語り部べは私には荷が重すぎる！

「思い出せば良いだろう」

「無理です。努力しても名前すらはっきりしないのですよ？」

「そういうものか……いや、他ほかに例がないからな、自分を基準に考えていた。何か覚えていることはないのか？　家族のことや、国のことだ」

「そうですね……刺繍をするときに、知らない絵え柄がらがぱっと浮うかぶことがあります。そういうときはたいてい、前の世界のことを少しだけ思い出しますわ」

「例えば？」

「えっと、あの絵は『梅』と『鶯』」

「……」

「それから、『日本にほん』……『ひのもと』かな？　『梅』の次は『桜』の季節ですよね？」

「ああ！」

　ユージィン様は〝日本語〟をきくと、両手を広げて私を抱だきしめた。えっ、だっ、抱きしめられた？

「ようやく会えた。いや……、よく話してくれた」

　やばい、この囁ささやき声はやばい！

「あの、ユージィン様……、私の記憶は本当にあいまいです。おそらく、ごく平へい凡ぼんな人間だったのでしょう」

「そんなことはどうでも良い。俺の記憶が妄もう想そうではないとこれで解わかった」

「ええ、私も、それは同感ですわ」

　前世の記憶が蘇るたび、頭が変になったんじゃないかと不安になった。だからお気持ちは痛いほどわかります。わかりますけど……。

「ユージィン様、苦しいです」

「む、そうか。そうだな。つい勢いで」

　ようやく腕うでが緩ゆるんで密着していた体が離はなれる。しかしまだ王子様は至近距きよ離りだ。油断したら魅み了りようされてしまうので、私は焦しよう点てんをぼかして防ぼう御ぎよすることにした。

「す、少しでも殿下のお役にたてたのなら、光栄ですわ。ですが、この話は誰だれにも話したことがありません。どうぞご内密にお願い致します」

「わかっている。頭がおかしいと思われるのがオチだからな」

　実体験に基もとづいているのだろう。その苦労は覚えがあるので共感はできますとも。だけど、今はしんみり共感している場合ではない。王子様の機き嫌げんの良いうちに、もうひとつお願いをしておかなくちゃ。

「あのう、もうひとつお願いがあるのですが」

「なんだ、何でも言ってみろ」

「畏おそれ多いことですが、エヴァンジェリン様は、私がその、ユージィン様とけ……結けつ婚こんするのではないのかと、誤解をなさっているようなのですっ！」

　身の程ほど知らずと笑いたければ笑うとよろしいですわ。

「見合いをしたんだ、不思議ではないだろう」

「お見合いだけではございません。お城にお招きいただいて、しかも王女様の目の前でお庭に誘さそっていただきました。絶対勘かん違ちがいをされています。どうぞユージィン様から誤解を解いてくださいませ」

「誤解させておけば良い」

「駄目です！　絶対駄目！」

　私の必死の訴うつたえに、王子様は僅わずかに首を傾げて唇くちびるの端はしを上げた。

「アリア」

「はい！」

「思うに、お前は俺と結婚したくないのか？」

「ええ、王太子妃ひなんて絶対無理です！」

　勢いで断言すると、ユージィン殿でん下かは美しい瞳ひとみを見開いてから、くつくつと笑えみをこぼし、そして大笑いしはじめた。

　意味がわかりません、私は大おお真ま面じ目めなんですよ？







「お疲つかれさまでした、お嬢じよう様さま」

　本当に疲れた。余よ裕ゆう綽しやく々しやくでお茶の準備をしているアルが無む性しようにカンに障さわる。

「だいたいあなた、どこにいたのよ」

「控ひかえ室ですよ」

「ふうん？」

「王宮の女の子たち、みんな可愛かわいいですよね」

「ムカつく！」

　腹立ちまぎれにクッションを投げつけたけど、片手であっさり受け止められた。もう、こっちは今日一日で寿じゆ命みようが十年くらい縮んだ気がしているのに。人生八十年だとして、あと五回ほど王宮に呼ばれたら死んでしまう計算だ。待って待って、まだ死にたくない！

「どうでも良いことを考えていますね？」

「考えなきゃいけないことは考えたくない気分なの」

「何かありましたか？」

「……聞きたい？」

「そうですね、従者としては気になります」

「幼おさな馴な染じみとしては？」

「たぶんアリア様は話さずにはいられないだろうな、と推測していますよ」

　気心知れた従者って、こういう時は考えものよね……。しかし、どんなに悔くやしくても話さずにはいられない。あーもう、話してしまおう、話したいんだもの！

「実は、エヴァンジェリン姫ひめに会ったの」

「えっ！　アシュトリアの天使に？」

　ほらね、アルの目の色が変わった。私だってアルが王女様のファンだってことくらい知っています。

「会ったって、ご挨あい拶さつをされたとか？」

「挨拶はもちろん、一いつ緒しよにお茶を頂いたわ」

「どうして俺を呼んでくれないんだ！」

　呼べるか！　それに言こと葉ば遣づかい！

　いろいろツッコミどころはあるけれど、珍めずらしくアルに一いつ矢し報むくいたので気分は悪くない。

「あー、しまったなぁ……ビアンカちゃんと話し込んでいる場合じゃなかった」

「誰よ、ビアンカちゃんて」

「良い子ですよ。お茶もお菓か子しもどんどんお代わりを持ってきてくれましたしね」

　アルは基本人当たりがいいので誰とでもすぐ仲良くなるし、意外とモテる。

「けど、今日は殿下に十四リル返すはずだったでしょう。どうしてお姫様とお茶を？」

「ユージィン様が約束に遅おくれて、待ってる間にエヴァンジェリン姫がいらして、色々と誤解をされて」

「誤解？」

「王女様に、『アリア様、お兄様と結婚してくださいますの？』って訊きかれちゃった」

「ああ、そういう」

　アルは、完全に気の抜ぬけた相あい槌づちをうった。ちゃんと聞け、本題はここからだ！

「でね、王子様にバレちゃった」

「何が？」

「私が王子様と同じように、前世を覚えてるってこと！」

「またその話ですか……」

　アルの目が可か哀わい想そうなものを見るように細められる。

「たいがいにしておかないと、お嬢様まで貴族社会の変わり者リストに載のりますよ」

「だって本当なんだもの。実はね、王子様の前世と私の前世は、同じ国の人間だったの。すごくない？」

「ええ、すごいというか、痛いというか」

　む、痛いかな？　ちょっと想像してみよう。田舎いなか貴族の娘むすめの主張だとして。『私と王子様は、前世では同じ国で生きていたのよ！』って、あれ？　けっこう、かなりイタイかも。気をつけよう……。

「要するに、同じ夢を見るんでしょう？」

「違ちがう。けどまあ、そういうことでも良いか……」

「あれ、なんか急に元気が無くなりましたね」

「我に返ったの」

「では、我に返ったところで舞ぶ踏とう会の準備もはじめないとですね」

　あー、それもあったか……。なんだかイベント多過ぎじゃない？

　ちなみに今回の舞踏会のテーマは、中庭の改装祝いだそうだ。平和だな～アシュトリア。

　とりあえず何を着ていくか考えなきゃ。時間的に新調するのは無理だし、手持ちから選ぶしかない。

「そうねえ……、ドレスは何色が良いと思う？」

「春が近いですから、明るい色が良いんじゃないですか？」

「色かぶりが激しそうよね」

「去年の誕生日に作ったドレスはどうです？　春らしいし、こちらでお披ひ露ろ目めしたことはありませんよ」

「そうね、良いかも。あなたって、本当にそういうことはよく覚えているわよね」

　でも、悪くない提案だ。シンプルなドレスだから、自分で少し手を入れても良いし。

「あとは誰か知り合いがいれば気が楽になるのだけど」

「いるじゃないですか、王子と王女が」

「ちがう、私が求めているのは会場の隅すみっこでお喋しやべりできるようなお友達の誰かなの！」

　そう主張すると、アルはこめかみに指をあてて考えてから、ぱちんと指を鳴らした。

「そういえば先日、旦だん那な様のお供でルガーニ伯はく爵しやくのお屋や敷しきへ行ったとき、お嬢様のドレス選びとかで侍じ女じよたちが忙いそがしそうでしたよ」

「ルガーニ伯爵？　……じゃあ、モニカが来るってことじゃない！」

　モニカは貴族学校へ通っていたころからの仲良しだ。気きっ風ぷの良い姉あね御ご肌はだでいつも世話を焼いてくれた。

「ええ、ルガーニ家で未み婚こんのご令れい嬢じようはモニカ様お一人ですから」

「だから、どうしてそういう情報に詳くわしいの？」

「人徳ですかね」

「じんとく」

「ま、従者には従者の情じよう報ほう網もうがありますから」

　澄すました顔でそんなことを言ってるけど、絶対メイドさんたちとお喋りしてたでしょ？

　でも、モニカが来るのは素す直なおに嬉うれしい。さっそく連れん絡らくをしてみよう。







「アリア、ああ、久しぶり！」

　連絡をしたら、さっそくモニカが邸やしきを訪ねてきてくれました。基本的に貴族のお嬢様は暇ひまなのだ。

「王都にいるなら、もっとはやく声をかけてくれればいいのに」

「ちょっとバタバタしていたの」

「それって、アレでしょ、ユージィン殿下のお茶会」

「てことは、モニカも？」

「ええ、侯こう爵しやく家がひととおり終わってから、すぐだったかしら」

　あ、それは私より断然早いですね。是ぜ非ひ彼女の感想を聞いてみたい！

「それで、お茶会はどうだった？」

　ストレートに訊きくと、モニカは大きな瞳をパチパチさせて、思案顔を作って見せた。

「そうねえ。給きゆう仕じ係が異国人でびっくりしたわ。正直、あれで半分以上のご令嬢が脱だつ落らくしたと思う」

「……モニカもそこで脱落したの？」

「そんなわけないでしょ。お茶がとびきり美味おいしかったもの、全然セーフよ。うちに欲しいくらい」

　そうだった。モニカはこういう娘だった。お友達でよかったと心から思う。

「アリア、なにニコニコしてるの？」

「別に何も。それより王子様のことは？」

「うーん、見た目は完かん璧ぺき？　でも、話していることはよくわからなかった。生まれる前の記き憶おくがどうとか……、戦いくさがあって大変だったとか。あれ、夢の中の話だったかしら？　戦なんてずっと無いわよね」

　あああ～やっぱり誰だれにでもしているんだ、あの話。そりゃドン引きされる、とひとり納なつ得とくしていると、モニカはぐっとこぶしを握にぎってテーブルに身を乗り出した。

「だけど、話が合わないのはささいなことだわ」

「え？」

　モニカモニカ、その力み方、伯爵令嬢の所作とは思えませんわよ？

「許せなかったのは、殿でん下かが私にこれっぽっちも興味がなかったことよ！」

「え……ええ？」

「だって、実質お見合いでしょう？　精せい一いつ杯ぱいおしゃれして、頑がん張ばって出かけるじゃない」

「うん、そうかも」

　私だってあのお茶会のときには、一番上等なドレスだったし、念入りに髪かみも結ゆってもらった。しかしモニカの気合は、そんな生易しいものではなかったらしい。

「あの時の私はね、一週間も前からマッサージとパックを毎日欠かさずしてもらって、ミルク風呂ぶろと薔ば薇ら風呂に交こう互ごに入って、お肌はだもつるつる、髪もつやつや、そりゃあもう、最高の自分だったんだから！」

「う、うん、そうなの」

「そうよ！　なのにあの王子ときたら、お愛あい想その褒ほめ言葉ひとつ無かったの！」

　ひい、怖こわい。でも、怒おこる気持ちもちょっとわかる。相手は腐くさっても王子様だもの。

「あの王子は駄だ目めよ、絶対駄目。結けつ婚こんしても妻のことなんて見向きもしないタイプだわ」

「そう、かな」

「そうよ！　挨あい拶さつも適当、着き飾かざった見合い相手を見ても無関心。自分の話ばっかりだし。いくら次期国王で見た目がよくても、妻を幸福にできるタイプじゃないわ！」

　一理ある。いえ、妻の幸福どうこうはともかく、王子様はもう少し周囲に関心を持ったほうが良い気がする。前世に囚とらわれすぎるのは何か……良くないと思うんだ。

　ひとしきり怒いかりを放出して落ち着いたのか、モニカはすいと背筋を伸のばして紅茶を一口飲んだ。おお、伯爵令嬢モードに戻もどった。よかったあ……。

「でもね、お茶会に呼ばれた方の中には自分を売りこもうとした方もいらっしゃったみたいなの」

「えっ？」

　モニカが品よく声を潜ひそめる。お嬢じよう様さまモードで、内ない緒しよ話ばなしの体勢だ。

「そういう方のところへは、約束も前まえ触ぶれもなく王子が押しかけて来て、無む理り矢や理り外へ連れ出されそうになったんですって。破は廉れん恥ちにもほどがあるでしょう！」

　うん……それ、知ってる。だけど破廉恥要素はどこにもないです。王子の名めい誉よのためにも、私のストレスを軽減するためにも、モニカにはこれまでの経緯いきさつを打ち明けておいたほうが良いな。

「あのモニカ、実はね……」




　気は進まないながらも、お茶会とその後の顛てん末まつを話すと、モニカは大きなため息をついた。

「呆あきれたわ」

　ええ、呆れられるのも仕方なし、覚かく悟ごの上です。

「約束無し、前触れも無し、どこに連れていかれるかわからないのに馬車に乗るなんて、どうかしてる」

「仰おつしやる通りです」

　その件に関してはトマスにもアルにもお父様にも言われたから、骨身に染みている。

「でも、王おう妃ひになるつもりがあるならチャンスよ？」

「あるわけないでしょ！」

「ま、そうでしょうね。でも、その気がないのならこれ以上王子と関かかわらないほうがいいと思う。相手は腐っても王太子だもの、万が一結婚を申し込まれたら断れないわよ」

　いえ、それはない、はず。王子にはっきり言っておいたもの、大だい丈じよう夫ぶ……大丈夫だよね？

「とにかく気をつけて。アリアって昔から微び妙みように浮ういているんだから」

「……うん、気を付けます」

　時々おかしなことを口走ってしまうのは、前世の記憶があるからなの……とは言えないけど、ふとしたときに根本的な考え方の違ちがいが出るのはどうしようもない。花はな嫁よめ修しゆ業ぎようがメインの女子校に馴な染じめなかったのはそのせいだと思うの。

「いい？　私たちはもうそれほど若くないわ。へんてこな王太子に関わるより、本気で結婚相手を見つけなくちゃダメ。そのための舞ぶ踏とう会よ」

「そうねえ」

「また気のない返事！　やる気あるの？」

「最近、農場の手伝いでもして生きていくのも良いかなって」

「農場って……やっぱ変わってるわよね」

　ああ、また呆れてる！

　だけどそれほど親しくもない男の人の妻になって、幸せになれるとは限らないじゃない。私は自由恋れん愛あいの時代に生きていたんだもの、結婚は好きな人としたいと夢見ることくらいは許して欲しい。




「その花、いくつ作るつもりですか？」

「たくさん」

「既すでにたくさんあるように見えますが」

「たくさんついてるほうが、可愛かわいいでしょ？」

　私のドレスはごく淡あわいシャーベットオレンジ。飾かざりのないシンプルなドレスだ。少し地味なので花飾りをつけて華はなやかにしようかな……というわけで只ただ今いまお花を作っています。

　舞踏会も直前、絶対仕立て屋は混こんでいる。ならば自分で作ればいいじゃない。

　きゅっと根元を絞しぼって花びらの形を整えていると、控ひかえめなノックの音がした。トマスだ。

「お嬢様、お客様がお見えですが、いかがいたしましょう」

「あら、どなた？」

「それが、王宮から……」

　ひっ、王宮？　動どう揺ようしている間に足音が近づいて来た。てことはアレか、王子か！

「邪じや魔まするぞ！」

　もう、この人『待て』ができないの？　せっかちにもほどがある！

　毎回困こん惑わくする老執しつ事じのためにも、無作法な訪問について一言文句を言ってやらなくちゃ。

「ユージィン様、ごきげんよう」

「ああ」

「あら……」

　尊大に頷うなずいたユージィン様の後ろにはヤムル君が立っていた。なにやら大きな箱を大事そうに抱かかえている。どうして小さい子に荷物を持たせてるのよ……、って王子様だからですよね、致いたし方ない。

「あの、まずは荷物を置いたほうがよろしいのでは？」

「そうだな。ヤムル、そこのテーブルに」

　言いながらテーブルの上を見て王子様が妙みような顔をした。既にそこは手作りしたお花でいっぱいだ。

「……これは何だ？」

「お花ですわ」

「まさか、お前が作ったのか？」

「そうです」

　頷くと、王子様は花のひとつを指先でつまんで、しげしげと眺ながめた。

「……なかなか器用だな」

「お褒めに与あずかり光栄ですわ」

　とりあえずささっと花を寄せて、スペースを作る。

「えっと、ヤムル君？　待たせてごめんなさい。荷物はここに置いてね」

　笑いかけたら、ヤムル君はパチリとひとつ瞬まばたきをして何故なぜか固まった。ええ、なんで？　私、ヘンなことを言った？　じっと見つめていると、わずかに眉まゆが下がってくる。もしかして困ってる？

「ヤムル、置いていいぞ」

「はい。失礼いたします」

　主あるじの声で再起動したヤムル君は、抱えた箱を慎しん重ちようにテーブルに置いた。なるほど、ご主人様の許可待ちだったのか。そのまますっと部屋の隅すみに移動して壁かべと同化する。

「は、珍めずらしい。ヤムルが照れるところは初めて見た」

　え、照れてたの？　思わずヤムル君を二度見したけれど、少年は無表情でじっと虚こ空くうを見ていた。

「あまり見てやるなよ。免めん疫えきがないからな」

　ユージィン様のからかうような物言いで、本題を思い出す。

　ヤムル君の件は一いつ旦たん保留して、と。

「ところでユージィン様、今日はどんな御ご用ようでしょう」

「忘れ物だ」

　そう言ってユージィン様がひょいと差し出したのは、十四リルを入れていったあの巾きん着ちやくだった。そういえば、渡わたしたままだったっけ。色々あったからすっかり忘れていた。

「あの、このためにわざわざ？」

「お前だって十四リルのために王宮まで来ただろう」

「それはまあ……、そうですわね」

「まあいい。その箱は土産みやげだ、受け取れ」

「え、お土産？」

「手土産くらい持って行けとエヴァが煩うるさくてな。ああも堅かた苦くるしい考えでは、窮きゆう屈くつだろうに」

　さすが王女様！　ユージィン様も少し見習えばいいのに。いえ、決してお土産が欲しいとかそういう訳ではありませんわよ。でも、中身は何かな～、気になっていたんだよね。

「ありがとうございます。開けてもいいですか？」

「慎重にな。崩くずれたらここまで抱えてきたヤムルの苦労が水の泡あわだ」

　えっ、壊こわれものなの？　プレッシャーを感じつつそっとリボンを解き、飾り箱の蓋ふたを開ける。

「まあ！」

　中身は大きなチョコレートケーキだ。よく見るとラズベリーソースで花が描かかれていて、砂糖菓が子しで作った小鳥がちょこんと一羽わ飾られている。えっと、これ、ひょっとして……。

「『梅に鶯うぐいす』？」

　思わず見上げると、ユージィン様は得意げに笑う。

「そうだ。エヴァはお前の刺し繍しゆうをよほど気に入ったらしい。料理人にあれこれ指図して困らせていたぞ」

「まあ」

「そこでだ、お前に頼たのみがある」

　と、ユージィン様は臆おく面めんも無なく続けた。

「エヴァがお前の刺繍をもっと見たいと言っている」

「エヴァンジェリン様が？」

「あいつは結構不器用でな。そのエヴァが刺繍に興味を持つのは、喜ばしいことだ。他ほかのものがあれば見せてやりたい」

「ええ、もちろん。光栄ですわ」

　エヴァンジェリン姫ひめのお役にたてるならそれは本当に嬉うれしい。幸い、今ならバザー用に作った小物が山ほどあるのだ。

「アル、バザー用の小物を出してきてくれる？」

「かしこまりました」

　澄すました顔をしているけど、アルの声は二割増しで弾はずんでいる。エヴァンジェリン王女の『お願い』に張り切っているのが見え見えよ、アルフォンソ。

「ヤムル、お前も手伝ってこい」

「はい」

　返事をしたものの、ヤムル君は気き後おくれしているのか、少し不安げにアルを見上げた。アルは、といえば、まったく曇くもりのない笑え顔がおでヤムル君の視線を受け止める。

「お願いできますか？　量があるので一いつ緒しよに運んでいただけると助かります」




　連れだって出ていく二人を見送って横を見ると、ユージィン様がいぶかしげにこちらを向いた。

「……お前、ヤムルをどう思う？」

　ヤムル君ですか？　えっと、森蘭丸ポジションですよね？

「よく働くし、礼れい儀ぎ正ただしいし、良い子だと思いますわ。うちに欲しいくらいです」

「ヤムルは異国人だぞ」

「ええ、そうですわね」

「……」

「…………？」

「それだけか」

「え？」

「俺が異国人を使っているのを、とやかく言う連中は多い」

　ああ、そういう意味ですか。ユージィン様、辺境育ちを甘く見ておられますわね？

「以前お話ししたかもしれませんが、父の領地は国境沿いにあります。うちのものはみんな異国人には慣れていますから、気にしません」

　なんならアルの家も、数名は異国人を使っておりますもの。むしろ王都でここまで迫はく害がいされているということにびっくりしたくらいだ。

「そうか」

　ひとつ頷いて、ユージィン様はにっこり笑った。

　え、意外と召めし使つかいのことを気にかけるタイプとか？　そういえば、織田信長にも小こ姓しようが大勢いたって話だよね。小姓のお仕事は身の周りの世話をしたり、代筆をしたり、時には夜の……、いやいや、考えるのは止やめておこう！　ヤムル君は良くできた召使、召使です。




「お嬢じよう様さま、お持ちしました」

　赤くなったり青くなったりしている間に、アルとヤムル君が箱を抱かかえて戻もどってきた。

　アルは殊しゆ勝しような顔で箱の中身を引っ張り出して、別の机に広げる。アシュトリアの天使のためなら、という決意がみえますわね、はあ。

「殿でん下か、どうぞ存分にお選びください」

「ああ、ご苦労」

　王子様とアルの間で話が進んでいるけど、それ、全部私が作ったんですからね！

　ユージィン様は和わ柄がら丸出しの小物をひとつひとつ眺めてご満まん悦えつだ。和柄の他に、よく覚えていないキャラクター柄なんかも交じっているけど、ご愛あい敬きようってことで。

「どれもよくできている」

「お褒ほめに与あずかり、光栄です。お好きなものをどうぞ」

「バザーに出すのだろう？　しかるべき代価は払はらう」

　代価をいただくほどのものではないです、と遠えん慮りよしてもこの感じじゃきっと納なつ得とくしないだろうなあ。

　あ、そうだ、いいこと思いついた！

「では、そのお気持ちぶんだけ、教会に寄付をお願い致いたしますわ。あそこの救民院にはいつもお腹なかを空すかせた子どもたちがおりますから」

　そもそも慈じ善ぜんバザーに出すためのもので、儲もうけようと思って作ったものではないし。こう言っておけばもしかしたらユージィン様が気前よく寄付をしてくれるかもしれない。

「……わかった。お前の望む通りにしよう」

「ありがとうございます」

「その代わりと言ってはなんだが、その花もいくらか持って帰りたい」

「え？　これですか？」

　私は作りかけの白い花に視線を落とした。それほど丁てい寧ねいな作りではないのだけど……。

「エヴァが喜びそうだ」

　うん、エヴァンジェリン様の名前を出されると私もアルも弱い。

「では少しお待ちください」

　私は白いレースと布を取り出した。オレンジと白の花をいくつか組み合わせ、根元で縫ぬい合わせる。グルーガンがあると楽なんだけど……、当然そんなものは無いので、布とレースで包んでまたちくちくと縫う。最後にリボンでくるっとまとめて、はい、できあがり！

　うん、即そつ興きようで作ったにしては我ながらよくできている。髪かみに着けても良いし、ブローチにしてもいけるはず。さっそくアルを手招きして、小さな花束を見せた。

「アル、これ、どうかしら？」

「良いと思いますよ、可愛かわいいです」

「あら、手放しで褒めてくれるなんて珍めずらしい」

「心外ですね。褒めるべき時は褒めますよ」

　アルの高評価に顔が緩ゆるむ。褒められて伸のびるタイプなんだから、もっと褒めてくれても良いと思うよ？　そう主張しようとして口を開きかけたとき、あらぬ方向から声がかかった。

「おい」

　はっ、そうだった、王子様がいたんだ！　ずっと大人しかったから忘れていましたわ。

「あら、大変お待たせ致しました。よろしかったらこれもどうぞ」

　ユージィン様はおもむろに腰こしを上げ、私たちのテーブルの前までやってきた。私を見て、アルを見て、手の中の小さな花束を見て、もう一度アルを見る。おかしいな、微び妙みように不ふ機き嫌げんそうに見えるのだけど。

「ところで、これは何者だ？」

「えっ、今いま更さらですか？」

　何者って、従者に決まっているでしょう。ていうか、さっき普ふ通つうに会話してたじゃん。しかし尋たずねられたからには答えなければならない。忘れがちだけど、相手はこの国の王太子殿下だ。

「彼はアルフォンソ・スタンバーグ。領地で一番の農家の息子むすこで、行ぎよう儀ぎ見習いに来ていますの」

「行儀見習い？」

「ええ。私と父の従者が彼のお仕事です」

「行儀見習いにしては、ずいぶんと気安いな？」

「アルの母親は私の乳母うばですから、私たちは乳ち兄妹きようだいということになります。ずっと一緒に育ちましたから、従者というより、幼おさな馴な染じみ？　お友達よね、アル？」

「失礼いたしました、今現在、私は従者に過ぎません。壁かべだとでも思って、お気になさらず」

　アルは既すでにヤムル君の隣となりに避ひ難なんしていた。本当に壁と同化しそうな勢いだ。なに、その無む駄だな逃にげ足の速さ！

「は、壁なら仕方あるまい。多少の無礼は大目にみよう……しかし、農家の息子か」

　最後は小さくつぶやいて、王子様は顎あごを上げた。

「あの、何か失礼がありましたでしょうか？」

　やばい、途と中ちゆう王子様の存在をすっかり忘れてたのがバレちゃった？　だけど、もとはといえば殿下のご要望にお応こたえするために頑がん張ばっていましたのよ、どうぞ大目にみてくださいませ。

「いや、昔のことを思い出していた。使える猿さるのことだ。あれも農家の出身だった」

「サル……？　あ、」

　ああ、そっか、豊とよ臣とみ秀ひで吉よし？　思わず口に出しそうになって、あやうく飲み込む。いかんいかん、固有名詞は危険だ。織田信長の周辺の人間を私が知ってるとバレたら大変。懐ふところでわらじを温めたエピソードは本当か確かめたい気もするけど、ぐっと我が慢まん！

「どうした？」

「いえ、そのう、アルはお猿さんではありませんわよ？」

「は、そいつは壁なのだろう？　……まあいい」

　ユージィン殿下はひょいと花をつまんで、手の中に納めた。

「うむ、やはり器用だな、お前は」

「お褒めに与あずかり、光栄です」

「では、これもエヴァの土産みやげにさせてもらおう」

　どうぞどうぞお持ちください。

　それにしてもけっこう長いこと油を売っていったけど、王子様ってやっぱり暇ひまなの？







「ヤムル、離はなれへ馬車を寄よ越こせ」

　城に戻るとすぐにそう命じた。アリア・リラ・マテラフィの意図は不明だが、寄付の約束をしたからにはくだんの教会に何が必要か、見分する必要があるだろう。

「かしこまりました」

　到とう着ちやくした馬車に乗りこみ、しばし目を閉じる。

　このところ睡すい眠みんが足りていない。何故なぜこんなに忙いそがしくなったのかを分ぶん析せきする。きっかけは市場の出店権利だ。その次は橋の少なさに驚おどろき、道路の舗ほ装そうの不備に腹が立った。今までこのばかばかしい状じよう況きようを見落としていたのが不思議なくらいだ。




「まあ殿下、ようこそお越こしくださいました」

　鷹おう揚ように出で迎むかえたシスターの顔には、見覚えがあった。誰だれだったか、と数秒考える。

「……なんだ、レオノーラ先生か。久しいな」

　そうか、行儀作法の教師をしていたレオノーラだ。顔を合わせるのは七、八年ぶりだが、そう変わっていない。小こ煩うるさいが、はっきりとした性格で嫌きらいではなかったな、と思い出す。

「本当に。殿下におかれましてはご健勝のご様子、喜ばしい限りです」

「こんなところで会うとは思わなかった。あいかわらず厳しく子どもを躾しつけているのか？」

「ほほ、お作法のほうはまだまだのようですね。教師としての力不足を実感致しました」

　ぐうの音も出ない。そういえば沈ちん黙もくは金だと言っていたのはレオノーラだったか。確かに金言だ。

「それで、今日はどういったご用件でしょう」

「先生は、アリアという娘むすめを知っているか？」

「アリア？　ああ、マテラフィ伯はく爵しやく令れい嬢じようなら、もちろん存じております。バザーにたくさんの品を寄付してくださる優やさしいお嬢じようさんですよ」

「そのアリアにひとつ借りがある。礼をしようとしたら、救民院に寄付をと言われてな」

「まあ……、あの方らしいやりかたですね」

「先生はいつからここに？」

「二年ほど前です、殿でん下か。教師は引退いたしましたので、先生はご容よう赦しやください」

「では、シスター・レオノーラ。今、救民院で必要なものはあるか？」

　シスター・レオノーラは穏おだやかな表情のまま、しばしこちらを見み据すえた。

「それは是ぜ非ひ、殿下ご自身で考えていただきたく存じます」




　案内された救民院は、狭せまくて古い、かび臭くさい建物だった。

　年かさの子どもたちは、働きに出ているという。昼間の救民院では、シスターが二人と、瘦やせた子どもが二人で赤ん坊ぼうと幼子の面めん倒どうを見ていた。歩くたびにキシキシと鳴る廊ろう下かは今にも踏ふみ抜ぬきそうで不ふ愉ゆ快かいだ。続いて覗のぞいた寝しん室しつは、二段ベッドが鶏にわとり小屋のように並べられていた。

　布ふ団とんとは呼べない薄うすい布を指先でつまみあげ、思わずシスターを振ふり向く。

「なんだこれは」

「毛布です」

「ボロ布の間ま違ちがいだろう」

「ほほ、ここではそのボロ布にくるまって皆みなで眠ねむるのですよ」

「……、」

「それでも屋根の下で眠れるなら子どもにとっては僥ぎよう倖こうなのです」

「は、このボロ布が僥倖か」

　俺は──いや、前世の俺なら、もっと劣れつ悪あくな環かん境きようをいくらでも知っている。

　けれど今は戦いくさのさなかではない、ここは平和な国の王都だ。その王都で、数十人の子どもたちがぎゅうぎゅうに詰つめられて生活していることは信じがたい。

「レオノーラ、……アリア・リラ・マテラフィも、ここを見たのか？」

　あの風変わりな伯爵令嬢がここの子どもたちを見たというのなら、何を感じただろうか。そう思いついたときにはそれを問いかけていた。レオノーラはわずかに顎を引いて、少し考えている。

「あの方はいつも、バザーの前に寄き贈ぞう品を持ってきてくださるのです。もちろん、この建物も見学されました」

　そこでレオノーラは何かを思い出したらしく、くつりと笑った。

「ほほ、廊下がギシギシ鳴るのを面おも白しろがっていましたよ。それから、ここは子どもたちには狭いし古いし危険だ、と憤ふん慨がいしておられましたね」

「は、憤慨か？」

「ええ、それはもうぷんぷんと」

　一気に気が抜けた。ああ、確かにアリアが怒おこる様が目に浮うかぶようだ。前世の影えい響きようなのか、もともとの性格か、それとも両方か。あれの感じ方は俺とはまた違ちがうらしい。




　若いシスターがレオノーラに声をかけてきたのをしおに、俺とヤムルは外へ出た。

　救民院の裏手には小さな畑と井い戸どがある。井戸の傍そばでは幼い女の子がなにかを洗っていた。

「なにをしている？」

「……っ！」

　声をかけると、あきらかに怯おびえた顔でこちらを見上げる。怯えた、というか顔面蒼そう白はくだ。そこまで恐おそろしい顔だろうかと自分でも心配になる。どうしたものかと迷っている間に、今まで黙だまって控ひかえていたヤムルがしゃがみ、ゆっくりと女の子に話しかけた。

　ヤムルが積極的に動くのは珍めずらしい、少し様子をみようと口を閉じる。

「突とつ然ぜんごめんなさい。ぼくたち、シスター・レオノーラに頼たのんで救民院を見学に来たんです」

　女の子が瞬まばたきをする。手に持ったニンジンはどう見てもクズ野菜だ。もしかしてあれを食うのか？

「ぼくはヤムル。こちらはぼくの主人です。驚かせたならごめんなさい」

「よかった、レオノーラ先生のお客様なのね？　あ、あたしはセイラよ」

「セイラ、ぼくたちはここにいる子どもたちがどんなふうに暮らしているかを知りたくて来ました」

「あら、どうして？」

「なにか困っていることはないかな、と思って」

　セイラは不思議そうな顔をして、ヤムルと俺を交こう互ごに見た。

「あなたは、異国の人ね？　可か哀わい想そうに、いじめられるでしょう？」

「そうですね、昔は。でも、今は大だい丈じよう夫ぶです」

「あら、なら、そっちのお兄さんは人買いじゃないの？」

「人買い？」

　聞き捨てならない言葉に思わず声をあげると、セイラはまたびくりと肩かたを竦すくめる。

　ヤムルがちらりと俺を見て、それからことさら優しい声をだした。

「ぼくの主あるじは人買いではありません。でも、ここに人買いが来るのですか？」

「い、今は来ないわ。シスター・レオノーラが追い払はらってくれたの」

「以前は人買いが来ていたのか？」

　我が慢まんできずにさらに問うと、セイラは目を見開いたまま小さく頷うなずいた。

「そうよ。大好きだったミディアお姉ちゃんも仲良しだったジョディも連れて行かれちゃった」

　ほんの少し寂さびしそうに、けれど当たり前のことのようにあっさりと。

「でもね、シスター・レオノーラが来てからはあたしたち、〝幸せな子ども〟になったの」

「幸せな子ども？」

「殴なぐられないし、ご飯もあるし、夜はベッドでゆっくり眠れるの。病気のときはお薬だってもらえるのよ」

　そう言って、得意げに笑う。しかしセイラの腕うではやせ細っていたし、小さな手はあかぎれだらけだ。言葉を失った俺のかわりに、ヤムルがセイラに笑いかけた。

「そうですか、安心しました」

「ええ。あなたも良いご主人様ができて、幸せな子どもになったのね？」

「ぼくはそれほど子どもではありませんけど、今は幸せですよ」

「ね、もしもつらいことがあったらここに来て。またお話ししましょう」

「ありがとうございます。では、ぼくと話をしてくれたお礼に手伝います」

「ほんと？　お水、冷たいよ？」

　しなびた野菜は山ほどもある。ようやく我に返って、俺はヤムルの横に座った。

「俺も手伝おう」

「でっ、でん……、じゃなくて、ユージィン様、いけません」

「かまわん」

　腹が立つ。城に戻もどったら関連部署の責任者を集めて、王都にある救民院の実情と数の把は握あくからはじめるか。この救民院は俺の寄付で当面改善するとしても、王都にいる全すべての子どもを救うにはとても足りない。だが、人買いの飯の種にするなど国の恥はじだ。

　水みず桶おけに手を入れると、刺さすように冷えていた。

「お兄さん、冷たいでしょ？」

　ああ、やるべきことは山ほどある。これまで何も見ようとせず、何もしなかった自分を責めても遅おそい。こんな小さな子どもに心配される資格は俺には無いのだ、今はヤムルを見習おう。

「無む駄だ話の礼だ。気にするな」

　意識的に柔やわらかく笑ってみせると、セイラはぽかんと口を開いてから顔を赤らめて黙った。

　期待していた効果は無かったが、怯えた様子はなくなったので良しとしよう。







「なかなか斬ざん新しんなドレスだね」

「斬新……ですか？　どこかおかしいでしょうか、お父様？」

「いや、よく似合うよ。アリアは自分の見せ方を良く知っている」

　ともあれ、いよいよ舞ぶ踏とう会ですわ！

　予定通り、シャーベットオレンジのドレスだ。ウエストにアクセントのやや大ぶりな花、そこから零こぼれるように裾すそにかけて白とオレンジの小さな花を散らしてある。アシンメトリーな装そう飾しよくは珍しいけれど、目立たない色を使ってるから平気、というのは希望的観測？

「いいかい、よく知らない人間と二人にはならないように。とくに、男は駄だ目めだ」

「肝きもに銘めいじておきます」

「そうだね。何かあったら迷わず大声で助けを呼びなさい」

　心配性しようなお父様が可笑おかしくて、外を見るふりで笑いを堪こらえた。

　会場まではお父様がエスコートしてくれるけど、問題はその後だよね。お父様にはお父様のお付き合いがあるから、べったりというわけにはいかない。できるだけ早くお友達を発見しなくては。

　ああ、モニカがすぐにみつかるといいのだけれど……。




「あら、アリアではなくて？」

　しかし広間に入るやいなや嬉うれしくない相手に見つかってしまった。学校で同級だったソフィア・ローザ・クレメンティだ。隣となりの男性は恋こい人びとか？　触ふれるべきか？　どうしよう。ソフィア様は侯こう爵しやく家のご令れい嬢じようで相当甘やかされて育ったらしく、格上には媚こびを売り、格下には威い張ばり散らすという面倒な方だ。派手で主張の強いショッキングピンクのドレスは彼女の性質にこそよく似合っている。

「ごきげんよう、ソフィア様。お会いできて嬉しいです」

「本当にご無ぶ沙さ汰たね。こうして舞踏会でお会いするのは初めてではなくて？」

「学校を出てからは領地で暮らしていましたから」

「まあ、どうりで田舎いなかのにおいがすると思いましたわ」

　ソフィア様は扇おうぎで口元を隠かくして、コロコロと笑った。しかしいつもの嫌いやみなので、耐たい性せいはできている。

「ソフィア、彼女は？」

　と、そこで隣の男性が口をひらいた。

「あら、ごめんなさいお兄様。私の学友でしたのよ。マテラフィ伯はく爵しやく家のアリアですわ。アリア、兄のブルーノです。クレメンティ家の次期当主よ」

　それは敬えということですね？　私はかなりのエネルギーを消費して愛あい想そ笑わらいを浮かべ、礼をとった。

「はじめまして、ブルーノ様。お会いできて光栄です」

「よろしく。しかし、ソフィアと同い年か。ずいぶんと幼く見えるな」

「あら、私より若いということは、子どものように見えるということではなくて？」

「いや、ソフィアと比べた私が悪い。君の純じゆん朴ぼくさは悪くないよ、アリア」

「あ、ありがとうございます」

　は？　純朴って褒ほめ言葉か？　何故なぜか上から下までまじまじと眺ながめられて、鳥とり肌はだが立ってきた。ああ、できるなら一刻もはやくこの場を立ち去りたい。

　そう思ったとき、背後から救いの声が私を呼んだ。

「アリア！」

　モニカだ！　よくもこの状じよう況きようを見て声をかけてくださいましたわ。あなたこそ生しよう涯がいのお友達よ！

「あらぁ、モニカ様もいらしていたのね」

　近づいて来たモニカに、ソフィアは少し不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

　しかしこのくらいでひるむモニカではない。彼女も対ソフィア耐性は充じゆう分ぶんなのだ。

「ソフィア様、ごきげんよう。そろそろ国王陛下がお越こしになるそうですわ。侯爵家の皆みな様さまは、あちらに集まっておいででしたけど」

「まあ大変、お兄様！」

「ああ、急がなくては」

　いそいそと似たもの兄妹きようだいが去って行くのを見送って、私たちは素す早ばやく人ごみに紛まぎれた。

「助かったわ、モニカ！」

「あなたもよくよく面めん倒どうなのにひっかかるわね」

「ええ、会場に入った瞬しゆん間かん目があって、びっくり」

　こういう日はロクなめにあわないから、早めに退散したほうが良いなと考えていると、階段のあたりが急に騒さわがしくなった。遠目に真っ赤なドレスが見える。

「赤薔ば薇らの君のお出ましよ」

　モニカが抑おさえた声で囁ささやく。

『赤薔薇の君』ことジュリエッタ様をエスコートしてきたのは、ファビオ・ベアルツォート侯爵。ジュリエッタ様の父親であり、我が国の宰さい相しようでもある権力者だ。

　ジュリエッタ様は、私やモニカよりひとつ年上のお姉さまである。学生時代から赤系のドレスを好んで着ていたので、後こう輩はいの間では憧どう憬けいを込めて『赤薔薇の君』と呼ばれていた。漫まん画がみたいな話だけど、本当にそう呼ばれるにふさわしい方なのだ。

　下馬評では王太子妃ひ候補の本命なのだけど、今のところ本人にその気は無いらしい。

「やっぱ素す敵てきねえ」

　モニカすら乙おと女めモードにしてしまう美び貌ぼうと魅み力りよく。もちろん私もただのファンである。授業でダンスをご一いつ緒しよして、褒めていただいたことは絶対一生忘れませんわ。




　ジュリエッタ様が見えなくなると、私たちは壁かべ際ぎわに落ち着いて舞踏会のはじまりを待つことにした。

「そういえば、ソフィアのお兄様……名前はなんとおっしゃったかしら」

「え、まさか、モニカああいうのが好み？」

「バカ言わないで。そうじゃなくて、そのお兄様ね、ジュリエッタ様に求きゆう婚こんしたらしいわよ」

「ええっ」

「ほら、ジュリエッタ様が王子のお茶会を断ったという噂うわさがあったでしょう？　そこでチャンスだと考えた方々が他ほかにもいたみたい。ジュリエッタ様と結けつ婚こんすれば、将来は安あん泰たいですものね」

　まあね……だけどジュリエッタ様なら、もっと素敵なお相手がいると思うの。

　とりあえずソフィアのお兄様だけはお薦すすめできませんわ！

「ソフィアのお兄様も良い年ねん齢れいだから、そろそろ身を固めろってかなりせっつかれているみたい」

「侯爵家の嫡ちやく男なんなら、選び放題じゃないの？」

「普ふ通つうはね。だけどクレメンティ侯爵の跡あと取とり息子むすこといえば、女おんな癖ぐせの悪さで有名なのよ。この場でそれを知らないのは辺境から出てきた純真なご令嬢だけだから」

「へえ……」

「へえ、じゃなくて、あなたのことよ！　重々気を付けなさい。火遊びに付き合って身を持ち崩くずした娘こも、一人や二人じゃないって噂だから」

　うわあ、社交界って本当に怖こわい！

　噂話をしているうちに、音楽隊の演奏がはじまった。

　オープニングのダンスは、王太子のユージィン様と、妹君のエヴァンジェリン姫ひめだ。

「こうしてみると、ちゃんと王子様よねえ」

　見み目め麗うるわしいご兄妹のダンスを眺めながら、モニカが小声で呟つぶやいた。その通り、身長差を感じさせない優ゆう雅がなダンスに集まった貴族たちもうっとりと見とれている。

　やがて曲が終わり、王子と王女がお互たがいに礼をとると、会場に拍はく手しゆが沸わき起こった。拍手が消えかける絶ぜつ妙みようのタイミングで新しい曲がはじまり、ペアになった男女から次々とホールへ進み出る。ほぼ同時に、私とモニカのところへも二人連れの青年がやってきた。

「踊おどっていただけますか？」

「ええ、喜んで」

　金きん髪ぱつの青年がモニカに申し込み、黒くろ髪かみの青年が私の前でお辞じ儀ぎをした。

「一曲お付き合いいただけませんか？」

「ありがとうございます。私でよろしければ」

　うん、とりあえず初っ端ぱなから壁かべの花は免まぬがれた。手をとられ、一礼してからするりとダンスに入る。

「ジョバンニと申します。お名前を伺うかがっても？」

「アリアですわ、ジョバンニ様」

「アリア……可愛かわいい名だ」

　う、ううううう、うはー？

　元日本人、しかも庶しよ民みんの、それも学生時代の記き憶おくしかない私としては、こういうやり取りは苦手なのです。私の動どう揺ようを見て取ったのか、ジョバンニ様は可笑おかしそうに口元を緩ゆるめた。

「舞踏会でお見かけするのは、はじめてかな」

「さあ、どうでしょうか」

「貴女のような可か憐れんな方、一度見たら忘れませんよ」

　おうふ、わかった！　わかったから。

　しかし恐おそろしいことにこのくらいは序の口なのだ。公平に見て、ジョバンニ様は実直な印象だもの。魅み惑わくの低音ボイスで社交辞令を囁いているだけ、いたって普通に女性を褒めているだけだ。舞ぶ踏とう会ではこのくらい、当然の試練なのです。

　これをあと何人続けることになるのかな、と考えながら、私は軽かろやかにくるりと回った。




　ああ、久々に踊った。

　無む駄だに甘い言葉の数々を受け流すため、色々な方と無心で踊りましたわ。スローな曲になったのをしおに抜ぬけてきたけれど、既すでにモニカがどこにいるかわからない。

　とりあえず咽喉のどを潤うるおそうと飲み物をとりに休きゆう憩けいエリアへ向かう途と中ちゆうで、会いたくない顔を見つけてしまった。

「おやアリア。また会ったね。踊らないのかい？」

　うう、よりにもよってソフィア兄！

　踊りを申し込まれたら面倒だ、ここは先手を打っておこう。

「ええ、少し疲つかれてしまいましたの」

　そう、私は疲れている。そして咽喉が渇かわいているんだ。

　ではごきげんよう、と言いかけた私にソフィア兄はするするっと近づいた。

「ならば庭に出てはどうかな。今日はライトアップされていてなかなか見ものだよ」

「まあ、綺き麗れいでしょうね」

「では、行こうか」

　えっ、行くってどこに？　まさか庭に一緒に行こうってことでしょうか、勘かん弁べんしてください。

「あの、今は咽喉が渇いていますので……お庭は後で拝見いたしますわ」

「飲み物なら庭にもある。さあ」

　うわ、しまった、手を差し伸のべられた。これはガチでエスコートの体勢だ。相手は侯こう爵しやく家の嫡男、しかも面倒な学友の兄。ここで断るのは相当な勇気が必要となる。仕方ない……、どこかで撒まくしかないかな。庭に出たら、花を見るフリをして積極的にはぐれよう。

「あら、ブルーノ様、ごきげんよう」

　その時、進行方向に麗うるわしい深しん紅くの薔薇が現れた。ソフィア兄の顔がこわばり、あきらかにひるんでいるのが伝わってくる。しかし数秒で防衛方針を決めたらしく、しぶとく立ち直った。

「ああ、ジュリエッタ、今日も咲さき誇ほこる薔薇のように美しい。君のご機き嫌げんが麗しいなら何よりだ」

　そうそう、ブルーノだ、ブルーノ様。

　ようやく名前が思い出せたというのに手をひっこめられましたけど、丁度良かったですわ。ジュリエッタ様に感謝を込めて礼をとると、赤薔薇の君は私に視線を寄よ越こした。

「まあ、アリアね。お会いするのは卒業以来かしら」

「はい、ジュリエッタ様。覚えていていただいて、とても嬉うれしく思います」

「もちろん覚えているわ。貴女あなたのダンスはとても魅力的でしたもの」

「ありがとうございます」

「先ほど、大広間でお友達を見かけたわ。誰だれかを探しているようでしたけど、貴女ではないかしら？」

　あっ、モニカかも。ていうか、これは逃にげ出す絶好のチャンス！

「きっとモニカですわ。私も彼女を探しておりましたの」

「では、よかったら一緒に参りましょう。私も広間へ戻もどるところでしたのよ？」

　有う無むを言わせぬ笑え顔がおで、ジュリエッタ様はブルーノ様に引導を渡わたした。

「ではブルーノ様、失礼致いたしますわ」

　それきりブルーノ様には一いち瞥べつもくれず、ジュリエッタ様が歩きだす。一応誘さそってくださったのはブルーノ様が先なので、軽く会え釈しやくをしてからジュリエッタ様の後を追った。

　広間に進んでから立ち止まると、ジュリエッタ様は悪戯いたずらっぽく私の顔を見る。

「余計なお世話だったかしら」

「いえ！　本当に助かりました。ありがとうございます」

「今夜は一人なの？」

「いいえ、父と一緒に参りました」

「お父様では護衛にはならないわね。よかったら、私の騎き士しを一人お貸ししますけれど……」

　と、ちらりと視線を送った先には背の高い騎士が少なくとも二人、ジュリエッタ様の周囲を油断なく監かん視ししている。ひええ、さすが宰さい相しようのご令れい嬢じようともなると、お城の舞踏会にも騎士様が護衛についてくるんだ……、お父様、アルで良いから私にもお願い致します。

「……その必要もないようね。貴女をお探しの方がいらしたみたい」

「え？」

「では私はこれで。是ぜ非ひまたお会いしたいわ、アリア」

　ああ、離はなれていく所作も美しい……思わず見み惚とれていると、後方から聞き慣れた声が飛んできた。

「アリア！」

「ひっ」

　声の主はモニカにあらず。なるほど、ジュリエッタ様が離れていっちゃったのはこれが原因か。お見合いを避さけ続けている手前、あまり顔を合わせたくないんだろうなー、気持ちはわかる。

　覚かく悟ごを決めてギギッと振ふり返ると、案の定王太子殿でん下かが、ずかずかとこちらへ歩いて来た。

　ただでさえ目立つんだから、もっと大人しく移動できないものだろうか。周囲の注目を感じて、できるならば消えてしまいたくなる。

「今、『ひっ』とか聞こえたが」

「まあ、気のせいですわ。ユージィン殿下、お招きに与あずかり参上致しました」

「む、よく来たな、ゆるりと楽しめ……と言いたいところだが」

　王子が一歩近寄る。私が半歩逃げる。後ろには食事や飲み物のテーブルが並んでいるので、これ以上は離れられない。結果半歩ぶん近づいて、王子は少しだけ声を潜ひそめた。

「エヴァがお前と話をしたいと言っている」

「王女様が？」

「とはいえ、今はあれも忙いそがしい。俺以上に人を集める妹だからな」

　そうだよね。今夜は舞踏会だもの、王座の周囲で話なんかしたら絶対悪目立ちしてしまう。

「……よろしければ、お話は後日伺いますわ。今日は舞踏会ですもの」

「では、そのように言っておこう。忘れるなよ」

　王子様は生き真ま面じ目めに頷うなずいた。妹君のことは本当に可愛いんだね。

「何を笑っている？」

「いえ……、殿下自らエヴァンジェリン姫ひめのお使いなんて、お優やさしいなと思って」

「それもある。だが、俺もお前を探していたぞ。ダンスを申し込もうと思ってな」

　王子様はそう言って、いたずらっぽく笑った。

　ちょい待ち、笑いごとではない。私よりももっと先に誘うべきご令嬢がいくらでもいるでしょう？

「ええと、今、少し疲れていて……」

「ダンスに自信がないというなら、ちゃんとリードしてやるぞ」

「あの、そういうことではなく」

「では、どういうことだ？　俺の申し込みは受けられないとでも？」

　う、痛いところを。格上の殿との方がた、ましてや王子からの申し込みを断るのは至難の業わざだ。周りで談だん笑しようしている方々がそれとなくこちらを窺うかがっているのをひしひしと感じる。

「まさか、そんなことは」

「では良いだろう。俺だってもう一曲くらい楽しく踊おどりたいからな」

　楽しく、かあ。そうですわね、ブルーノのおかげか今日の王子様はだいぶマシに見えますわ。

「わかりました。でも、少しだけお待ちになって。私、咽喉がカラカラなんです」

「あ、おい」

　私は手近の給きゆう仕じが配っていた細長いシャンパングラスをひとつ受け取って、一気に飲み干した。冷たくてほんのり甘く、咽喉を潤す。よーし、ベストコンディションだ！

「……大だい丈じよう夫ぶか？」

「ええ、もちろんですわ」

　私は差し出された王子の手に自分の掌てのひらを重ね、大広間へと歩き出した。




「気分は？」

「だいじょうぶ、です」

　そんなこんなで、結局中庭である。

　生け垣がきに囲まれたベンチで、畏おそれ多くも王太子殿下が運んでくれたお水をひとくち飲む。

「踊る前に酒なんか飲むからだ」

「お酒だなんて思わなかったんです……」

　アシュトリアでは飲酒に年齢の規制がないので、舞ぶ踏とう会ともなれば普ふ通つうにお酒がふるまわれている。知らずに飲んでくるりくるりと回転したのがよくなかった。うう、気持ち悪い。やっぱりお酒は二十歳はたちになってから……、ああ、舞踏会って本当に罠わなの多いイベントですわ！

「少しはましになったか？」

　隣となりに腰こし掛かけながら、ユージィン様が私を覗のぞき込んできた。心配してるというよりは、絶対面おも白しろがっている顔だ。しっかりアリア！　しゃんとしなくては。

「ええ、もう大丈夫れす」

「れす？」

　全然しゃんとできないですね……。私はもうひとくち水を飲んで、意識的に背筋を伸ばした。

「あの、私はここで少し休んでいますので、ユージィン様はどうぞお戻りください」

「阿あ呆ほうだな、お前は」

　何が可笑おかしかったのか、ユージィン様はわざとらしく口を斜ななめにする。

「阿呆だが、踊りは素す晴ばらしかった。そのドレスもよく似合っている」

「ありがとうございます。お世辞でも嬉しいです」

　そう答えると、王子様は子どもっぽく口をへの字にした。ムッとしたのが手に取るようにわかって、ちょっと可愛かわいい。あら、なんだか気分も少し持ち直したみたいですわ。

「俺は世辞など言わん。褒ほめるのを忘れていただけだ」

　ぶっきらぼうな台詞せりふで、ふとモニカと王子様のお茶会の話を思い出した。

「何が可笑しい？」

「いえ、友達の話を思い出して……」

「友達？」

「女性が可愛く着き飾かざっているのを見たら、少しくらい褒めてもバチはあたりませんよね」

「だから、今褒めただろう」

「私だけではなく、一いつ般ぱん論です。みんなけっこう努力しているんですよ？」

「もっと他ほかに努力すべきことがあるだろう」

「でも、女性の幸せはたいてい結けつ婚こんで決まりますから」

　少なくとも、この世界ではそれが普通だ。ユージィン様はわずかに目を瞠みはって、私を見み詰つめた。

「女の幸せは結婚できまる、か。以前、妹にも言われたことがある」

「まあ、エヴァンジェリン様に？」

「そうじゃない。前世の話だ」

　てことは、信長公の妹？　ええと、誰だれだっけ？

「アリア、前世の俺は家臣の裏切りで死んだ。覚えているか？」

「ええ、お茶会のとき伺うかがいました」

「正直に言えば、何故なぜあの男に裏切られたのか未いまだにわからん。心当たりが全くないわけではないが……、少なくとも俺にとってあれは良い家臣だった」

　明智光秀ですね、敵は本能寺ですね、わかります。

　謀む反ほんの原因は、のちの時代でもはっきりとしていない。結局当事者しか知りえないことだ。

「しかし、討うたれた事実は事実、それまでの人生だったということだろう」

「もう少しで国を統一できたと、お聞きしましたわ」

「ああ、どう思う？」

「私だったら……、悔くやしいと思います」

「そうだな。あの国の未来をこの手で造りたかったと、考えることはある」

　あの国の未来を、私の時代に繋つながる日本を？　あれ、おかしいな、なんかぐっときてる？

　前世の私は教科書の中でしか信長を知らなかった。だけど今、目の前に信長の記き憶おくを持った人間がいる。怒おこったり笑ったり、時々は少ししょげたりする、生身の元信長公がいるのだ。

「ユージィン様、」

　心が揺ゆらいだ。いっそ、打ち明ける？　本能寺の変の後、戦国の世に何が起こったのか。

　信長公の作った道は、紆う余よ曲きよく折せつを経て徳とく川がわ幕ばく府ふの太平の世に繋がったんだよって。それからもっと後、ずっと先には私の生きていた時代があったんだって、言いたくて仕方ない。

「昔から、血腥ちなまぐさい記憶ばかり夢に見るが……、最近、毎日のように見る夢がある」

　話しているのはユージィン様なのか、それとも彼の中にある信長公の残像なのか、私にはわからない。だけどその顔に、酷こく薄はくそうな笑えみが浮うかんだ。

「お前も言っただろう。『女の幸せは結婚で決まってしまう』。そう言っていた聡そう明めいな妹の夢だ。俺にはエヴァがいるから、余計に思い出すのかもしれん」

　聡明で愛いとしい妹。そう、この世界で起きる出来事は、前の世界の記憶を気まぐれに呼び起こす。

「妹は良りよう縁えんに恵めぐまれ、三人の娘むすめもあった。夫を愛し、愛されていた」

　とくん、と心臓が波打った。愛なんて言葉は不ふ穏おんだ。戦乱のなか、天下統一に誰だれよりも早く近づいた偉い人じん。だけどその道のりが、血ち塗ぬられていたという知識が私にはある。

「妹の夫は、俺が殺した」

　思わずユージィン様を見上げた。王子様は見たことのない昏くらい目をしていた。

「あれは恨うらみ言など言わなかった。だから俺も慰なぐさめはしなかった。ただ、妹とその娘たちに、もう何も強しいる気にはならなかった」

　知っている。戦国時代一の美女と名高い、お市いちの方かた。

「だが、俺は死んだ」

　王子の声は、妙みように乾かわいている。私はその姿に、一いつ瞬しゆん戦国時代の英えい雄ゆうを重ね、慌あわてて打ち消した。

「俺が死んだあと、あれが平へい穏おんに暮らせたのか……今はそれが心残りだ」

「……戦乱の世だったのでしょう？」

「しかし、妹を不幸にしたのは、俺だ」

「ユージィン様！」

　思わず遮さえぎった。駄だ目めだよ、この人の記憶は強すぎる、織田信長は強きよう烈れつ過ぎる。繋ぎ止めたくて、私は王子様の目をまっすぐ見上げた。

　あなたは、あなたが誰なのか、ちゃんとわかっていますか？

「それは前世のお話です。ユージィン様は、ユージィン様。アシュトリアの王子ですわ」

　見つめ合ったのは、ほんの数秒だ。彼はやがてひとつ瞬まばたきをして、息を吐はいた。ゆっくりと戻もどってくる気配にほっとして、じんわりと嬉うれしくなる。

「……アリア」

「ユージィン様は、妹君をとても大切にされています」

「そう、……そうだな」

　小さく頷うなずく。そうそう、その調子だ。あっち側に引っ張られるのはよろしくない。大陸の統一とか目指されたら大変なことになっちゃう。私は王子を王子たらしめる要素を、思いつくままに口にした。

「ユージィン様は王子様としてはちょっと変わっていますし、自分の話ばっかりするし、女性の褒め方も知らないし、時間は守らないし、いつも唐とう突とつに家にあがりこんできますけど……」

「おい、ひとつも褒めてないぞ」

「え？　えーと……さっきのダンスはとても楽しかったです！」

　言ってしまってから、もっと何かあるだろうと後こう悔かいした。ほら、今、ちょっと酔よっぱらっているので直前の記憶が優先的に出たんです。もう少々お待ちください。今褒めます、もっと褒めますから！

　だけどなにも浮かばないうちにユージィン様はすっと立ち上がった。

「は、そうか」

　呆あきれた声だ。うわあ、怒られる？　それともさすがに広間へ帰っちゃうかな？　硬こう直ちよくしていると、王子様はくるりと私の方を向いた。真正面から見詰められる。黙だまっていれば本当に、正統派の王子様。
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「では、もう一曲お相手願おう」

「え？」

「楽しかったのだろう？」

　ふっと微笑ほほえんだユージィン様は、怖こわいくらい正統派のままだ。

　お城の広間から、遠くスローな曲が聞こえてくる。そろそろ舞踏会の終わりも近い。差し出された手をとって立ち上がると、私は礼に則のつとってお辞じ儀ぎをした。

「光栄ですわ、ユージィン殿でん下か」

　きっとまだアルコールが残っているのだ。妙にふわふわする。

　満足げな王子様が頷いたのを合図に、私たちはゆっくりとステップを踏ふみ始めた。
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『戦国時代で一番の美女といえば』

　今日も秋山先生の授業は脱だつ線せんしている。

『細ほそ川かわガラシャとか、濃のう姫ひめとか、少しマイナーなとこでは京きよう極ごく竜たつ子ことか、色々な名前があがるけど一番と言われれば織田信長の妹、お市の方が推おされることが多い』

　戦国時代を彩いろどる美女たちの名前があがったことで、ざわついていた教室が静かになる。

『彼女の場合、波は乱らん万ばん丈じような人生がことさらに人々の心を掴つかんだのかな。さて、彼女の最初の夫は？』

『浅あさ井い長なが政まさだろ』

　最前列の男子が、先生の問いに答えた。

『その通り。だけど、当時としては市は極きよく端たんに晩ばん婚こんだった。これは彼女の聡明さと美しさを愛した兄信長を納なつ得とくさせるような男が、なかなか現れなかったからだとも言われている』

『え、シスコンじゃん？』

『そうかもね。結局、信長と長政は対立して浅井家は責め滅ほろぼされ、お市の方は三人の娘を連れて再び信長のもとへと戻った。その後信長は命を落とすまで、妹と姪めいたちを庇ひ護ごし続けたんだ』

『あれ、柴しば田た勝かつ家いえは？』

『勝家が市を娶めとったのは、信長の死後だよ。だけど市が勝家に嫁とついだあと、柴田は豊臣秀吉に攻せめ滅ぼされてしまった。市は娘三人を逃のがし、自身は柴田勝家と共に自害を選んだと言われている』

　嫁いだ先の家が二度も攻め滅ぼされたって、壮そう絶ぜつにもほどがある。市は、最さい期ごに何を思っただろう。

『さて、悲劇の原因はなんだと思う？』

　先生の質問に、教室のあちこちから声があがる。

『やっぱ美び貌ぼう？』

『そもそも政略結けつ婚こんってのがアレだよな』

『けど、柴田勝家のときだって、逃にげようと思えば逃げられたんだろ』

『戦いくさばっかとか、生きるのも嫌いやになるって』

　正しい答えのない質問だ。想像するのは自由。問いかけてくる先生こそ、どう思ってるの？　ふいと頭に浮うかんだ疑問をそのまま問いかけてみる。

『秋山先生』

『ん？』

『先生は、何が原因だと思いますか？』

『そうだね』

　先生は眼鏡の位置を直しながら、わずかに顎あごをひいた。

『お市の方の悲劇の元げん凶きようは、兄だ。全部織田信長のせいだと思うよ』
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「異議あり！」

「……おはようございます、お嬢じよう様さま」

　あら、ここはどこ？

　確か秋山先生の授業を受けていて、何かを質問して、納得いかなくて、あれ？

「……アル？」

「ええ、アルフォンソです、お嬢様」

　アルはポーカーフェイスでちらりと私を見て、そっとため息をついた。

「いい加減その寝ね言ごと癖ぐせ、直さないとまずくないですか？」

「え、何か言ってた？」

「叫さけびながら覚かく醒せいする人間はお嬢様しか知りません。ふつう寝言ってむにゃむにゃ言うものでしょう。お嬢様はペラペラ喋しやべりますからね」

「仕方ないじゃない、自分じゃ制せい御ぎよできないんだもの。どうやったら直るのよ」

「さあ？」

　アルはにっこり笑って、あっさりと話題のスイッチを切り替かえた。

「それより、舞ぶ踏とう会のダンスのお相手からご挨あい拶さつの花が届いていますよ」

「ああ、へえ」

「反応うっす！　未来の夫候補です、真ま面じ目めに確かく認にんしてください」

「一回や二回踊おどっただけじゃ、どんな人かわからないし」

「クラウス様だって、舞踏会でロザンナ様に一ひと目め惚ぼれして、押して押して押しまくってのご結婚でしたけど、今は胸やけがするくらいに仲がよろしいでしょう。大だい丈じよう夫ぶです」

　そうそう、二年前堅かた物ぶつの兄が舞踏会で一目惚れをしたと聞いた時はアルと大笑いしたものだ。しかしその兄は見事ロザンナお義姉ねえ様の心を射止め、現在暑苦しいくらいの新しん婚こんさん、よって私はすっかり邪じや魔ま者ものである。やってられなーい！

「クラウス兄様と私は違ちがうでしょ。特に誰だれにも一目惚れしてないし」

「はいはい、いいからさっさと着き替がえる。食事の間に手紙と花を運んでおきますからね」

　うーん、アルってお母さんみたいだよね。もしもお嫁よめにいったら、私、一人でやっていけるかしら。

「ねえアル、私が結婚したら、アルもついてきてくれる？」

「は？」

　アルは一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくして、それからゆっくりとかぶりを振ふった。あきれ果てたという表情だ。

「意味がわかりません」

　あ、やっぱり？　侍じ女じよならともかく、さすがにアルと一いつ緒しよに嫁入りは無理かあ。

　受け入れてくれる心の広い旦だん那な様が、どこかにいると良いんだけれど。

　朝食のあと部屋に戻もどると、さっそくお花が運ばれていた。

「一応、嫡ちやく男なんとその他ほかでトマスさんに仕分けしてもらいました」

「仕事はやっ！　そして世せ知ち辛がらいわ！」

　とりあえず、お気き遣づかいはありがたく受けとって、ご嫡男の花束のカードから確認はしますけど。

「可か憐れんなアリア嬢じようへ、親愛を込めて……えっと、ジョバンニ・アロー様、最初に踊った方だわ」

「アロー家は侯こう爵しやく家ですよ、やりましたね！」

　そうなの？　まあ、ジョバンニ様は実直そうな方で好印象でしたけど。

「良いじゃないですか、これは脈ありですよ。お嬢様が返事を書いて、その手紙の返事でデートにでも誘さそっていただければ交際成立です」

「え、そういうもの？」

「そういうものです。これは保留、と」

「えー……えっと、じゃあ次ね……げっ」

「今、ご令れい嬢じようらしからぬ声が聞こえましたけど」

「ブルーノ・クレメンティからだわ」

　ソフィアの兄にしてクレメンティ家のご嫡男。あまり思い出したくはない。

「クレメンティ……」

　アルは無表情でひとつ頷うなずくと、無言のまま花束を不合格のテーブルに投げた。

　薄うすい笑え顔がおなのがかえって恐おそろしい。

「お嬢様、舞踏会は無礼講とはいえ、少しは相手を選んでください」

「あら、ブルーノ様とは踊ってないわ。ご挨拶しただけよ」

　反論する私の手から、アルがカードを攫さらって行く。

「『私の妖よう精せい、アリア・リラ・マテラフィ嬢へ』と、書いてありますけど？」

「誰の妖精？　ていうか妖精？」

　カードに目を落としていたアルが、三秒ほどでくしゃっと握にぎりつぶした。

「なによ、何が書いてあるの？」

「読まないほうが良いです。もう少し大人になってからご覧ください」

　大人になってからっていつ？　ていうかそれ、速そつ攻こうで捨てるつもりよね？　ツッコミどころは山ほどあるけれど、正直ブルーノの手紙には微み塵じんも興味が湧わかないので、永遠に黙もく殺さつしておこう。




「ものすごく意外ですが、お嬢様、なかなかモテますね」

「えっそうかしら」

「いやー、ダンスはお嬢様の得意分野ですからね。よほど印象に残ったんですよ、よかったよかった」

「褒ほめたいの？　けなしたいの？　どっちよ」

「もちろん最初から最後まで褒めてます」

　わざとらしく胸に手を当てるけど、顔がにやけていますわよ？

　しかし私の不満顔などどこ吹ふく風で、アルは花に添そえられていたカードを手て際ぎわよくまとめた。

「カードは伯はく爵しやくにお見せするので預かります。お嬢様の縁えん談だんに関かかわる話ですからね」

　うっ、別に今回の舞踏会で決めちゃわなくても良くないかな……。

「伯爵に報告するべきことは、他にありませんか？」

「他にって？」

「お嬢様は気に入ったけどカードが来ていないとか、逆にものすごく気に入られて口説かれたとか」

　踊ったけどカードが来ていない、といえば王子様かな。あれはノーカンだと思うけど。

「ユージィン様とは踊ったわ」

「殿でん下かと？」

「正式に申し込まれたんだもの、断れないでしょ」

　もしかして直前に間ま違ちがってお酒を飲んで、ダンスの後に気分が悪くなったことも報告すべき？　それから庭に出て話をして、もう一度二人で踊ったんだけど……それも？

　いや、無理無理、あれは内ない緒しよだ！

　あれはアレだ、ほんのちょっぴりアルコールが入っていたし、お市の方の話でかなりセンチメンタルになっていたのだ。あのタイミングでダンスを申し込まれて、断ったりしたら鬼おにじゃない？

　うわああ、思い出すといたたまれない！

「アリア様、百面相で忙いそがしいところ恐きよう縮しゆくですが」

「な、なによ」

「本当のところ、お嬢様はユージィン殿下のことを、どう思っておられますか？」

「どうって、我が国の王太子よ？　それから、今のところ唯ゆい一いつの前世仲間」

「他には？」

「他にはって……何が言いたいの？」

　アルは私から視線を外すと、わざとらしく長いため息をついた。

「客観的に見て、アリア様は殿下に気に入られています」

「うーん、気に入られているっていうのとはちょっと違うけど……」

「気に入らない相手にダンスを申し込むような王子じゃないでしょう」

　そう言われると、言い返すのは難しい。難しいけど……だけど違うの、アルフォンソ。

　私にも王子様にも、違う世界に生きた記き憶おくがある。この違い和わ感かんはきっと当事者でないとわからない。やっと見つけた同志だもの、気に入るとか気に入らないとか関係無く特別なのは仕方ないのだ。

「アリア様、相手は王太子です。次期国王ですよ？　お嬢じよう様さまに王おう妃ひになる覚かく悟ごがあるならこのまま成り行きに任せるも良し、全力で応おう援えんもしますが」

「要いらないわ。王太子妃ひとか無理だから。ちゃんとユージィン様にも釘くぎを刺さしました」

「万が一王子から正式に結けつ婚こんを申し込まれたら、どうします？」

　ユージィン様から？　それも無い。無いはず。

　だって私、『王太子妃なんて無理』って言っちゃったし、王子様は大笑いしてたもの。

「申し込まれないし、その気もありません」

「……では、これ以上は深入りしないでください。伯爵家ごと権力争いに巻き込まれかねませんよ」

　また大おお袈げ裟さな。そう笑おうとして、口を噤つぐんだ。アルの声が、らしくもなく硬かたかったからだ。

「平和な国でも、権力争いは存在します。ユージィン様は、そのど真ん中にいることをお忘れなく」

　えー、話が大きすぎない？

　だけどアルが本気で心配しているのはよくわかった。家を巻き込むのは駄だ目めだ、絶対ダメ。お父様に王都の貴族と渡わたり合う腹芸ができるとは思えない。

「もし逃にげ切るつもりなら、お嬢様が取るべき道はふたつ」

　アルはブイサインを作って、ずいっと差し出した。これは二択たくということかしら？

「他の男性と婚こん約やくなり結婚なりしてしまうか、これ以上関わらないよう領地へ戻るか、どちらかです」

　そう問われれば、答えは決まっている。私は三秒ほどで決断し、頷いた。

「わかった、帰る」

「えっ？」

「『えっ』て何よ。アルの言う通りにするわ。領地へ帰ります」

「……、それで良いんですか？」

「お父様やお兄様に迷めい惑わくがかかるのは絶対嫌いや。そのうち帰るのだから、今帰るのも一緒よ」

「そんなことを言ってると嫁いき遅おくれますよ」

「あなたね、そんなに私をお嫁に出したいの？」

「心配しているんです、これでも」

　アルは困った顔をしている。素す直なおに帰ることにしたのに、何がそんなに心配なのかわからない。

「お嬢様は、ぼんやりしていて嘘うそは下手だし、行き当たりばったりでお人よしだし」

「ねえ、ひとつも褒められてないのだけど」

「いつか逃げ道がなくなって、袋ふくろ小路こうじに追い詰つめられたらどうするんですか？」

「袋小路って、例えば？」

　今度こそ口をへの字にして、アルはちらりと『不合格』の花が置かれたテーブルを見た。

「例えば、クレメンティ侯こう爵しやく家に嫁とつぐことになる、とか」

　えっ、いやっ！

　そんな恐ろしいことを真顔で言うな！　ちょっと待って、ブルーノのカードに何が書いてあったの？

「絶対嫌！　大急ぎで領地へ戻もどって、あとのことはゆっくり考えるわ」

「……」

　またため息をつかれた！

「わかりました。では、伯爵にはお嬢様からお伝えください」

「ええっ」

　しかしアルはあっさり切り替かえて、手の中のカードをひらひら振ふってみせる。

「帰るとしても、カードの返事は書きましょう。あ、特にジョバンニ・アロー様はできるだけ気をもたせてキープしたほうが良いと思います」

　アルってば、どれだけジョバンニ様推おし？　ええ、もちろん手紙は誠心誠意書きますわ。マテラフィ伯はく爵しやく令れい嬢じようの名に懸かけて、心を打つような名文を書いてやろうじゃないの。







　幸か不幸か、こんな日に限ってお父様が夕食前にお戻りですわ！

　私たちより少し遅れて食堂に入ってきたお父様は、「ただいま、アリア」と笑ってくれた。

「おかえりなさいませ。今日はずいぶんと早いお帰りで、嬉うれしいです」

「ああ、舞ぶ踏とう会も終わったし、今日くらいは早く上がろうという話になってね」

　このところ忙ぼう殺さつされているお父様だもの、はやいご帰宅は素直に嬉しい。嬉しいんだけど、ね。

「舞踏会は楽しかったかい？」

「えっ、ええ、もちろんです」

「送ったきりでかまってやれなくて悪かったね。だが、アリアが踊おどっている姿は見かけたよ」

　いきなり舞踏会の話題か……領地に帰りたいってこと、どう切り出そう。

『舞踏会はとても楽しかったです。でも少し静かな領地が懐なつかしくなってしまいましたわ』

　うん、いい感じじゃない？

　タイミングをはかるため、私はスープを一口飲んだ。あら、海老えびのスープだ、すごく美味おいしい。

「あれからお前宛あてに、幾いくつも花が届いたそうじゃないか」

　しまった、スープに気を取られている間にまたお父様に先手を取られた。

「えっ、ええ。楽しくて、つい誘さそわれるままに踊ってしまいましたから」

「誘われるだけの魅み力りよくがあるということだよ。もっと自信を持ちなさい」

　お父様は上じよう機き嫌げんだ。うう、言い出しにくい！　アルから切り出してもらえないかなと様子を窺うかがうと、彼はちょっと肩かたを竦すくめただけで視線を外した。あてにならなーい！

「実はね、アリア。私も君へのカードを、一通預かってきている……、トマス、これを」

　お父様がポケットから取り出したカードを、トマスが恭うやうやしく受け取り、私のところへ運んできてくれた。署名に目を落として、思わず呼吸を止める。

「エヴァンジェリン様……？」

「そう、メッセンジャーは殿下だった。はは、さすがに驚おどろいたよ」

　笑っている場合ではありませんわお父様！

　ユージィン様が直接お父様に渡したのなら、さぞかし目立ったに違ちがいない。マテラフィ伯はく爵しやく家が悪目立ちするような真似まねはホントやめてください、王子様！

「あの、失礼しても？」

「ああ、読みたまえ」

　カードの文字は、やや丸っこく、几き帳ちよう面めんに並んでいる。

『親愛なるアリア・リラ・マテラフィさま。先日は素す敵てきなお花をありがとうございました。つきましてはお礼と、お願いがございます。ぜひ私の王宮までいらしてください。お返事をお待ちしております。あなたの友、エヴァンジェリンより』

　お礼と、お願い？　お願いって何だろう。

「実は殿でん下かに急せかされて、もう返事をしてしまった」

「ええっ？」

「明日の昼食を一いつ緒しよに、というお話だ。都合はどうかな。殿下が言うには、舞踏会のときに約束してあると言っていたよ」

　約束？

　あ、あああ、思い出した！　舞踏会だ。王子様からダンスに誘われる前、エヴァンジェリン王女から話があるからって、そう伝言されていたのだっけ。すっかり忘れてた！

「ええ、そうでした。具体的なお話ではありませんでしたけど……、確かに」

「いつの間に王女と仲良くなったんだい？」

　ドキッ。今それをお訊ききになりますか、お父様。

「王子とのお茶会の折に、色々ありまして……王女様は私の刺し繍しゆうがお気に召めしたようなのです」

　説明が難しいので端は折しよっておこう。王子とのお茶会がすべてのはじまりなのは間ま違ちがいないし、私と王女様の接点なんてそこにしかありえない。

「おや、贈おくり物でもしたのかな？」

「いえ、どちらかといえば忘れ物というか」

「なるほど？」

　お父様は機嫌よく頷うなずいた。突つっ込んで訊かれないのは助かる。たとえ訊かれたとしても、私と王子の妙みような縁えんは『前世』あっての話で、それを抜ぬきできちんと説明することは、とても難しい。

　だって、あのユージィン様が私に興味を持った理由がどこにも見つからないじゃない！

「明日は王宮から迎むかえが来ることになっている。失礼の無いようにね」

「あの、お父様。私はエヴァンジェリン様とお会いしても良いのでしょうか？」

「どういう意味かな」

「お父様のご迷惑になりません？」

　お父様はちょっと目を見開いてから、悪戯いたずらっぽく笑った。

「心配しすぎだ、アリア」

「でも……」

「貴族にも色々な人間がいるのは、間違いないけれどね。なに、万一火の粉が振りかかっても、自分で振り払はらえる。アリア、誰だれと会うのも、親しくするのも、君の自由だよ。私は娘むすめを信じている」

　ああ、お父様……その大らかさと優やさしさ、さすが大好きなお父様ですわ。

「ただ、ひとつだけ約束して欲しい。出かける時は必ず行先を伝えていくこと。家のものに心配をかけてはいけないよ。良いかい？」

「はい、お父様。約束致いたします」

「いい返事だ。アリアは私の自じ慢まんの娘だよ」

　褒ほめられてニコニコしていると、視界の隅すみでアルがやれやれというように肩を竦めた。

　あ、しまった。領地に帰りたいとお願いするつもりだったっけ……。いえ、もちろん忘れたわけではありませんわ。でも、明日エヴァンジェリン様のお話を聞いてからのほうが良いわよね。

　アルの視線がなんだか生なま温ぬるいけど、気付かないフリでやり過ごそう。




　そんなわけで、王宮である。

　ついこの間来たばかりなので、少しは慣れました。もちろんアルフォンソは既すでに従者の控ひかえ室しつだ。たぶんビアンカちゃんと楽しくお話でもしていることだろう。私は、といえば無口な侍じ女じよの先導で廊ろう下かを歩いていた。この前の客間を通り過ぎ、一度階段を上がって、すぐに下がって、突き当たりを左に曲がってさらにまっすぐ。なにこれ、迷めい宮きゆう？　たどり着いた先のドアを案内役の侍女がコンコンとノックする。

「アリア様がお越こしです」

　返事は待たなかった。そのまま、ゆっくりとドアを開く。

　中へ進んでびっくり、ガラス張りのテラスだった。あまりこの国では見ない造りだ。呆ほうけていると、天使なエヴァンジェリン様がニコニコしながら近づいて来た。私は慌あわてて礼をとる。

「アリア様！　わざわざお越しいただき、ありがとうございます」

「こんにちは、エヴァンジェリン様。こちらこそお招きいただいて光栄ですわ」

「本当に嬉しいわ。今日はここでお昼をご一緒しようと思っていますの」

「素敵なテラスですね」

　くるりと見回す。広くはないけれど、ガラス張りなので窮きゆう屈くつさは感じない。外は小さな箱庭だ。テラスの中に並べてある鉢はち植うえも箱庭と調和して、まるでひと続きの世界のようにみせている。

「まるで外にいるみたいでしょう？　ここは、お兄様が造らせましたの」

「ユージィン様が？」

「ええ。お昼をご一緒できればよかったのですけど、最近はお兄様、真ま面じ目めにお仕事をしているみたい。離はなれで寝ね泊とまりして、あまり戻もどって来ないんです」

「離れですか？」

「ええ、箱庭の向こうにありますの。古いワイン倉庫を改造した、お兄様の別べつ荘そうです」

　そう言って、王女様は箱庭を少し寂さびし気に眺ながめる。そっか、王子様は不在なんだ。安心したような、物足りないような……いえ、別に会いたいわけではありませんから！

「でも、兄は良い方向に変わりました。先日の舞踏会も、遅ち刻こくせず、最後まで広間にいてくれて……こんなこと、覚えている限りでは初めてです」

　えっとそれは褒めるべきでしょうか。最低ラインの働きじゃない？

「きっと、アリア様がいたからですわ」

「えっ」

「私とお兄様が踊ったあと、アリア様もどなたかと一緒にフロアに出てきたでしょう？　お兄様ったら、ずっとアリア様のダンスを見ていましたのよ？」

　王子が私を見ていたとしたら、理由はひとつしかない。話をする機会を狙ねらっていたのだ。お市の方の夢を頻ひん繁ぱんに見ると言っていたから、よほどその話をしたかったんだね。私だって前世の夢を見た後は、無む性しように誰かに話したくなるから、わかる、わかるよ？　ええ、痛いほどわかりますけれど。

　ユージィン様、無む駄だに王女様の誤解を生むような行動は慎つつしんでくださいませ！

　デザートと紅茶が運ばれてきてランチも終わり、テラスには私と姫ひめ君ぎみの二人だけが残された。

「アリア様」

　香かおりの良いお茶に口をつけてから、エヴァンジェリン様が落ち着き払って私の名を呼んだ。

「じつは、今日お呼びしたのは、アリア様にお願いしたいことがあったからなのです」

「はい……私にできることなら喜んで」

　できることなら、ですわよ？　なんでしょう、ドキドキする。

　エヴァンジェリン様は紅茶のカップを眺めてしばらく逡しゆん巡じゆんしたあと、意を決したように顔を上げた。

「アリア様……どうか、私にお裁さい縫ほうを教えていただけませんか？」

「……おさいほう？」

「実は私、不器用なのです」

　オウム返しの私の声に、エヴァンジェリン様は恥はずかしそうに目を伏ふせる。

　そういえばユージィン様がそんなことを言っていたような、言っていなかったような。

「不器用なうえに飽あきっぽくて、ちっとも上達しないのです。来年からは学校へ通うのに、どうしようかと途と方ほうに暮れていました」

「お裁縫なら、きちんとした先生もいらっしゃるでしょう？」

　王女様なら、どんな家庭教師も選び放題じゃないの？　そう目顔で問いかけると、エヴァンジェリン王女は澄すんだ瞳ひとみに、わずかに憂うれいの色を浮うかべた。

「普ふ通つうのご家庭では、娘は母親から刺し繍しゆうを習うものだと聞いています」

「ええ、そうですわね」

「ご存じかと思いますが、お母様はあまり具合がよくありませんの。私と過ごす時間も少なくて、とても気に病やんでおられます。ですから私、お母様には内ない緒しよで上手になって喜ばせて差し上げたくて」

　うっ、こういう話に弱いんだよな、日本人。『ごめんなさい。私、そろそろ田舎いなかに帰るつもりですから』なんて、この状じよう況きようで断ったら鬼おにでしょ。ああ、呆あきれるアルの顔が鮮せん明めいに目に浮かぶ。だけどこれ、実質選せん択たく肢しがひとつのやつじゃない？

「申し訳ございません、私は先生にはなれませんわ」

「そう……そう、ですわね」

　ああ～、しょんぼりしないで、お姫ひめ様。私は大おお慌あわてで話を続ける。

「ですが、刺繍を一いつ緒しよに楽しむことはできます。エヴァンジェリン様さえよろしければ、ですけど……」

　瞬しゆん間かん、エヴァンジェリン様の表情がぱあっと明るくなって、キラキラと天使が舞まい降りた。

　後光がさしているような気がするのは目の錯さつ覚かくでしょうか。

「まあ……では、教えてくださいますの？」

「アドバイスくらいしかできませんけど」

「ああ、ありがとう、アリア様！　本当に嬉うれしいわ」

　おお、にっこにこな王女様の愛らしさ……。なんだろうこの謎なぞの多幸感。アシュトリアの天使の名は伊達だてじゃない。こんなの逆らえるわけないよ、兄妹きようだい揃そろって押しが強すぎると思うの。







　帰りも王宮の馬車なので、気は抜けない。

「エヴァンジェリン様のご用は何だったんです？」

「しばらく領地へは帰れそうにない」

　乗っているのはもちろんアルと私だけだ。だけどお互たがい前を向いたまま、会話の声は最小限。聞こえないとは思うけど、どうしても御ぎよ者しやの存在が気になってしまう。

「しばらく王宮に通うことになるかも」

「は？」

「声が大きいわ、アル」

　もうじきお城の門をくぐるという所で、向こうからも馬車がやってくるのが見えた。こちらの馬車よりも一回り大きい。誰だれか偉えらい人が乗ってるな、と考えていると、こちらの馬車が速度を緩ゆるめて道を譲ゆずった。門をくぐり、向こうの馬車もスピードを落として通り過ぎていく。

　なんの気なしに見ていたら、通り過ぎる馬車の中に見慣れた姿。

「ユージィンさま？」

　呟つぶやいた瞬間、まるで声が届いたみたいに王子様がこちらを見て、目が合った……、ような気がした。

「文字通り、すれ違ちがいですね。王子の隣となりにいたのは宰さい相しように見えましたけど」

「ええ、たぶん」

「戻ってもらいましょうか？　殿でん下か、もの欲しそうにお嬢じよう様さまを見ていましたよ？」

「そういう冗じよう談だんやめて」

「失礼いたしました」

　睨にらみつけると、アルは唇くちびるを斜ななめにして笑えみを堪こらえている顔。やがて馬車がゆっくりと走り出す。

「……なんだか、どっと疲つかれたわ」

「帰ったらすぐ風呂ふろの準備をさせますから。もう少し頑がん張ばってください」

「了りよう解かい」

　背筋を伸のばして、貴族のご令れい嬢じようらしく。

　そんなふうに見せるのも慣れたはずなのに、無性にどこかに帰りたくなった。







　刺繍のレッスンは順調だ。

　先週基き礎そのステッチは練習したので、今はチーフに小さな花を刺さしている。

「どうかしら」

　王女が顔を上げたので手元を覗のぞき込むと、白い布に水色の小さな花が咲さいていた。

「綺き麗れいにできていますわ、エヴァンジェリン様。今日はこのくらいにしましょうか」

「そうね、少し疲れました。すぐお茶の準備をさせます」

　エヴァンジェリン様は嬉しそうだ。できあがったチーフの刺繍を何度も眺めている。

「刺繍って、根気が必要なのですね」

　お茶の準備が整い召めし使つかいたちが退出していくと、王女様は感かん慨がい深そうに呟いた。王宮謹きん製せい焼きたてスコーンをつまみながら、頬ほおが緩みそうになる。

「今まではとにかく早く完成させたくて、急ぎ過ぎていたみたい」

　うん、みかけによらずせっかちなんだね。王女様はとても頭の回転が良い。なんでも手て際ぎわよくできてしまうから、こつこつ進める作業には慣れていないのだろう。

「この調子なら、すぐに上達します。チーフのお花も、綺麗に仕上がっていますもの」

「練習したら、いつかアリア様のようにできるようになる？」

「私なんてすぐ追い越こされます」

　あ、胡桃くるみのスコーンも美味おいしい。ここに来るたび美味しいお茶とお菓か子しをごちそうになるので、なんだか最近ウエストがきつくなってきたような気がしますわ。うう、やばい。だけど美味しいよう……。

「アリア様のお母様も刺繍がお上手なの？」

「母は小さいころ亡なくなりました。刺繍は乳母うばと、教育係に叩たたき込まれましたけど」

　アリア様の目に、痛まし気な色が浮かんだので、私は慌あわてて話を続けた。

「私にも兄がいますのよ。昨年結けつ婚こんしたので義姉あねもできました。とても優やさしい人です」

「あら、お兄様がいらっしゃいますのね。一度お会いしてみたいわ。もちろん、お義姉様にも」

「残念ながら、二人は領地を治めております」

　王都でお父様の仕事が増え続ければ、クラウス兄様が領地を継つぐことになるだろう。

「アリア様の育った土地には、ぶどう畑がたくさんあるとお兄様から聞きました」

「ええ、そんな話をしました。ユージィン様、覚えていらしたのね」

「お兄様はアリア様のことなら、なんでもよく覚えているんです」

　小さな王女様がクスクス笑う。ええ、どういう意味だろう。あまり深く考えたくはない。

「屋や敷しきの裏に森があって、よく遊びましたわ。木登りとか、かくれんぼとか」

「かくれんぼ？」

「そう。いつも泥どろだらけになって、家のものを心配させていたんですよ」

　エヴァンジェリン様が目を丸くする。

「根元に大きな洞うろのできた木があって、私たちはその洞を『秘密の部屋』って呼んでいました。雨宿りをしたり、集まってお茶会をしたり。私は菓子を持ちだす係で、見つかると叱しかられました。でも、友達の期待も背し負よっているから、諦あきらめるわけにはいかなくて」

「まあ、私も森のお茶会に行ってみたいわ」

「ええ、いつかご案内できたら素す敵てきですね……懐なつかしい、大好きな場所です」

　もちろん王都の暮らしも楽しいけど、やっぱり私にとって領地のあの風景は特別だ。

「アリア様は、いつか領地に帰るおつもりなの？」

「それは、お父様のお仕事次し第だいです。もうしばらくは滞たい在ざいするつもりでいますけれど」

「そうですか……できるだけ長くここに来てくださいね」

　素す直なおにそう請こわれては、頷うなずくしかない。

　王女様は安心したらしく、花のような笑みを零こぼした。







「アリア、あなた王子と結婚する気？」

　トマスに案内されて入ってきた友人が、挨あい拶さつもなしに突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出しましたわ。

「何言ってるの、モニカ」

　不本意ながら聞き慣れたフレーズだ。前にも否定したような気がするんだけど、またそれ？

「噂うわさになっているみたいよ。最近アリアが王宮へ通ってるって」

「噂？　どこでそんな話を……」

「昨日帽ぼう子し屋で、ソフィア・ローザ・クレメンティに会って」

　出たな陰いん険けん妹。ソフィアは昔から噂話が大好きだったものね。

「根も葉もない噂よ。彼女の噂好き、モニカだって知ってるでしょ？」

「でも、神しん妙みような顔で訊きかれたのよ。『アリアが王太子様と結婚するという噂は本当なの？』って。あれは本気だったわ」

　待て待て、落ち着いてよ、モニカ。

「誤解だから。私が通っているのは、エヴァンジェリン様のところ」

「え、エヴァンジェリン王女？」

「そう。色々あって、一緒に刺し繍しゆうをしてるの」

　ご令嬢が集まって刺繍をするのは、ごく普ふ通つうのことだ。

「どこかで私の刺繍をご覧になって、お気に召したみたい。それで、少し大きな作品を一緒に作りましょうって話になっただけ」

「ああ、そぉう。アリアの刺繍は綺麗だものね。図案は、少し、いえ、かなり変わってるけど」

「それ、褒ほめてる？」

「もちろんよ。凄すごいじゃない、光栄なことよ、アリア」

　手放しで褒められると照れますわ。絵え柄がらは前世のモチーフだから独特なのは私の手て柄がらではないし、刺繍の腕うではアルのお母様とか教育係が厳しく叩き込んでくれたおかげだ。

「じゃあ、王太子がアリアのお父様に直接ご挨拶に行ったって話は？」

「はあ？」

　そんなことまで噂になってるの？　いやっ、貴族社会マジ怖こわい。

「それは仕事のついでに、エヴァンジェリン様の言こと伝づてを持ってきてくれた時だと思う。ユージィン様ってエヴァンジェリン様には甘いし、フットワークは軽いから」

「ああ……周囲の目とか気にしないタイプですものね」

「そうそう」

「じゃああれは？　舞ぶ踏とう会で踊おどったあと、王子がアリアを庭に連れ出して消えたとかいう……」

　それもか！　壁かべに耳あり障子に目あり。ていうかみんな暇ひまなの？　ねえ？

「あれは、ダンスで回りすぎて気分が悪くなって、外に連れて行ってもらったの！」

　介かい護ごだよ、介護。

　でも、ちょっぴりアルコールが入っていたことは内ない緒しよにしておこう。

「ホントに気持ち悪くて危なかったわ」

「ふふ、色気が無いにもほどがあるわね」

「ご期待に添えず申し訳ありません」

　とりすまして謝ってみせると、モニカは可笑おかしそうにコロコロと笑った。




「……という話なんだけど、アルは何か聞いていない？」

　お父様の御お供ともで出ていたアルが戻もどって来たので、私は早さつ速そくモニカからの情報をぶちまけた。

「少しくらいは仕方ありませんよ。殿でん下かは目立つし、アリア様が王宮に通っているのは事実だし」

　てことは、やっぱり噂にはなってるんだ。うわー、へこむ。

「お父様は何か仰おつしやっている？」

「話が出るたびに否定しています。それしかないでしょう」

　アルはカップにお茶を注ぎながら、吞のん気きに話の舵かじを切った。

「それよりアリア様、エヴァンジェリン様の刺繍の腕はどうですか？」

　主人の噂話よりエヴァンジェリン姫ひめの刺繍の心配か？　でもまあ、王女様の話なら許しましょう。

「ずいぶん上達されたわ。小さな作品でしたら、綺麗に仕上げられるようにはなりました」

「へえ、不器用ってわけではないんですね」

「器用不器用というより、大らかな性格が仇あだになってるだけよ」

　縫ぬい目が揃そろわなかったのは急ぎ過ぎるからで、決して不器用というわけではないのだ。今はクロスのふちに細かい刺繍をしていて、あれが仕上がれば、私が教えることは何もなくなる。

「今刺繍しているクロスが出来上がったら、今度こそ領地へ帰るつもり」

「伯はく爵しやくが寂さびしがりますよ」

「お父様には私からお願いします。それでいいでしょ？」

「俺が決めることじゃありませんからね」

　突つき放すようなことを言うくせに、声は優しい。だからついつい甘えたくなる。

「ね、たまには一いつ緒しよにお茶を飲みましょう？」

「遠えん慮りよ致いたします。トマスさんに見つかったら、大目玉です」

「え、ダメ？」

「そのかわり、領地に戻ったらお茶でもピクニックでも遠乗りでも付き合いますよ」

「ホント？　約束よ？」

　ちょっと笑ってアルが頷いたとき、控ひかえめなノックの音がした。

「失礼いたします、お嬢じよう様さま」

　入ってきたのは、トマスだ。

「トマス。どうしたの？」

「お客様がお見えです、至急玄げん関かんまでお越しください」

「お客様？」

「はい。すぐに帰ると言って聞きませんので、お嬢様に止めていただきたく」

　珍めずらしく要領を得ない。そしてとても珍しいことに、私を急せかしている。何かあったのは間ま違ちがいない。




　急いで階下へ行くと、玄関で待っていたのは大きな花束を抱かかえたヤムル君だった。

　ここまでは想定の範はん囲い、きっとユージィン様のお使いだろう。だけど彼がこちらを見上げた瞬しゆん間かん、トマスが慌あわてていた意味を悟さとった。

「どうしたの、その怪我けが！」

「見苦しい姿で申し訳ございません、アリアさま」

　ヤムル君の額には、固まりかけた血がこびりついている。白いシャツの襟えり元もとは赤い血でまだらに染まっていた。深窓のご令れい嬢じようなら気絶しそうだ。深窓ではなくてもやっぱり心臓に悪い。

　だけどヤムル君は表情を変えず私を見上げていた。

「ユージィン様から、贈おくり物です」

「え、ええ、ありがとう。アル、部屋に運んでおいてくれる？」

「了りよう解かいです。……、預かりますね」

　アルが慎しん重ちように花束を受け取ると、ようやくヤムル君はほっとしたようにひとつ息をつく。

「では、これで失礼いたします」

「なにを言ってるの。トマス、すぐにヤムル君を客間へ通して。それから傷の手当てを」

「かしこまりました」

「いえアリアさま、ぼくは……」

　なるほど、怪我を押して帰りたがるヤムル君を、トマスが花束を受け取らず引き留めていたのね。さすが、我が家の執しつ事じは優ゆう秀しゆうだ。

「ダメよ、怪我の手当てもせず我がマテラフィ家から出すわけにはいきません」

　ヤムル君は戸と惑まどうように視線を泳がせて、また一歩後ろに下がる。もう、遠えん慮りよしている場合？

　私は素す早ばやくヤムル君に近づいて、彼の手を握にぎった。

「ア、アリアさま」

「はやく消毒をしなきゃ、化か膿のうしたらどうするの」

　有う無むを言わさずぐいと引っ張ると、やっと観念したのかヤムル君もとぼとぼと歩き出す。

　だけど、どうしてこんな怪我を？　だって、抱えていた花束は、綺き麗れいなままだった。

　なんともいえず嫌いやな想像が浮うかんで、私はぎゅっとヤムル君の手を握った。




　トマスとアルが二人がかりで診みたところ、骨にまでは異常はないらしい。お医者様を呼ぶ相談をしていたら、ヤムル君にやめて欲しいと懇こん願がんされたので、とりあえずアルが応急処置をした。彼の家はだだっ広い農場を経営しているので、ちょっとした怪我の処置は慣れたものだ。

「じゃあ、お城からあの花束を持って歩いて来たんですか？」

「はい。花が散らないようにくれぐれも気を付けろと言われました」

「見事な花束だから、わかるけれど」

　さりげなく事情を聞きだすのは彼の得とく意い技わざなので、私は黙だまって見守っていた。

「では、この怪我はここに来るまでの道で？」

「はい。ぼくの不注意です」

「石でも飛んでこなきゃ、こんな傷はできないと思うよ」

　うん、私もそう思う。ヤムル君は表情をかえず、あっさりと頷うなずいた。

「仕方ないです、ぼくは異国人ですから。花束が無事でほんとうによかったです」

「良いわけないでしょ！」

「……っ、」

「お嬢様」

　しまった、驚おどろいたのでつい喋しやべってしまいましたわ。アルは苦い顔をして私を睨にらみ、ヤムル君は驚いた顔で固まっている。だけど、ちょっとこれは看過できない。

「花束を抱えて抵てい抗こうできないヤムル君に、誰だれかが石を投げたってことよね？」

「お嬢様、抑おさえてください」

「これが抑えられる？　ほんとにどうかしてるわ」

「異国人が立派な花束を持って歩いていたら、面おも白しろくない人がいるのは当たりまえです」

「投げるほうも投げるほうだけど、ヤムル君も受け入れるのはダメでしょ！」

「お嬢様、お嬢様」

「あなたは何も悪くない。異国人だって同じ人間よ。差別されることはまあ仕方ないとして、おかしいのは向こうのほうだから、当たり前に受け入れなくていいの」

　しかし、いまいち響ひびいてないらしくぽかんとしているヤムル君に、ぐいと顔を近づける。

「返事は？」

「あ、の、アリアさま……、」

「はいはい、どうどう」

　と、後ろから両りよう肩かたを掴つかまれて引き戻され、私は我に返った。

「落ち着いてください、お嬢様。ヤムルが怯おびえています」

「あら」

　うわあ、しまったあ！

　ついつい頭に血が上ってしまった。ヤムル君もどん引きだ、妙みような顔してるもん。私はひとつ咳せき払ばらいをして背筋を伸のばした。

「ごめんなさい、少し取り乱してしまいましたわ」

「すみません、お嬢様は血を見ると興奮するんです」

　どんなフォローよ、ますます変人だと思われちゃうじゃない！

「違ちがうの、私はね、人類は皆みな兄弟、異国の人とかいう区別に意味はないということが言いたいのであって、血を見ると興奮とか、違うからね？」

　慌てて取り繕つくろうと、ヤムル君はぱちぱち瞬まばたきをしてから、微かすかに笑えみを浮かべた。

　えっ、笑顔ははじめて見たかも。ていうか、よかった、ちゃんと笑えるんだあ、頭を撫なでてあげたくなる可愛かわいさだ。

「承知しております」

「あ、うん、そう？」

　よかった、変人判定は免まぬがれたとほっとしたのは一いつ瞬しゆん。

「アリアさまは、少し殿でん下かに似ておられますね」

「えっ」

「召めし使つかいが異国人だと揶や揄ゆされるたび、殿下は言います。『くだらん括くくりだ』って」

「……」

　そのフレーズは、いつか聞いたことがある。悔くやしいけど、王子様に完全同意だ。

　ふと横を見るとアルがにやにやしていたので、私は思いきり彼の足を踏ふんづけてやった。







「殿下、ただいま戻もどりました」

　執しつ務む室に報告にいくと、殿下の机には書類が山ほど積まれていた。

「遅おそい」

「申し訳ありません」

「すぐにこの書類を写せ。二十部ずつだ」

「はい」

　集中しているのか、視線もあげない。アリアさまの反応を聞かれるかと思ったけれど、それもない。書類を取って自分の席に座ると、ぼくは文章を写し始める。最近はずいぶん慣れて、難しい綴つづりも少し覚えた。馬たちの世話も庭の仕事も楽しいけれど、こういう仕事も面白いと思いはじめている。

「その頭はどうした？」

　しばらく経たってから唐とう突とつにきかれて、ぼくはびっくりして顔をあげた。

「石が飛んできましたので」

「ふん。大事ないのか？」

「はい。マテラフィ伯はく爵しやく家で手当てをしていただきました」

　それからまた、少しの間沈ちん黙もく。作業に集中する。

「アリアは、何か言っていたか？」

「ええ、花束のお礼を」

「違う、お前のことだ」

　もういちど殿下を見ると、頬ほお杖づえをついてこちらを見ていた。どうやらひと区切りついたらしい。

「……怒おこられました」

「怒られた？」

「はい。もっと怒れって、怒られました」

「は、どんなふうに？」

「それはもう、ぷんぷん怒っておられましたよ」

　シスター・レオノーラの言葉を思い出して引用すると、殿下は片目を細めてから、くつくつと笑った。

「それは、俺も見たかったな」







『日曜の朝、迎むかえに行く』

　たった一行書かれたカードを見おろして、思わずため息。殿下からいただいたお花を活いけようとして、アルが見つけたメッセージである。

「普ふ通つうカードはすぐわかるところにつけるものじゃない？　どうして奥から出てくるの？」

「俺には想像もつきませんね」

　淡あわいオレンジ色のチューリップを切りそろえながら、アルは生返事をした。花か瓶びんに大ぶりのチューリップ、それから白いスイトピーとフリージア。ひとつの花瓶には収まらない量なので、アルが手て際ぎわよくバランスよく花を活けていく。

「この花束、お嬢じよう様さまが舞ぶ踏とう会に着ていったドレスの色ですね。気が利きいてる」

「そこまで考えてないと思う」

　けど、言われてみればイメージ的には近いかも。少しでも王子の印象に残っていたのなら光栄というか、なんというか、まあ嬉うれしいといっても差し支つかえないかもしれない。ヤムル君の怪我けがに気をとられてお礼が疎おろそかになっちゃったし、日曜日にお会いできたらきちんと感謝を伝えなくちゃ。

「で、どうされます？」

「断れると思う？」

「思いません。いっそ仮け病びようでも使いますか？」

「駄だ目めよ、バレたら怒られるじゃない」

「絶対見み舞まいと称しようして乗り込んで来ますね」

　うう、部屋に乗りこんでくる王子が目に浮うかぶようだ。

「諦あきらめて出かけたほうが無難だと思いますよ」

「そうね……、もしかしたらまた市場かも。なるべく目立たない服の用意をお願い」

「畏かしこまりました」

「何笑ってるの？」

「笑っていませんよ」

　嘘うそばっかり、アルのポーカーフェイスはたいてい『ポーカーフェイスのフリ』ですもの。

　だけどそれ以上なにも言わず、アルはそそくさと花を飾かざりはじめた。
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『苛か烈れつな性格がクローズアップされる信長だけど』

　秋山先生の信長語りは、そろそろ誰だれかに怒られたほうが良いかもしれないレベルだと思う。

『身内や女性に優やさしかったという逸いつ話わも多く残されている』

　え、お市の方の不幸は信長のせいだと断じておきながら、上げて下げるのか、下げて上げるのかはっきりしてほしい。

『女性への配はい慮りよで有名なのは、秀吉の正室、ねねへの励はげましの手紙かな。市のことも、浅井を滅ほろぼしてからは庇ひ護ご下に置いて大切にしているね』

『それ、罪つみ滅ほろぼしのつもりじゃねーの？』

『うん、それもあるかもしれない。だけど、信長が家族を大事にしている話は他ほかにもあるんだ』

『へえ、例えば？』

　生徒が歴史に興味を持つことが嬉しいのか、秋山先生はニコニコして頷うなずいた。

『信長には十人以上の妻がいて、娘むすめだけでも十二人ほどいたらしい。その娘たちの婿むこは、信長が人ひと柄がらなどを吟ぎん味みしている節がある。政略結けつ婚こんが多い戦国時代では、けっこう珍めずらしい話だ』

　待って、妻が十人って。家族を大事にとか以前に、その時点でなんかアウトじゃない？　まあ、時代が時代だから仕方ないかもしれないけど、現代だったら修しゆ羅ら場ばどころの騒さわぎじゃない。

『冷れい酷こく非情かと思えば、人情家の顔をみせる。司令官としては極きわめて優ゆう秀しゆう、しかし部下の進言にはほとんど耳を貸さない。心のままにふるまうかと思えば、庶しよ民みんとも親しく交わり、気さくな面もあったという。彼はあの時代にもっとも必要とされ、順応した天才だったんだろう。多くのものが彼に憧あこがれ、従い、抗あらがった。だけど信長自身はどうだろう』

　信長公のまわりには、家族も家臣も大勢いた。第六天魔王と恐おそれられる反面、慕したってくれる領民も大勢いただろう。

『信長は、他人に何かを任せることを良しとしなかった。彼が信じていたのは、自分自身だけだったのかもしれない』

　そういう人でなければ、戦国時代を終わりへ導くことなんてきっとできなかった？　そういう人だったから、本能寺で命を落とした？

　だけどそれは全すべて後の世に伝えられた伝承から、私たちが作り出した『織田信長』のイメージだ。

　本当の彼を知る人は、ここにはいない。

『信長は、周囲の人間が自分を見てどう感じるかを、考えることがあったのかな』

　秋山先生の声が教室に響ひびく。

『絶対的な能力を持った人間を前に、凡ぼん人じんが抱いだく感情を、理解しようと思ったことがあったのかな？』

　その問いかけに、答える生徒はいない。あの平和な教室の風景は、永遠に失われてしまった。




　いまはもう、私だけの思い出だ。

　　　　[image: くぎり]

「久しいな、アリア」

　日曜日の朝だ。迎えが来たという知らせに、アルと外へ出た私は思わずぽかんと口を開けた。

「えっと、王子様、こちらは……？」

「俺の愛馬だ。名前は『シロ』」

　え、まさか、白いから『シロ』？　正しく日本語の発音で、『シロ』？　その名づけセンスはあんまりじゃない、犬ですか？　しかもものすごく毛並みの良い立派な馬だ。鼻を撫なでると、目を細めて可愛かわいい。

「……はじめまして、シロ。いい子ね」

　それにしても、『白馬の王子様が迎えに来る』って滅めつ多たにないシチュエーション、現実になると心臓に悪いんだな。ひとつ学びを得たぞ。

「あの、馬を連れてきたということは、今日のお誘さそいって……」

「遠乗りだ」

「えっ、では、馬の準備に少し時間を頂いても？」

「必要ない。シロに乗ればいいだろう」

「ユージィン様は？」

「当然、俺も乗る」

　ええ、二人乗りはいろんな意味で大変じゃない？　大変ですよね？

「……シロの負担を考えたことがおありですか？」

「心配するな、シロにはエヴァもよく乗せている」

　羽のように軽そうな王女様と私を一いつ緒しよにしないで欲しい。

「あのう、やはり別の馬を……」

「つべこべ言っていると、通行人が増えて面めん倒どうだ。さっさと乗れ」

　ええ、ちょっと逃のがれられそうに無いんですけど。

　私は後ろに控ひかえているアルを振ふり向いて、救いを求めてみた。有能な幼おさな馴な染じみは直立不動のまま、わずかに首を左右に振る。『諦めろ』と言いたいらしい。あーもう、仕方ないかあ。

　くそう、この年ねん齢れいで馬に二人乗りをするとは思いませんでしたわ。

　手を貸してもらって、馬に跨またがる。続いて王子様が軽々と後ろに乗った。うう、当たり前だけど近いな、どうしてくれよう。お父様とトマスがここにいなくて、本当によかった。

「お嬢様……色々とお気を付けて」

　アルはわざとらしいほど沈ちん痛つうな面おも持もちだ。絶対フリだな。色々とって何よ、色々とって！

「ええ、行って来るわ。えっと、帰りは……」

　ちらりと後ろを向いて目顔で問いかけると、王子は何故なぜか得意そうにアルをみおろした。

「帰りは遅おそくなる。先に寝ねていてもいいぞ、壁かべ男おとこ」

　えっ、アルはいつかの『壁男』で定着しちゃったの？　けどここには壁はありませんよ？　しかし言われたアルは気にする様子もなく、真ま面じ目めな顔で礼をとる。

「くれぐれもお嬢じよう様さまをお願い致いたします、殿でん下か」

「心配せずとも、アリアの無事は俺が保証してやる。伯はく爵しやくにもそう伝えろ」

　何故か上じよう機き嫌げんな王子様の手た綱づな捌さばきで、白い馬はゆっくりと歩きはじめた。




　小一時間も馬に乗って、私たちは森にたどりついた。

　池のほとり、大きく息を吸い込んで水際まで歩く。ああ、森の匂においだ。領地の景色にちょっと似てる。凪ないだ水面みなもも、その周りに茂しげる木々も、柔やわらかい草の絨じゆう毯たんもどこか懐なつかしい。

「都のすぐ近くに、こんな場所があるのですね」

「なかなか良いだろう？」

　手近な木にシロを繋つないで、ユージィン様も池の近くまでやってきた。

「お前、馬に乗れるんだな」

「田舎いなかでは馬に乗れないと買い物にも行けませんから」

　隣となりのアルの家に遊びに行くのにすら、見み渡わたす限りの葡ぶ萄どう畑を越こえていかなければならないのだもの、小さいころから馬は必ひつ須す、生活の一部です。

「では今度、馬を贈おくろう。葡萄畑でも見に行くか」

「ええ？」

「それとも海がいいか？　港町に別べつ荘そうがあるぞ」

　ああ、領地へ戻もどる話をするなら今じゃない？　そう思ったのに青い瞳ひとみが私を沈ちん黙もくさせた。まだ、もう少しこのままでもいいかな。エヴァンジェリン様のクロスが仕上がるまで、きっとまだ少し時間がかかる。

「屋や敷しきのすぐ前が砂すな浜はまで、夏ならば泳げる。立ち入り禁止にしてゆっくりしてもいいぞ」

「お、泳ぎませんから」

　本気でやりかねないから困るよね。慌あわてる私を見て、王子様はいたずらっぽく目を細めた。

「そういえば、朝食を持ってきている。ここで食べるか？」

　食べますとも！

「私、お腹なかがペコペコですわ」

　思わずお腹を押さえてそう訴うつたえると、ユージィン様は可笑おかしそうに声を出して笑った。

　王宮謹きん製せいのサンドイッチとマフィン、火を起こして淹いれた紅茶。外で食べるなんて久しぶりかも。王子様も上機嫌で、エヴァンジェリン様が小さいころの話や、シロが生まれたときの話をしてくれた。

　お返しに、私もはじめて馬に乗ったときのエピソードを披ひ露ろうすることにした。

「馬の上は高くて、怖こわくて泣いてしまったのです。そうしたら急に走り出して、柵さくを越えてどんどん進んで。私は泣くのも忘れて、ただしがみついていました」

「は、目に浮うかぶな」

　王子が楽しそうに相あい槌づちをくれる。調子に乗って、私は喋しやべり続けた。

「ずっと走って、疲つかれたのでしょう、小川のほとりで馬が止まって、草を食べ始めました。最初は私のことなんてしらんぷりでしたけど、首を撫でたらこちらを振り向いて、ちょっと驚おどろいた顔をしたんです」

「驚いた？　馬が？」

「『しまった！』みたいな顔ですわ。そんな気がしただけかもしれません。でもそれからすぐ、来た道を戻ってくれましたから」

「なるほど、賢かしこいな」

「はい。とても賢くて優やさしい馬でした。私、途と中ちゆうで疲れて寝てしまったのですけど、ちゃんと家まで戻ったそうです。その馬とは、それからずっと仲良しでした」

「運の良いやつだ」

「ええ、本当に」

「お前が無事でよかった」

「え？」

　お腹がいっぱいで眠ねむくなったのか、王子様は草の上にごろりと横になった。

「ユージィン様は、よく遠乗りにみえますの？」

「時々、気晴らしにな。城は窮きゆう屈くつでかなわん。最近は忙いそがしくて遠くまでは来なかったが」

「お仕事がお忙しいのは、悪いことばかりではありませんわ。エヴァンジェリン様も喜んでおられました」

「城の連中がやることは、無む駄だが多すぎる」

「ええ？」

「様子を見るはずが、手を出さずにはいられなくなった。会議が多すぎる、長すぎる、無駄な手続きが多すぎる、しかも自分で動こうとはしない。あれでは終わるものも終わらん」

　なるほど、鳴かぬなら殺してしまえホトトギスですね。いやっ、この句は誰だれか処しよ刑けいされそうで怖い。

「夏までには橋をあと三つほど架かけさせる。交易を進めるには、路みちを整備しないとはじまらない。仕事にあぶれている連中がいるなら、仕事を作ってやればいい」

　公共事業ですね、わかります。確かに仕事が増えれば、食い詰つめる人は減るだろう。

「お忙しそうですけど、今日はよかったのですか？」

「たまには褒ほう美びがなければ、働く気にもならん」

「褒美？」

「そうだ。ここなら邪じや魔まは入らない。思う存分ゆっくりできる。何よりの褒美だ」

「……私、お邪魔ではないですか？」

「邪魔なら連れてこない」

「そうですけど」

　うすく目を開いて、王子は手を伸のばした。指先が私の髪かみを梳すいて、柔らかく微笑ほほえむ。

「お前に会ってから、嫌いやな夢が少なくなった。不思議なものだな」




　少し休んでから、池の周りをぐるりとまわることにした。もちろんシロに二人乗りだ。

　あらためてこの密着率はやばい気がする。白馬の上、背後にはぴったり王子様って緊きん張ちようするんだけど！　平気な顔で乗っているお伽とぎ噺ばなしのお姫ひめ様って、結構すごくない？

「ところでアリア、何か思い出したか？」

「え、何をでしょう」

「決まっているだろう、前の世界のことだ。お前、自分のことは話さないからな」

「いえ、話すほどのことは、何も」

　そうは言っても何も話さないのも不自然だ。ここはさしさわりのないことを話しておこう。

「そもそも十六、七までの記き憶おくしか無いのです。たぶん、長生きではなかったのでしょう」

「そうか、……悪かった」

「気を遣つかわないでください。覚えていないので、何も感じませんし」

　むしろ色々と覚えている王子様のほうが心配だ。過去に拘こだわりすぎるのは良くない気がします。

「ユージィン様は、悪い夢が少なくなったとか」

「ああ、言った通り、お前に会ってからずいぶん減った」

「きっと、こちらの世界で考えるべきことが増えたからですわ」

「……そうだな」

　笑いを含ふくんだ声が近くなる。

　えっ、既すでに密着しているというのに声が近くなるってどういうこと？

「アリア」

「なっ、なんでしょう？」

「お前は、俺をどう思っている？」

　ええっ、どう思うって、どう？

「ゆ、ユージィン様は、この国の王太子ですわ」

「ああ、そうだな。それで？」

　それでって、何だよ！　私に何を言わせたいんだ、何を。こういうのってズルくない？

　私が困り果てていたその時、近くの水面でぱしゃっと大きな魚が跳はねた。驚いたのかシロの歩みがぴたりと止まり、王子様の気配もわずかに離はなれる。ありがとう、大きなお魚さん！

「まあ、魚が跳ねましたわ！」

「ああ、大きいな」

　よーし、これで気を逸そらそう！　確か荷物の中に釣つり糸と釣り針があったはず。

「釣れるでしょうか」

「おそらくな」

「では、釣りをしましょう！」

　私はシロの首にかじりつくようにして、ちらりと背後の王子様を振ふり向いた。

「アリア、顔が真っ赤だぞ」

　誰のせいだよ誰の！

　くっそう、絶対からかわれている。考えたことなかったけど、敵は織田信長として五十年近く生きていたんだっけ。妻は十人以上だっけ。私が敵かなう相手じゃないじゃん！







　屋敷へ戻るころには、既にとっぷりと日が暮れていた。

　門の前にアルが立っている。どこかから見張っていたのかしら。もしかしたら超ちよう能のう力りよくという可能性もあるな。いつも妙みように鋭するどい従者なのだ。

「お前の従者はなかなか忠実だな」

「そうですね。従者で、幼おさな馴な染じみで、お友達ですから」

「一人三役か。これ以上役割を増やしてやるなよ」

　どういう意味だろう。馬から下りると、アルが近づいてくる。

「おかえりなさいませ、お嬢じよう様さま」

「ただいま、アル」

　アルは一いつ瞬しゆんだけほっとしたような表情をして、すぐに小さく笑った。

「あまり遅おそいので、先に休もうと思いました」

「さすがに壁かべ男おとこは夜が早いな」

「そのぶん朝が早いので、問題ありません」

　なんだろう、この微び妙みような応おう酬しゆう。ていうかアル、何度も言うけどその人、王子様だからね！

　アルが不興を買わないよう、私はにっこりと笑ってみせた。

「ユージィン様、今日はとても楽しかったです。ありがとうございました」

「は、お前にはエヴァが世話になっているだろう」

　よかった、ユージィン様は気にしていないみたいだ。ほっとしていると、王子様はついと姿勢を正す。

「それに先日、ヤムルが手間をかけたそうだな。礼を言うのはこちらのほうだ」

　びっくりして言葉に詰まっていると、隣となりのアルが繋つないでくれた。

「応急手当てだけですが、大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「ああ、心配ない。俺ももう少し気を配ることにしよう」

　あれ、今度は和なごやかかも？

　ユージィン様がお礼を言うのは珍めずらしいし、ヤムルの怪我けがを気にかけているのもちょっと驚きだ。

「ではまたな」

　王子様はそう言い残し、馬に乗るとあっさりと去って行く。

　ごちゃごちゃ別れを惜おしまないところがユージィン様らしいけど、なんだかこう……楽しかったから名残なごり惜しいのかもしれない。後ろ姿を見送って隣を見ると、バチッとアルの視線に当たった。

　何か言いたいことがあるときの表情だ。

「どうしたの？」

「別に」

　小さく首を振って、アルはたちまち従者の顔に戻もどった。

「そういえば、お嬢様の留守中にそこの教会のシスターがいらっしゃいましたよ。今日は留守ですと伝えたら、手紙を残していかれました」

「え、なにかしら」

「ま、そのお話は後ほど。風呂ふろの準備ができています」

　お風呂！　その言葉は、土つち埃ぼこりにまみれた私にはあまりにも魅み力りよく的ですわ。

「すぐ入る！　はやく行きましょう」

「はいはい」

　私はアルを引っ張るようにして玄げん関かんへと急いだ。




「はあー、生き返った」

　やっぱりお風呂は良いよね。命の洗せん濯たくだぁ。

「で、今日はどちらへ行かれたんですか？」

「森よ。綺き麗れいな池があって、魚を釣ったわ」

「そうですか……で、王太子は何か言っておられましたか？」

「色々とお話をしたわ。最近忙いそがしいっていう愚ぐ痴ちとか、エヴァンジェリン様のこととか」

「へえ、それはそれは」

「私も、なんだか懐なつかしかった。ほら、屋や敷しきの裏の森にちょっと似ていて、気持ちの良い場所だったの」

「まあ、森ですからね」

　しごくまっとうに頷うなずいて、アルは私から視線を逸らすと、ポケットから白い封ふう筒とうを取り出す。

「忘れないうちに、こちらを。シスターからのお手紙です」

　まあ、既にすっかり忘れていたわ！

　くだんの教会のシスター・レオノーラは、しゃんと背筋の伸びた初老の女性だ。教会と、救民院にいるたくさんの子どもたちのためにいつも心を砕くだいている。

「シスターがここに来るなんて、珍しいわね」

「そうですね。どことなくそわそわしていましたよ」

　王都へ来てから、教会の慈じ善ぜんバザーに小物を出しているから、その話かな？

　考えながら手紙を開くと、綺麗な筆ひつ跡せきで『私』がしたという『多額の寄付』へのお礼が書いてあった。

「え、寄付って？」

「お嬢様によろしくとおっしゃっていましたが、いつの間に寄付をしたんです？」

「ううん、バザーの協力はしてるけど、寄付なんて……」

　ああっ、すっかり忘れてた！　顔を上げるとアルと目が合う。

「殿でん下か、ですね」

「これ、ユージィン様だわ！」

「エヴァンジェリン王女へのお土産みやげのお礼、……あれ、本気だったんですね」

　そう、舞ぶ踏とう会の前だ。提案した私はすっかり忘れていたのに、王子様はちゃんと覚えていたとは……。

「いったい、いくら寄付したのかしら……」

「本格的に救民院の改修ができる、とか言っていましたよ」

「えええっ」

　何を考えているんだ、何を。王太子といえどもそんなお金をぽんと寄付するなんて……いや、でもあの教会ボロだし、救民院に手を入れてもらえるならばそれはそれで……。いや、いいのか？　ユージィン様も話してくれればお礼が言えたのに、なんでさっさと帰っちゃうのか。

「ああっ！」

「今度は何ですか？」

「ねえ、お花のお礼を言うのも忘れていたわ！」

「ああ……なるほど」

「次に会ったらお花のお礼と、寄付のお礼……エヴァンジェリン様に言付けちゃダメかな」

「お嬢様は男心というものがわかっていませんね。お礼は直接お会いしたときのほうが良いと思います」

　わかっているわよ。でも、会えるかどうかは私には決められないもの。

　仕方ない、まずはシスターの誤解から解いていこう。

「アル、明日あしたは暇ひま？」

「……ええ、まあ大丈夫です」

「じゃあ、教会へ行くわ。ついてきてくれる？」

「畏かしこまりました」

　マテラフィ伯はく爵しやく令れい嬢じようが教会に多額の寄付をしたという噂うわさになる前に、阻そ止ししないとまずい。

　シスターにはかいつまんで事情を話して、他言しないようによくお願いしておかなくちゃ。




　教会には、先客がいた。

　小さな聖堂には不似合いな立派な馬車が停とめられているのを見て、私はアルと顔を見合わせる。誰だれかが懺ざん悔げでもしているのかな？

　様子を窺うかがいながら入り口の階段まで行くと、はかったように教会の重い扉とびらが開いた。

「まあ……」

　開かれた扉から現れたのは、背の高い騎き士しに先導された『赤薔ば薇らの君』、ジュリエッタ様だ。アルが息を吞のむ気配を感じながら、私は貴族の子女らしくスカートをつまんで礼をとる。

「ごきげんよう、ジュリエッタ様」

「珍しいところで会うわね、アリア」

『赤薔薇の君』は、にっこりと豪ごう華かな微笑ほほえみを浮うかべた。それはこちらの台詞せりふです。

「シスターに御ご用ようかしら。それともお祈いのり？」

「慈善バザーのことで、シスター・レオノーラにお話がありますの」

「あら、お待たせしてしまったようね。ごめんなさい」

「いいえ、たった今来たところですわ」

　だけど、ジュリエッタ様こそ教会に何の用だろう？　思わず首を傾かしげていると、アルが何か言いたげに口をパクパクさせた。え、何？　ちゃんと言わなきゃわからないわ。

　間ま抜ぬけな主従が可笑おかしかったのか、ジュリエッタ様がくすりと笑う。

「私はシスターに相談があったのです」

「え？」

「どうして私がここにいるのか、不思議に思ったでしょう？」

　ええっ、どうしてわかったんだろう。ジュリエッタ様って超ちよう能のう力りよく者しや？

「シスターは行ぎよう儀ぎ作法の先生だったのよ。今は優やさしい顔をしているけれど、昔は厳しい先生だったわ」

「あ、そうでしたか……」

「尊敬できる方なので、今でも時々話を聞いていただくのです。誰かに聞いてもらうだけで、気分が楽になることって、あるでしょう？」

　ジュリエッタ様は私とアルを交こう互ごに見た。赤薔薇の君に免めん疫えきのないアルは、少し緊きん張ちようしていて面おも白しろい。

「ジュリエッタ様、そろそろ」

　控ひかえていた護衛騎士がそう言うと、ジュリエッタ様は肩かたをすくめてため息をついた。

「この通り、私の護衛は融ゆう通ずうが利きかないの。私の気持ちなんて、少しも察してくれないのだから」

　ええ～、どう反応するのが正解？　私がへどもどしていると、ジュリエッタ様のみならず仏ぶつ頂ちよう面づらだった騎士様までもが口元を緩ゆるめた。いかん、笑われている！

「貴女あなたの素す直なおさが羨うらやましいわ、アリア。私には真似まねできないから」

　ふっと妖よう艶えんな笑えみをこぼしてから、ジュリエッタ様は彼女の護衛を見上げた。視線を受け止めた騎士様は、また困ったように仏頂面に逆ぎやく戻もどりだ。少なくとも、アルほどお喋しやべりでないことは間ま違ちがいない。

「では、また会いましょう。近いうちに、きっとお茶にご招待するわ」

「身に余る光栄です、ジュリエッタ様。ごきげんよう」




　去って行く侯こう爵しやく家け令嬢とその騎士様を見送って、私とアルはどちらからともなく顔を見合わせた。

「なんだか……本物のご令嬢ですね」

「あら、あなたの目の前にも本物のご令嬢がいるじゃない」

「さっきの騎士、第三騎士団の次期副団長と噂の、フリッツ・グランデ様ですよ」

「そういえば、舞踏会でも見かけたわ」

　なるほど、あのときもフリッツ様はジュリエッタ様を見守っていたわけだ。

「騎士の護衛って、羨ましくないですか？」

「全然。私にはアルがいるもの」

「……」

「何よ、不満なの？」

「いや、そういうことをしれっと言っちゃうところ、どうにかしてください」

「あっ、騎士様が嫌いやってわけじゃないわよ。そりゃ格好良いなーとは思うけど、あんな立派な方がいつも傍そばにいたら、緊張するじゃない」

「……なるほど」

　うん、どうやらアルも納なつ得とくしてくれたみたい。

　思わぬところでジュリエッタ様にお会いできたのはラッキーだったけど、あまり時間がなくなってしまった。さっさとシスターに寄付金の事情を話して口止めしないと、午後からの約束に遅おくれてしまう。

　エヴァンジェリン様をお待たせするのは絶対避さけたいもの、急がなくちゃね。
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　クロスの刺し繍しゆうは、順調に進んでいる。




「昨晩、久しぶりにお兄様と夕食をご一いつ緒しよしましたの」

　久しぶりというのはどのくらいなんだろう、王家の基準が謎なぞだ。

「遠乗りのお話をしていただきましたわ。アリア様、釣つりがお上手だそうですね？」

「まさか、普ふ通つうです」

　ええ、遠乗りの話ってもう一週間も前だけど……ユージィン様、忙いそがしすぎじゃない？

「アリア様のほうが一いつ匹ぴき多く釣ったのでしょう？　お兄様ったら、相当悔くやしがっていましたわ。次は負けないと嘯うそぶいていたから、また近いうちにお誘さそいするつもりかも」

　王女様がクスクスと笑う。

　お裁さい縫ほうはすっかり手慣れた様子で、針を動かしながらのお喋りも自由自在だ。

「それで、今日はお兄様から伝言がありますの」

「伝言？」

　王子様に会ったのは、あの遠乗りが最後だ。教会への寄付のお礼と、花束のお礼もまだ言えていない。そろそろ領地へ戻もどろうと思っているし、一度ご挨あい拶さつはしたいと思っている。

　まずは王女様にお話ししようかな、と迷っている間に話は続いた。

「珍めずらしい布地が手に入ったとか。『今日はアリアを引き留めておけ』と言われましたわ」

「まあ、エヴァンジェリン様にそんなことを？」

「以前から、出入りの商人に頼たのんでいたみたいです。お兄様にしては気が利いているでしょ？」

　本当にびっくりだ。それに、これは良い機会かもしれない、ご兄妹きようだいが揃そろったら領地へ帰る話をしようかな。二人きりより、三人のほうが少しは何かが拡散される気がする。

「お仕事で、お疲つかれでないと良いのですけど」

「あら、お兄様は好きで働いていますのよ。なにもかも自分が手を出さないと気が済まないみたい」

　うん、なんとなくわかる。だけど王子様の下で働く人は大変だ、ヤムル君は無事かしら。

「最近は宰さい相しようとも政まつりごとの相談をしているみたいですわ。お父様もやっと安心して、喜んでおられます」

「ユージィン様は次期国王ですものね。きっと名君になられます」

　なにせ前世は織田信長。できる王様にならないわけがない。

　兄が褒ほめられることがよほど嬉うれしいのか、エヴァンジェリン様は頬ほおを赤らめて何度も頷うなずいた。

「あの、アリア様？」

「何でしょう」

「以前にもお話ししたかもしれないのですけど……」

　けれど王女様が何かを言い淀よどんだその時、控えめなノックの音が聞こえた。この音は、少なくともユージィン様ではない。そもそも王子様はノックをしないし。

「エヴァンジェリン様、失礼いたします」

　既すでに顔なじみの無口な侍じ女じよが、まずは王女に目礼し、次に私を見た。

「お話し中申し訳ございません。ファビオ・ベアルツォート様がお見えです」

「まあ、宰相が？」

　どうしましょう、と王女に目顔で問われ、私は小さく頷いた。

「では、私は席をはずします」

「いえ、ベアルツォート様がその必要はないとおっしゃって、実は、既にこちらに……」

　侍女が困ったように視線を外すと、その背後からするりと黒い影かげが近づいて来た。

「エヴァンジェリン王女、失礼いたします」

　聞き覚えのある、威い厳げんたっぷりのバリトンだ。

「人ひと払ばらいの必要はございません。急ぎお知らせしたいことがあり、参上致いたしました」

「まあ、ファビオ様。ずいぶんとせっかちなご訪問ですこと」

　うわ、宰相……？　本物だ！

　私は大おお慌あわてで立ち上がった。近くで見るのは初めてだけど、ファビオ宰相はジュリエッタ様のお父様だけあってなかなかに渋しぶいオジサマだ。侯爵家の当主であり、先代国王の末の妹、つまり現国王の叔母おばにあたる方を妻に持つ、切れ者の宰相閣下。当然、エヴァンジェリン様ともそれなりに親しいのだろう、王女はまったく緊張していないご様子、さすがです。

「御ご来客中、重ねて失礼を」

「ええ、紹しよう介かいいたしますわ。こちらは、私のお友達のアリア様」

「存じ上げております。マテラフィ伯はく爵しやく令れい嬢じようですな」

　宰相は鷹おう揚ように笑って私をちらりと見た。

　切れ者の宰相が私の名前を知っていることが衝しよう撃げきだ。動どう揺ようを隠かくすこともできず、どうにか礼に則のつとって頭を下げる。

「はじめまして、宰相閣下。アリア・リラ・マテラフィです。エヴァンジェリン様とお話がおありでしたら、私は失礼いたしますわ」

「いや、気き遣づかいは不要だ。じき公おおやけになる話、アリア嬢にも聞いてもらったほうが良い」

　え、でも私、完全に部外者だし場ば違ちがいだし緊きん張ちようするんですけど！

「まあ怖こわい。何のお話かしら」

　無む邪じや気きな問いかけに応こたえるべく、宰相閣下はわずかに顎あごを上げ、口を開いた。

「実は、このたび王太子とジュリエッタが婚こん約やくする運びとなりました」

「え……？」

　王女様の大きな瞳ひとみが、丸く見開かれる。

　咄とつ嗟さに理解が追いつかなくて、私はただ宰相の口が動くのを眺ながめることしかできない。

「お兄様と……、ジュリエッタ様が？」

　漏もれる吐と息いきに乗せたような王女の声は、少し掠かすれていた。

「内々にですが、昨日王太子から申し込みを受けました。もちろんジュリエッタも承しよう諾だくしています」

「でも……、でも……私は、兄から何も聞いておりません」

「ですからこうして、一番に知らせに来たのですよ。王太子からも追って話があるでしょう」

　宰相の視線が横にスライドして、ただ立ち尽つくしている私を捉とらえる。

　そうか、そもそも宰相が私の名を知っているはずがないのだ。知っているのは、調べたからだろう。とるに足らない田舎いなか貴族の娘むすめの名を調べる理由なんて、ひとつしか思いつかない。

「公表されるまで、アリア殿どのも立場を弁わきまえ心に留めておいていただきたい」

　心に留めておく？　違ちがう、これは警告だ。この話を本当に聞かせたかった相手は私だ。すうっと指先が冷えていく。ああ、教会で会ったときには何か決まっていたのかな。『貴女あなたの素す直なおさが羨うらやましいわ』と言ったジュリエッタ様の笑え顔がおが、なぜか鮮せん明めいに脳のう裏りに浮うかんだ。

「……、はい。もちろん心得ております。どうぞご安心を」

「結構。では王女、後ほど改めて陛下に挨拶に伺うかがいますが、今夜はお忙しいですかな？」

「ええ……いえ、」

　困こん惑わくしきったエヴァンジェリン様の視線が、逆に私を落ち着かせてくれた。ゆっくりと左右に首を振ふってみせると、小さな王女はようやく威厳を取り戻し、宰相に向き直る。

「わかりました。詳くわしいお話はそのときに」

「感謝いたします。では」

　最後に薄うすい笑みを浮かべ、宰相閣下はドアの向こうへと消えた。







　宰相が出ていった後、情けないことに何度も針で指をついた。エヴァンジェリン様が心配してくれていることがわかっていても、ちっともしゃんとできなかった。そう、ジュリエッタ様が婚約を承知したというのなら、まさに理想の王太子妃ひだ。こんなにめでたいことはない。それなのに、心が鉛なまりのように重いのはどうしてだろう。

　ダメだ、ちゃんと考えなきゃ。

　そうだ、宰相はまた来るって言っていたよね？　さっさと帰らないと本格的に抹まつ殺さつされるのでは？　まわらない頭でようやくそう思い至って、王女様にどうお暇いとまを告げようか考え始めた時だ。

「待たせたな、アリア」

　タイミング悪く、噂うわさの王子様が何食わぬ顔で現れた。普ふ段だん通りの登場、そして表情に、私は咄嗟に動くこともできず、固まる。何か言わなくちゃ。いや、ここはちゃんと事情を訊きいてみるべき？

　しかし私が口を開く前に、隣となりに座っていたエヴァンジェリン王女がぴょんと立ち上がった。

「お兄様！　ジュリエッタ様とのご婚約が決まったというのは本当ですの？」

「なんだ、耳が早いなエヴァ。話がついたのは今朝のことだぞ」

「本当かと伺っているのです」

　文字通り、可愛かわいい妹に詰つめ寄られて王子は困ったように私を見た。

　いえ、困っているのは私のほうですから。全然思考がまわらなくて、王子から目を逸そらす。

「ま、そうなるだろうな」

　お天気の話をするような調子で、王子は妹君の問いに答えた。

「宰相の娘なら、家いえ柄がら的にも釣つりあいが取れる。いい話だろう？」

「お兄様！」

　よーし、落ち着こう、私。深呼吸をして針を持つ手を止め、手早く道具箱を片付ける。

「エヴァンジェリン様、今日はここまでに致しましょう」

「アリア様……」

　なるべく頭をからっぽにして、私は王子に向き直った。

「ユージィン様、先ほど宰相がお見えになりましたわ」

「宰相が？　何の用だ？」

「このあと、陛下とユージィン様に大切なお話があるとか。ですから私、今日はこれで失礼いたします」

　そう宣言すると、王子は何故なぜか不満そうに唇くちびるをへの字にした。

「それは、帰るということか？　久しぶりに、仕事を早めに切り上げてきたんだぞ」

「ええ、お会いできてよかったですわ」

「お前が見たがっていた布地がある。見ていかないのか？」

　どういうわけかそれどころじゃないの。しっかりアリア、想像しなさい。宰相がもう一度ここに来たとき私が何食わぬ顔で居座っていたら、警告くらいじゃ済まなくなるかもしれない。私だけの問題ではない、お父様はもちろん、領地を守っているお兄様の今後にもかかわる。

「宰さい相しようにもご迷めい惑わくになりますもの。これ以上、お邪じや魔まはできません」

「アリア様……」

　心配そうに私を見上げるアシュトリアの天使に、私はにっこり笑ってみせた。

「ユージィン様、布地のことは感謝しております。色々と落ち着いたら拝見したいと存じますわ」

「俺は落ち着いているが」

「ご冗じよう談だんを」

「……どういう意味だ？」

　私の言葉を普段の軽口だと受け止めたのか、ユージィン様が少しだけほっとしたように口元を緩ゆるめた。そう、いつもの私、いつもの私です。

　せいいっぱいのハリボテで、私は落ち着き払はらってお別れの言葉を口にした。

「ではユージィン様、エヴァンジェリン様、ごきげんよう」

　馬車に乗りこんで腰こし掛かけると、ようやく私は大きくため息をついた。

「今日はずいぶん早いお帰りでしたね、アリア様」

「あら、ビアンカちゃんと話し足りなかった？」

「いや、今仲が良いのはテレーゼです……ていうか、何かありましたね？」

　さすがアル、断定された。でも、テレーゼって誰だれよ？　ったく、これだから男ってやつは！

「……王子様が婚約するの」

「は？　お嬢じよう様さまとですか？」

「そんなわけないでしょ！　ジュリエッタ様よ、ジュリエッタ様」

「ああ、『赤薔ば薇らの君』ですか」

　頷うなずいて肯こう定ていすると、アルフォンソは瞬まばたき二回分だけ沈ちん黙もくする。どうやら相当びっくりしたみたいだ。

「……良く受けましたね。あの方は王子を避さけているという噂でしたが」

「ええ、そうね」

「ま、このところ殿でん下かの評判はうなぎ登りですから」

「ジュリエッタ様はともかく、宰相は相当乗り気よ。わざわざ私のところに釘くぎを刺さしに来たんだもの」

「それは……、よほどお嬢様が目め障ざわりってことですね」

　身もふたもないけれど、その通りだ。可愛い娘と結けつ婚こんしようという相手が、他ほかの娘と仲良くしていたらどんな父親だって面おも白しろくはないだろう。宰相から見たら、アリア・リラ・マテラフィは娘の婚約者に取り入る図ずう々ずうしい田舎娘だ。うわあこれ、排はい除じよされても仕方ないんじゃない？　こういう時は、アレだ、アレしかない。

「アル、私は領地に帰ります」

「……」

「あら、驚おどろかないの？」

「いえ、まあ、予想通りというか……」

「わかってくれているなら良いわ。屋や敷しきに戻もどったら、すぐに支し度たくして」

　三十六計逃にげるに如しかず。これ以上王都にいても、何も良いことはない。

「明日の朝……、いえ、今夜のうちに出発したいわ」

「そう決めたのなら、努力しましょう」

　努力なんて言っている場合ではない。

　今はただ、一刻もはやく王都から離はなれたいと、私はそればかり考えていた。







　お父様には事情の説明と謝罪。ユージィン様とエヴァンジェリン様には急な暇のご挨あい拶さつとお詫わび、それからこれまでのお礼を書いた。三通の手紙を大急ぎで仕上げ、王都を発たつ。

「やろうと思えばできるもんですね」

　急ぎで雇やとった御ぎよ者しやの操あやつる馬車に揺ゆられながら、アルが他人ひと事ごとのように呟つぶやいた。

「そうね……、アルには感謝しているし、申し訳ないと思っているわ」

「けど、真ま面じ目めな話、お嬢様に非はありませんよ。堂々としていても良いのに」

「近いうちに帰るつもりだったから、これでいいの。もっと早く決めていればよかった」

　本当に、いつもいつも遅おそいのだ。決断を先延ばししてしまう癖くせ、いい加減直したい。

「今いま更さらですけど、ご婚こん約やくの話は王太子ご本人から聞いたんですか？　アリア様の勘かん違ちがいってことは……」

「無いわ。ユージィン様の口からはっきりくっきり直接聞いたから、間ま違ちがいない」

　きっぱりそう言うと、アルフォンソは珍めずらしい表情を見せてからわずかに視線を外した。

「何を考えているんですかね」

「何も考えてないわ。他人が自分をどう見るか、全く気にしてないだけ」

「お嬢様を気にしていなければ、遠乗りに誘さそったりしないでしょう」

　なんとも思っていなくはない。だって私は王子にとって、唯ゆい一いつ前世の話が通じる相手だもの。でも、それだけだ。甘えていたのは私のほうだ。

　沈黙をどうとったのか、アルフォンソはもう一度こちらを向いて、わずかに唇を動かす。

「……すみません」

「どうして謝るの？」

「いいえ、何も」

　小さく首を振ふると、アルは掛かけ値なく優やさしい顔で笑った。

「さ、少し眠ねむってください。朝になったら起こしますから」

「ありがと、アル」

　私は膝ひざに載のせていた毛布を引き上げて、もぞもぞと身体からだを包くるんだ。

　馬車の揺れは心地ここちよく、まぶたは重い。アルはきっと、まっすぐに前を向いている。視界が滲にじんでくる前に急いで目を閉じたのに、涙なみだが零こぼれて止まらなくなった。

　何が悲しいのかわからない。わからないからきっと朝には元気になれるよね。

　王都から逃のがれるように、馬車は夜を駆かけていく。




　立ち寄る街で馬車を乗り換かえながら、二日目の夕方には領地の手前の街に到とう着ちやくした。かなりの強行軍だったから、お尻しりが痛い……とは、さすがにアルにも言えないな。

「今日は宿屋で一いつ泊ぱくします」

「え？」

「そろそろ痛むでしょう、色々」

　む、見み透すかされていた！

　だけど、ベッドで眠れるのは正直嬉うれしい。お風呂ふろ……は無理かもだけど、身体くらいは洗いたいし！

「明日の朝出発すれば、昼過ぎには領地に着きます。その前に伯はく爵しやく令れい嬢じようとしての体てい裁さいを整えておかないと、クラウス様が卒そつ倒とうしますからね」

「失礼ね。卒倒は無いでしょ」

　反論しながら、自分の姿を見下ろす。服装も普ふ段だん着ぎ、髪かみも下ろしっぱなしだし、もちろん化け粧しようっけもない。アルと並んでいても、どちらが主あるじなのかわかったもんじゃないな、これ。




　街外れの宿につくと、こざっぱりした部屋に通された。アルはここの主人とも知り合いらしい。

「俺の部屋は隣となりです。階下に酒場もありますけど、食事はどうします？」

「せっかくだから階下で食べましょうよ」

　そんなわけで、階下の酒場だ。アルと二人、丸い小さなテーブルを陣じん取どる。

　手書きのお品書きを眺ながめて、悩なやんだあげくシチューとサラダを頼たのんだ。アルは鶏とり肉にくのグリルとスープ。運ばれてきた料理はあつあつだ。

「ん、美味おいしい！」

「お口に合って何よりです」

「アルはここ、よく来るの？」

「買い出しとか、届け物とか、伯爵の用事が色々ありますから」

　がやがやと賑にぎやかな食堂はあまり来たことがない。なにもかもがもの珍しく、新しん鮮せんだ。触しよく発はつされたのか不意に遠い記き憶おくがピカリと蘇よみがえり、私はお行ぎよう儀ぎ悪わるくアルのほうへ身を乗り出した。

「……前世ではね、私、普ふ通つうの高校生だったの」

「ああ、いつもの夢の話ですね」

「うん、まあそれでも良いわ。その世界では私、貴族じゃなくて、全然普通の子で、こういう賑やかな食堂に時々友達と寄ったのよ。何時間もお喋しやべりしたわ」

「お喋りなのは、今も同じでしょう」

　アルは可笑おかしそうにくつりと笑った。

「で、コーコーセーって？」

「学生よ」

「貴族学校？」

「そうじゃなくて、普通の勉強をしていたの。数学とか、語学とか、歴史とかね」

「へえ、学者になるつもりだったんですか？」

「そんなわけないでしょ」

　思わず吹ふき出しそうになった。私が言いたかったのは、そういうことじゃなくて。

「とにかく、食堂の雰ふん囲い気きが懐なつかしいなって、そう思ったの。こういう旅なら、ずっと続けたいくらい」

「こういう旅って？」

「アルと二人、気楽な旅。色んな街を回って、こういう宿屋に泊とまって、ほら、どこかの洞どう窟くつに探検に入って、宝物をみつけて、大金持ち、とか！」

「……勘かん弁べんしてください」

「え、どうして？」

「どうしてでしょうね」

　アルはにっこり笑って、それ以上答えてはくれなかった。







　私の突とつ然ぜんの帰宅にも、クラウス兄様はさほど驚かなかった。

　というか、到着したとき、兄夫婦ふうふは不在だったのだ。私とアルは、領地の屋敷を取り仕切る家令、ダグラスの出で迎むかえを受け、夕食までくつろぐことができた。

　ちょうど時季も良く、春の祭りが週末に迫せまっている。領主の名代を務める兄夫婦は準備に追われていて、突然帰って来た妹を気にしている暇ひまはなかったらしい。ようやく顔を合わせた夕食の席で、王都の様子やお父様の仕事のことをお兄様に話し、ロザンナお義姉ねえ様には舞ぶ踏とう会のできごとを脚きやく色しよくも交えつつ披ひ露ろうして、懐かしがられたり喜ばれたりした。

　王子様の話はしていない。思い出すと何故なぜか泣きそうになるので、私は働くことにした。

　まあ、働くといっても、お裁さい縫ほうですけどね。




「どれだけ作るつもりですか？」

　サイドテーブルの上に積み上げられた作品の山にチラリと視線を向け、アルはお茶の準備をする手を休めずにひとつ息をついた。

「お祭りまでに、できるだけたくさん」

「お嬢じよう様さまの刺し繍しゆうは人気ですから、そりゃ売れるでしょうけど」

「ふふ、ありがとう」

　どのくらいのペースで作れば一人で生きていけるのか、戻もどってからずっとそれを考えている私はもう、社交界に出られないかもしれないし、今後のことを考えるとできるだけ自立しておきたい。

　ポットにお湯を入れると、アルは砂時計をひっくり返した。首こうべだけ回めぐらせて窓の外を見る。

「雨が降りそうですね」

「そう？」

「ええ、東風が吹いて来ましたから。花が散ってしまわないと良いですけど」

　しばらく空模様を眺めてから、アルは私のほうへ向き直った。手元の刺繍を見て、軽く首を傾かしげる。

「何の絵ですか？　変わってますね、あいかわらず」

「これはねえ、花札よ。賭かけ事に使うカードなの」

　牡ぼ丹たんに蝶ちようだ。うろ覚えだけど、雰囲気だけね。エキゾチックな色使いと絵え柄がらは人気がある。

「ムキになって、あまり根をつめないでくださいよ」

「別にムキになってなんかいないわ」

「そうですか？」

　テーブルに紅茶のカップが置かれ、かわりに刺さしかけの刺繍はひょいと取り上げられる。

「さ、お茶の時間ですよ」

「ありがとう……ねえアル、帰ったらお茶に付き合ってくれるって約束したわよね」

　少なくとも今は私の従者で、友達よね？

　だけどもし、私がこの家を出ることになったら、アルとも話せなくなるのかしら。ユージィン様やジュリエッタ様はそこまで干かん渉しようしてこないと思うけど、世間の目って厳しいもの。

「心配しなくても、婚こん約やくが発表されれば、王子様とちょっと良い仲だった田舎いなか貴族の娘むすめのことなんてすぐに忘れられますって」

「良い仲だったことなんて一度も無いから」

「それならなおさら、お嬢様が気に病やむことはありません」

　アルは二杯はい目のお茶を淹いれると、珍めずらしく私の誘さそいに乗って向かいの椅子いすに座った。お行儀悪く足を組み、同じカップを傾かたむける。ああ、昔のままのアルフォンソだ。

「でも、万が一お父様やお兄様に迷めい惑わくがかかったら、この家にはいられないでしょ」

「心配性しようですね」

「あのねえ、貴族社会はアルが思うよりずっと面めん倒どうなのよ？」

　王都で起こった出来事は、何日も、何週間もかけて尾お鰭ひれをつけながら地方へと伝でん播ぱしていく。この土地に私の噂うわさ話ばなしが届くころ、その話にどんな肉付けがされているのか予想もできない。

「まあ、どうにもならなくなったらその時はその時、なんとかなります」

「……あなたにそう言われると、ホントに大だい丈じよう夫ぶな気がしてくるわ」

「大丈夫、どう転んでも俺は傍そばにいますから」

　何気ない口調だったけれど、思わず見上げると真しん剣けんな視線とぶつかる。一いつ瞬しゆん見み詰つめあったあと、アルはにっと悪戯いたずらっぽく笑った。え、何、それ。ちょっと格好良いわ、アルフォンソ。

　そう褒ほめようとした時だ。

『お待ちください！』

　と、叫さけぶ声が聞こえた。あれはダグラスだ。この家の家令。王都のトマスと同様、静せい寂じやくの権ごん化げのような執しつ事じだから、大声を上げるのは珍しい。続けて、バタンと乱暴にドアが開く音。座ったばかりのアルフォンソが警けい戒かいして腰こしを浮うかせる。

「な、何かしら」

「……」

　アルがチラリと窓の外を見た。裏庭には人ひと影かげは無い。

「お嬢様、こちらへ。いざとなったら裏の森に逃にげてください」

　逃げるって、何から？　ざあっと血の気が引いた。

　まさか王都から追っ手が来たの？　捕つかまるほどのことはしていないつもりだけど、王子様にはけっこう好き勝手なことを言っていた自覚はある。ぐるぐる考えている間にも、ありとあらゆるドアを開けてまわる音と足音が近づいてきた。どうしよう……、どうしよう！

「アル……」

　思わず服の裾すそをぎゅっと掴つかむと、頼たよりになる幼おさな馴な染じみは一瞬複雑な表情を浮かべた。

「本当に、連れて逃げとけばよかったかな」




　瞬しゆん間かん、ノックもなしにドアが開いた。背の高い人影が部屋を見回し、私を見つける。

「……見つけたぞ、アリア」

「…ひっ、」

　現れたのは、見まごうことなく我が国の第一王子、ユージィン・パドゥラ・アシュトリア様だ。しかし顔が怖こわい。表情は乏とぼしいのに、目だけがぎらぎら光ってこちらを睨にらんでいる。第六天魔王の異名は伊達だてじゃない……まぁ、前世の異名ですけどね。

「こんな片かた田舎までご足労頂き光栄です、殿でん下か」

　私が述べるべき口上を、アルが肩かた代がわりしてくれた。なんで、どうして、王子様がここにいるの？　アルが受け答えをしているということは、幻まぼろしじゃないんだよね？

「貴様に用はない。どけ」

　低い声が空気を震ふるわせる。しかしアルは空気の振しん動どうなぞものともせず、王子の前に立ちはだかった。

「取り次ぎもなしに未み婚こんの女性を訪ねてくるのは、不ぶ躾しつけではありませんか？」

「使用人のくせに主あるじの娘と茶を飲むのは行き過ぎではないのか？」

　視線がテーブルの上、二つのカップをチラリと舐なめ、王子の声が一段と低くなる。

「今は使用人ではなく、友人としてここにいます」
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「ごたくは良いから、そいつから離はなれろ。俺はアリアに話がある」

「……だ、そうですが、お嬢様？」

「アリア、」

　名前を呼ばれて頭の中が真っ白になった。王子様はジュリエッタ様と婚約する。宰さい相しように釘くぎを刺されて、私は逃げてきた。王子様だって、順当な人選だとあっさり納なつ得とくしてたじゃん！

「こ、来ないでください！」

「……アリア」

「何を話しにいらしたか存じませんが、私には何もお話しすることはございませんからっ」

　私はアルにしがみついていた手を離して、じりじりと後ずさった。

　アルが目だけを動かして小さく頷うなずく。近づいてくるユージィン様の靴くつのつま先を見た瞬間、どこかのタガががくんと外れた。泣いてしまいそう。なんだろう、怖いのかな。

「落ち着け。意味がわからん」

「意味がわからないのはこっちです！」

　違ちがう、わかっている。王子様の興味を惹ひいていたのは『私』ではなく『私』のなかの前世の記き憶おく。この国に生きる田舎貴族の娘なんて、最初からユージィン様の視界に入るはずが無い。

　だけど私は甘えてしまった。だってこの国の王子様で、前世は織田信長だよ。そんなヒトと親しくなれて、やっぱり嬉うれしかったのだ。特別扱あつかいされたような気がして、いい気になって舞まい上がった。だからあのとき──あっさりジュリエッタ様との婚約を認められたあの時、私は勝手にショックを受けた。逃げだしてしまった。恨うらんでしまった。王子様の顔なんて、もう二度とみたくないって、泣いてしまった。

　ああ、今なら明智光秀の気持ちもわかる気がする！

「これまでの非礼については、心からお詫わび致いたします」

　せいいっぱいの虚きよ勢せいで、王子様を睨みつけた。驚おどろいた顔で、王子様は私を見ている。

「どうかご多幸を。遠くから祈いのっておりますわ……さようなら、王子様！」

　光秀ほどの野望も度胸も執しゆう着ちやくも持っていない私の選せん択たく肢しはあいかわらずひとつ、逃げるが勝ちだ。私は素す早ばやく窓まど枠わくを飛び越こえた。きっとアルが時間を稼かせいでくれるだろう。無事を祈りながら、まっすぐ裏庭を突つっ切り、生け垣がきの抜ぬけ穴から森へと抜けて駆かけていく。

　毎日のように遊んだ森、ここは私の庭だ。いかに体力差があろうと負ける気はしない。




　池へと向かう道を外れ、ぐるりと外周に沿って進むと、ぽつりぽつりと雨が落ちてきた。森が深くなり、見上げるような巨きよ木ぼくが並ぶ。私は記憶をたどりながら、一本の大木に目星をつけて近づいた。

「あった……」

　幼いころ、道に迷って潜もぐり込んだ大きな木の洞うろ。

　だんだん雨が強くなってきていたので、私は転がるように『秘密の部屋』に潜り込んだ。

「は、もう……」

　最悪だ。暖かくなってきたとはいえ、まだまだ夜は冷える。雨も降っているし、下手をすると凍こごえるかもしれない。いやっ、近所の森で凍とう死しとか笑えない。

　だいたい、ユージィン様は何しに来たの？　膝ひざを抱かかえて考える。心当たりといえば、やっぱりエヴァンジェリン様だ。動転していたとはいえ、エヴァンジェリン様との約束を破るかたちになってしまった。大切な妹君との約束を反故ほごにしたのだから、ユージィン様の怒いかりも納得できるかも。

　ぐるぐる考えていると、どこかでガサリと低木をかき分ける音がした。

　どくんっと心臓が跳はねる。あきらかにあの音は小動物ではない。もっと大きななにかが近くにいる。メチャメチャ怖いのに、浮かんできたのは、森で熊くまさんに出会うあの歌の楽し気なメロディーだ。

　えっ、なんで？　熊ってまずくない？　アリアはこんらんしている！

　落ち着け、とにかく何か武器、投げるもの。手だけで周囲を探さぐるけれど、枯かれ葉はと小枝と石くらいしか落ちていない。手の届く範はん囲いにあった胡桃くるみ大の石を握にぎりしめ、私はその時を待った。パニック寸前、私の神経は研とぎ澄すまされている。近づいて来たなにかが、すぐ傍で立ち止まる気配。私は汗あせと湿しつ気けでじっとりした小石を投げるべく、身構えた。

　黒い影かげがぬっと現れ、外からこちらを覗のぞく。

「きゃああぁっ」

「イテッ」

　やみくもに投げた小石は、どこかに命中したらしい。イテッて聞こえたもの、当たったってことだよね。

　……え、イテッて、喋しやべった？

　てことは、熊では、ない？　おそるおそる顔をあげると、熊よりも恐おそろしい顔がこちらを覗き込んでいた。目が合ったら殺される。私は慌あわてて顔を伏ふせ、殺人ビームを浴びないように防ぼう御ぎよした。

「見つけたぞ、アリア」

　こっわ！　逃げたい！　というか、自国の王子様に石を投げてしまった！　ごめんなさい！

「ど、どうして、ここに」

「……、泥どろだらけだな」

「そちらこそ」

　くそう、悔くやしいけど王子様は泥だらけでも麗うるわしい。私は身体からだを丸めて膝ひざ小こ僧ぞうに顔を埋うずめた。どろんこで泣いている顔なんて見られたくありません。

　パタパタパタ、と雨音がしばらく響ひびく。

「どうして逃げた？」

「逃げていません。戦略的撤てつ退たいです」

「理由を言え。何故なぜ突とつ然ぜん王都を離れたのか、あんな手紙では納得できん」

「ユージィン様には関係ありませんわ」

「お前な」

　しゃがんだのだろう、ユージィン様の声が近くなった。私はますます頑かたくなに丸くなる。

「俺がどれだけエヴァにいじめられたか、教えてやろうか？」

　ああ、エヴァンジェリン様……、愛らしい懐なつかしい大好きな、小さな王女様。

　私の心が動いたことを察したのか、王子様の声がぐっと柔やわらかくなる。

「宰相の件は、エヴァから聞いた。……お前が嫌いやな思いをしたなら謝る。俺の配はい慮りよが足りなかった」

　配慮が足りない……、王子様の口からそんな言葉が出るなんて！

「わかっているなら、帰ってください。宰相に睨まれたら、うちの伯はく爵しやく家なんてひねりつぶされます」

「そんなことにはならん。俺がさせないから、安心しろ」

　バッカじゃないの、王子がそういうことを言うほど、余計なヘイトが集まるんじゃないか。

　残念ながら今の私には王都へ戻もどる勇気はない。ユージィン様とジュリエッタ様のご婚こん約やくでお祝いムードの王都なんて、とても平常心では過ごせない。それをどう伝えたらいいんだろう。

「……ジュリエッタ様は、私たちのあこがれなんです。だから、私みたいなのが王子の周りをうろちょろしてちゃダメなんです」

「ジュリエッタとは、きちんと話をした。あれは父親と違って、話のわかる女だ」

　そうでしょうとも。だからはやく帰れ！

「だが、婚約は取りやめだ。断られた」

「……は？」

　あやうく顔を上げてしまいそうになった。いかん、その手には乗りませんわ。

「ジュリエッタなら家いえ柄がらも能力も申し分ない。だから、王おう妃ひになってほしいと頼たのんだ。王妃になれば、一生尊敬と親愛をもって、大切にすると」

　プロポーズじゃん、王子様にしては気が利きいている。なのに断られたって、どうして？

「しかし、ジュリエッタを女性として愛することはできない。それは許してくれと、そう伝えた」

「はあ？」

　意味がわからん！　つまり、ジュリエッタ様に形だけの王妃になれと？

「バカなんですか！」

「そうだな、ジュリエッタもそう言って大笑いしていたぞ」

「大笑い……」

「だが、婚約が決まりかけたところで、お前が逃にげた」

　ええ？　その流れで婚約が決まるって、どういうこと？　私が逃げ出したことがどこに繋つながっているのか見えてこない。言うべきことが何もないので、私は丸まったまま王子様の言葉を待つ。

「落ち着いたらお前に説明するつもりだったんだが、ジュリエッタはどうしてアリアに先に話をしておかなかったのか、と激げき怒どしてな……ついでに言うと、エヴァも臍へそを曲げている。口も利かない、目も合わせない、俺のことを完全無視だ。お前のせいだぞ」

　私が逃げたせいで？　でも、なんか話がおかしくない？

「ジュリエッタはなかなかの器うつわだ。美人だし、度胸もある。惜おしいことをした」

「その通りです、はやく王都へ戻って謝ってください、まだ間に合いますわ！」

「うるさい。だから、お前のせいだと言っている」

　あ、今あきらかにムッとした。機き嫌げんが悪くなっていくのが空気で伝わってくる。

「アリア、そこから出て来い。帰ろう」

「……いや、です」

　絞しぼり出した私の声のあと、長い沈ちん黙もく。指先が小刻みに震ふるえて止まらない。

「わかった、もういい」

　ようやく返ってきたのは氷のような声だった。ああ、嫌きらわれちゃった。だけど覚かく悟ごの上だ、素早く頭を切り替かえる。今度こそさようなら王子様、お元気で。私は尼あま寺でらへ参ります。

「どけ」

「え？」

「詰つめろと言っている」

　私の願いとは裏腹に、ユージィン様は隠かくれ家がに侵しん入にゆうしてきた。

　もちろん立ったままは無理なので、ユージィン様はどうにかこうにか身体を折り曲げて、私の隣となりに収まった。無む駄だに長い脚あしが窮きゆう屈くつそうだ、笑える……いや、今は笑えないけどさ。

「お前、一国の王子をいつまで濡ぬれ鼠ねずみで放ほうっておく気だ」

「だから帰ってくださいと、何度も」

「本当に頭にくる女だな」

　う、いよいよ私も終わりかあ。お父様には絶ぜつ縁えんしていただこう。今後の身の振ふり方を考え始めた私の真上から、この上なく尊大な声が告げる。

「いいから、顔を上げろ」

　もうっ、これって、逆らえない系の台詞せりふじゃない？

　頑がん張ばれ、私。ちゃんと王子を見て、とりあえずごめんなさいで、帰ってください、だ……よし。

「ユージィン、様」

「……」

　だけど顔を上げ、王子と目が合った瞬しゆん間かん、私は何も言えなくなった。

　いえ、胸がいっぱいとかそういうことではなく、物理的に。

　口を塞ふさがれたのだ。




　幼いころ同じようなことがあった。森で迷って、私はここで泣いていた。見つけてくれたのは、お父様かお兄様か、それともアルだっけ。でも、キスはされなかったなあ。

　……なんてことをのんびり思い出している場合ではない。

「んっ」

　息、息が苦しい。

　しかしユージィン殿でん下かは離はなれてくれる気は全然無いようだ。

「おう、じ、ふっ」

　水すい滴てきが頬ほおにポタリとあたって、我に返った。言っておくけど、私はファーストキスなんだから！　かろうじて自由な左手でユージィン様の金きん髪ぱつを掴つかみ、思い切り引っ張る。当然の正当防衛ですわ。

「いっ、お前な……」

「なななな、なにを、何をするんですか！」

「もう面めん倒どうだ。ここで既き成せい事じ実じつを作って、お前を連れて帰る」

「既成事実？」

「こう狭せまいというのも悪くない」

　なにその発言！　一国の王子でしょう。こら、ヘンなところを触さわらない！

「なっ、なんてことを……」

　やばい、そういやこの人前世は戦国時代だった。妻が十人、子が二十人は伊達だてじゃないかも。

「はっ、放してください」

「駄だ目めだ」

「お願い、しますから」

　私が情けない顔をしたせいか、ユージィン様は眉まゆを顰ひそめて小さく舌打ちをした。

　ええ、この場面で舌打ちってあり？

「くそ、泣きたいのはこっちだぞ」

「絶対違ちがいます」

「少しは俺の話を聞け。どうしてこう頑がん固こなんだ」

「ユージィン様に言われたくありません！　自分勝手だし、デリカシーは無いし、スケベだし！」

「うるさい。いいから、黙だまって俺のものになれ」

「はい？」

「愛していると言っている」

　言い切られて、息が止まった。

　息は止まったけれど、勝手に涙なみだが溢あふれてくる。

「わた……、私は、」

「聞かん。お前にとっては、ただ同じ前世を持つ仲間かもしれんが、俺は違う。お前を愛している。お前がいない時間の長さを、これ以上耐たえられる気がしない」

　何なの、ここに来てその殺し文句。駄目だ、私はただの小こ娘むすめだ。王子様とは器が違います。

　ぱたぱたぱた、と雨あま粒つぶが大きな音をたてて地面を叩たたく。

　どう表現しても足りない気がして、応こたえる言葉を探しながら顔を上げると、青い瞳ひとみに私の姿が囚とらわれていた。







　お兄様とお義姉ねえ様が出かけていたのは不幸中の幸いだった。

　堅かた物ぶつで慎しん重ちようなお兄様がいきなり王子様に遭そう遇ぐうしたら気絶しちゃいそうだし、ちょっとミーハーなお義姉様は、王子様の登場にきゃあきゃあ黄色い声を上げるだろう。それでなくとも今現在、私の部屋は充じゆう分ぶんに混こん沌とんとしている。

「俺はアリアと話がある。貴様らは下がれ」

「そういうわけには参りません」

　後ろの壁かべ際ぎわにはアルフォンソ。さらに部屋の入り口には家令のダグラスが置物のように静かに、しかし重苦しい圧を纏まとって立っている。

「王子には別室を用意致いたしました。お休みになるのでしたらそちらをお使いください」

　そう、例の殺し文句の余よ韻いんに浸ひたる間もなく、私たちは探しにきたダグラスたちに発見された。遠くから私を呼ぶアルの声が聞こえた瞬間の、お預けをくらった仔こ犬いぬのような王子様の表情は当分忘れられそうにない。思い出すと吹ふき出しそうになるけど、よく考えたら笑い事じゃないな。あのまま二人きりだったら、絶対既成事実を作られていたはず。

　アルとダグラスが部屋を離れようとしないのは、完全に監かん視し目的だ。なにせ発見されたときスカートは破れ放題、身体からだは擦すり傷だらけ、しかも狭い洞うろに二人してぎゅうぎゅうに詰まっているし、私はべそをかいていた。まあ、あらぬ疑いをかけられる要素は充分でしたもの。

　……実際、疑いではなく未み遂すいだったわけですけどね！




「別室など必要ない。俺はここで寝ねる」

　王子様、お願いですから火に油を注ぐ言動はお控ひかえください。

「ユージィン様。ここは私の部屋です」

「未み婚こん女性の部屋で寝るなど、殿下といえども許されません。さ、王子」

「どうせ俺の妻になるんだ、かまわん」

　黙っていたダグラスが、今度こそぴくりと反応した。ダグラスはトマスのような穏おん健けん派ではなく、王家よりも伯はく爵しやく家優先の忠実な家令なのだ。うう、怒おこってるよね、空気が重い！

　しかし重苦しい空気をものともせず、アルが私のほうに向き直って、ちょっと首を傾かしげた。

「結局そういう話になったんですか？」

「ああ、そうだ」

「なっていませんわ！」

　勝手に答えた王子様の声を慌あわてて打ち消す。ここで『どっちだよ』と突つっ込まないアルって、結構すごいと思うの。優ゆう秀しゆうな従者は鬼おにスルーのスキルを発揮している。

「話し合いが足りていないようですね」

「だから、出ていけと言っているだろう。部外者がいては話もできん」

　ああ、またダグラスの眉み間けんに皺しわが増えた。しかし、鬼スルー発動中のアルフォンソだけはダグラスの静かな怒いかりも王子様の暴言も、ものともしない。ある意味悟さとりの表情で、彼は私に頷うなずいてみせた。

「では、晩ばん餐さんまでにお二人で話をまとめておいてください。お話はここでしていただいて結構ですが、夜は別室に案内させていただきます」

　そこまでひと息に言ってから、アルはドアの前に立つダグラスのほうを窺うかがう。

「それでいいでしょうか、ダグラスさん」

「お嬢じよう様さまさえよろしければ、異論はございません」

「殿下のご意見は？」

「仕方あるまい」

「では……お嬢様」

　微び妙みような間があって、視線が私に集中する。

　わかっています。込み入った話になるだろうし、ここは当主の娘むすめとして、人ひと払ばらいが吉きちだろう。

「ええ、殿下とお話をしたいと思います。急なお客様で悪いけど、ダグラスは夕食の準備をお願いね。アル、お兄様たちが帰ってきたら、事情を説明してくれる？」

「畏かしこまりました」

「ダグラス、迷めい惑わくをかけてごめんなさい」

　すぐに軽かろやかな返事をしたアルとは対照的に、ダグラスは慇いん懃ぎんにお辞じ儀ぎをした。

「お嬢様、何かございましたらベルを鳴らしてください。すぐに参上致します」

　うん、ダグラスなら秒で駆かけ付けてくれるだろう。

「ありがとう。頼たよりにしているわ」

「くれぐれもお気を付けて」

　その視線は絶対零れい度どのまま、油断なく王子を見み据すえている。うん、目の前の金きん髪ぱつ碧へき眼がんは間ま違ちがいなく王子様ですからね。どうしてうちには、不敬罪で捕つかまりそうな使用人ばかり集まるのかしら……。




　ダグラスが忍にん者じやのように退出し、アルが肩かたを竦すくめてその後を追うと、私の部屋にはソファにふんぞり返ったユージィン様だけが残された。うう、王子様の存在自体が気まずい！

「アリア」

　気まずさの塊かたまりと化したユージィン様は、しかし涼すずしい顔で私の名を呼んだ。

「はっ、はい！」

「そう警けい戒かいするな。隣となりへ来い」

「いえ、私はこちらで結構です」

「内密の話があるだけだ。何もしないと約束する」

「本当ですか～？」

「二言は無い」

　そこまで言われては仕方ない。私はおそるおそる立ち上がって、ユージィン様の隣に座る。もちろん適切な距きよ離りをとっておりますわ。じっと見ていた王子が、はあ、とあきれたように息を吐ついた。

「こんなにままならない女ははじめてだ」

「そういうことをおっしゃると、信用を失いますよ？」

「わかったわかった、機き嫌げんを直せ」

　べつに機嫌は悪くありません。織田信長の妻は十人以上、子どもは二十人以上という情報を頭の中で反はん芻すうしていただけですわ。別の世界を生きているとはいえ、素養はあるということでよろしいのかしら。

　しかしむかついている私のことなどおかまいなしに、王太子はアクロバティックに話題を切り替かえた。

「そもそも、原因はお前だ」

　え、まさかの丸投げ？　どんな神経をしているんだ、鋼鉄ですか？

「王太子妃ひは無理だと、俺に宣言しただろう」

　それ、いろんな人に言ってたからなあ。でも、王子様に直接言ったことがあったかしら？

　困こん惑わく顔の私を眺ながめ、ユージィン様はすいと目を細めた。

「お前が十四リルを返しに来た日、中庭で。はじめてお前が前世の話を打ち明けた時だ」

「……そういえば」

　具体的なことをよく覚えていますね……、流石さすがやればできる王子様。ええ、はい、おかげで私も思い出しました。今思い返しても良く言えたと思うよ、すごいぞ私。

　過去に浸りかけた私を、存外真しん剣けんな王子様の声が現実へと引き戻もどす。

「あれから、何か方法がないかとずっと考えていた」

「方法？」

「察しが悪いな」

　王子様は長い脚あしを組み直して、わずかに顎あごを上げた。

「王太子妃の役目はジュリエッタに任せる。もちろんできる限りの代だい償しようは払はらう。しかし俺の妻となるのはアリア、お前だ。その予定だった」

「はい？」

　うん、それっていわゆる愛人ですよね。違ちがう、公こう認にんだから側室か？

　まあ、側室という名の愛人ですよね、前世では妻が十人ですものね？

　もう、これだから貴族って、男って！

「予定って、ユージィン様の勝手な予定でしょう？」

「まあな。しかし、ジュリエッタにとっても悪くない話だ」

　どこが？　愛人しか愛さないけれど、形式上正妻になってくれって、どんな発想だよ！

「あれにはあれの思おも惑わくがあった」

　王子様は悪戯いたずらっぽい笑えみで距離を詰つめてきた。今こそベルを鳴らす時じゃない？　懐ふところ刀がたなよろしくベルを構えたものの、思いきれない私の手首をユージィン様がぐいと掴つかんだ。

「まあ待て、ジュリエッタには事情がある」

「事情？」

「本当に鈍にぶいな。別に好きな男がいるということだ」

　好きな男？　『赤薔ば薇らの君』に？　青天の霹へき靂れきとはこのことだ。

　私の思考回路は一時的にフリーズし、すぐにポンコツなりに動きだした。いやっ、そんな噂うわさは聞いたことがありません！　実際、ユージィン様とのお茶会も断り続けていましたよね？

　百面相を横目で眺め、ユージィン様は愉ゆ快かいそうだ。

「相手の男は……、まあ、宰さい相しようが納なつ得とくする身分ではないからな。今回の婚こん約やく話自体、ジュリエッタとその男の仲を裂さこうという宰相の勇み足とも言える。ジュリエッタはそれを逆手に取ろうとしたわけだ」

「あの、待ってください」

　待って、ジュリエッタ様の好きなお相手って誰だれ？　めっちゃ気になる！

　その気持ちは顔に出ていたらしい。ユージィン様は先回りして、苦く笑しようしながら首を振ふった。

「俺がジュリエッタの秘密を明かすわけにはいかない。知りたければ自分で訊きけ」

「ええ～、酷ひどい！」

「酷くない。というか、本題から外れている。ここまでは理解しているか？」

「つまり、ユージィン様とジュリエッタ様の利害は一いつ致ちしていたということですね？」

「その通り。ジュリエッタとは話がついていた。アシュトリア王国は理想的な、未来の王おう妃ひを得る。婚約も結けつ婚こんも、形だけはきちんと整える。あとはお互たがい、愛する者と好きに暮らせば良いだろう」

　ダブル不ふ倫りんじゃん！

　いや、別に不倫ではないのか……王族が側室を持つことは普ふ通つうだし、身分の高い夫人が愛人を囲っているのも珍めずらしい話ではないもの、ああ、頭痛い………。

「囲われるほうは良い迷惑ですわ。もしも……もしも、私だったら、絶対逃にげます」

「結局逃げるのか……」

　王子様は僅わずかに拗すねたように私を見み詰つめた。何ですか、その表情。私が悪い感じになってる？

　違う、……違うよね、しっかり、アリア！

「そんな顔をするな。どうすればいい？」

「わ、わかりません……」

「俺にもわからない。こんなふうに誰かに恋こい焦こがれるのは、はじめてだからな」

「！」

　だから、唐とう突とつにそういう殺し文句を挟はさんでくるの、ほんっとうにやめてください！

　やっとのことで息をしている私などかまいもせず、ユージィン様はすいと立ち上がり、正面に立った。逆光の王子様は破は壊かい力満点で、私はぼんやりとその美しい姿を見上げる。

「お前が王太子妃になりたくないと言うなら、ならずに済むようにしてやろうと思っていた。しかし、そうも言っていられないらしい」

　ふいと妖よう艶えんな笑みを浮うかべた王子様が、優ゆう雅がな所作で私の目の前に跪ひざまずく。えっ、跪いた……？

　まずい、とひっこめようとした手を寸前で掴まれる。その瞬しゆん間かんの王子様の、してやったりといわんばかりの表情ときたら……きっと一生忘れられないと思いますわ！

「アリア・リラ・マテラフィ。お前を愛している。俺の妻となれ」

「…………、」

　くそう、油断した。ストレート過ぎて、笑ってしまいそうだ。

「心配するな、お前なら王太子妃も王妃も楽勝だ。楽勝でなくとも、俺がなんとかしてやる」

「先回りしないでください」

「側室も愛人も作らん。女はお前一人で手て一いつ杯ぱいだ」

　そんなに手のかかる妻になるつもりは、無い。

　できないことは、できるように努力すればいい。そもそも逃げ続けてこんなややこしいことになったのだ。もう、どう取り繕つくろっても無む駄だ、きっと王子様には敵かなわない。

「アリア、返事を」

　いつも見下ろされているので、見上げられるのは新しん鮮せんだ。ううっ、王子様のこの角度はやばい！

「……私では、王子様につり合いません」

「それは俺が決めることだ」
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「王太子妃なんて無理です、きっと迷めい惑わくをかけてしまいます」

「たいした仕事じゃない。母上だって、最近は寝ねてるだけだが許されているぞ」

「でも、それでもお許しいただけるなら……精せい一いつ杯ぱい、良い妻になるよう努めます」

「そうだな。だから諦あきらめて俺の妻に……」

　さらに口説きかけて、はたと気付いたらしいユージィン様と目が合う。

　うん、ちゃんと聞け。そして、既すでにいっぱいいっぱいなので手を離はなしてください。ホント、心臓がいかれそう。今死んじゃったら、不ふ名めい誉よな噂が流れそう。

　私がくだらないことを考えている間も、王子様は見たことがないくらい真剣な顔で私を見つめ、やがて口を開いた。

「……妻に、なると言ったか？」

「ええ、言いました」

「そうか……、そうか、感謝する！」

　あっけにとられている隙すきに王子様に抱だき締しめられたので、私は今度こそ呼び出し用のベルを思い切り鳴らし、頼たよりになる守護者たちを召しよう喚かんすることに成功した。







　王子様は二日ほど田舎いなか屋や敷しきに滞たい在ざいした。

　予想通りお兄様はあたふたしていたし、お義姉ねえ様はユージィン様の美び貌ぼうにきゃあきゃあ言ったり見とれたりして、絶賛混乱中のお兄様をやきもきさせたけれど、王子様はびっくりするくらい完かん璧ぺきに王太子らしくふるまった。この家の人間を敵にまわすのは得策ではないと考えて方針を変へん更こうしたらしい。

　お祭りまでは領地に留とどまるつもりだったけれど、ユージィン様はそうもいかないようだ。

「はやく帰らないと、エヴァンジェリンが一生口をきいてくれなくなる」

　そこですか？　他ほかにもあるでしょう、お仕事とか公務とか。

「では、ユージィン様は先にお戻りください。私は祭りが終わってから王都へ向かいます」

「駄だ目めだ」

「ええ、どうしてですか？」

　私だってお祭りは楽しみにしているのだ。友人たちにも会いたいし、祭りのダンスも踊おどりたい。それに巾きん着ちやくやらチーフやら、お祭りのバザー用にいっぱい作っちゃったし。

　けれど、私の懇こん願がんを込めた視線を受け止めても、王子の意志は揺ゆるがなかった。

「また逃げられると困る」

「逃げません」

「どんな理由であれ、今はお前の傍そばを離れる気にならん」

　ぐはっ、会心の一いち撃げきをくらった！　ちなみに、場所は食堂、テーブルに家人が全員揃そろっている。そんな夕食の席なのに臆おく面めんも無くその台詞せりふか！

「明日の朝には、アリアを連れてここを発たつ」

　領主名代たるクラウスお兄様よりもこの屋敷の主人らしく、王子様はそう宣言した。逆らえる人間がどこにいるだろうか。うわ、お義姉様がまたぽーっとしている！　頑がん張ばって、お兄様……ああっ駄目だ、既に目が死んでいますわ！

　仕方ない。マテラフィ伯はく爵しやく家の平和のためにも、お兄様や私の心の平へい穏おんのためにも、諦めて王都へ戻もどるしか道は無いってことですね……。







　絶望だ。

　神様仏様女め神がみ様、どうかどうか罪深い私をお許しください。

　いや、この世界で仏様はないな。アシュトリア国教で最高位の女神リューネアに全身全ぜん霊れいで許しを請こわなければ。なんなら神しん殿でんに籠こもりますから、どうかお慈じ悲ひを……！

「……」

　うう、どうしよう。アシュトリアの天使を泣かせてしまった……！

「エヴァンジェリン様、本当に、本当に申し訳ありませんでした」

　やっとのことでそれだけ言うと、王女様は私の胸むな元もとに顔を埋うずめたまま、小さくかぶりを振る。

「アリアさまは、なにも、わるくありませんっ」

　ようやく顔を上げた王女様は、濡ぬれた瞳ひとみでユージィン様を睨にらみつけた。うわあ、これは応こたえるかも……案の定ユージィン様が虫の息です、許してあげてください。

「わたくし、今回ばかりは怒おこっていますのよ。ジュリエッタ様を正せい妃ひに、アリア様を側室にしようなんて、神様がお許しになっても私とお母様が絶対に許しませんから」

「だから、色々と事情があると話しただろう」

　ユージィン様がそう言うと、エヴァンジェリン様はぷいっと顔を背そむけた。

「お兄様とお話しすることは、何もありません」

　うわ、会心の一撃だ！　王子様の死亡を無事確かく認にんして、私は王女様の顔を覗のぞき込んだ。

「エヴァンジェリン様、ご心配をおかけしたこと、申し訳ありませんでした。私が勝手な思い込みで逃げだしたのです。ユージィン様のせいではありませんわ」

「いいえ、アリア様のお立場を顧かえりみない発言の数々、はっきりとこの耳で聞きました。お兄様は人の気持ちが分からないのです、そもそも理解しようとしないのですもの！」

　うわあ、ぎゅうっと抱きつかれた。もう死んでもいい。

「でも、アリア様が帰ってしまって、私も思い知りました。もうお兄様なんてどうでも良いのです。アリア様はわたくしのお友達です。お願い、もう急にいなくなったりしないでください！」

「エヴァンジェリン様……！」

「おい、どうでも良くはないぞ」

　あ、ユージィン様が復活した。

「お兄様は黙だまっていらして」

「黙っていられるか。アリアには結けつ婚こんを申し込んだ。もちろん、承しよう諾だくも得ている」

「え？」

　わずかに首こうべを回めぐらして王子様をちょっとだけ見てから、お姫ひめ様は顔を上げた。

「……ホントですか、アリア様」

　大きな青い目が私の顔を覗き込む。ああ、エヴァンジェリン様……マジ天使。

「はい、ユージィン様のお言葉通りです」

「まさか、王家の権力を振ふりかざしてアリア様を脅おどしたとか、そういうことでしょうか？」

　あはは、お兄様信用なーい！　まあ、力ずくで迫せまってきたというのは間ま違ちがいではない。さすが妹君、よくわかっていらっしゃいますわ。こんな時だというのに、私は思わず吹ふき出した。

「まあ、そういうことも無いことはないのですけど」

「やっぱり！」

「おい、アリア！」

「でもね、エヴァンジェリン様」

　なるべくユージィン様に聞こえないよう、私は可愛かわいいお姫様に顔を近づけて、そっと打ち明ける。

「私、ユージィン様がほかのどなたかと結婚するのは嫌いやだったみたいです。ええ、もう、泣きながら逃にげ出してしまうくらいには」

　宝石のような青い瞳に、ぐぐっと涙なみだが盛り上がる。

「では、私の……お義姉様に、なってくださいますの？」

「そうなれるよう、最大限に努力します」

「言いましたわね？　絶対、絶対逃がしませんから！」

　ああ、姫君にロックオンされた。逃げようなんて思っていないけど、逃げられる気もしない。

「捕つかまったな。エヴァは俺より手て強ごわいぞ」

「あら、エヴァンジェリン様に捕まるなら本ほん望もうです」

　そう言って笑ってみせると、ユージィン様はムッとしたように何かを言いかけて、寸前で止やめた。どうやら王女様に甘いのは、私だけではないらしい。

　不幸中の幸いは、ユージィン様とジュリエッタ様の婚こん約やく話が公表前だったということだ。国王陛下には王子様が詫わびを入れてくれたけど、宰さい相しようとの話し合いには私もついて行くことになった。




「アリア嬢じようには詫びねばならん」

　むっつりとした表情のまま、ファビオ宰相は最初にそう言った。

「私の勇み足で、色々と苦労をかけたようだ」

「いえ、私も軽けい率そつな行動で、ご、ご迷めい惑わくをおかけしました」

　私が逃げたことで婚約話が白紙になったのだ、表面上はどうあれ、ものすごく怒っている可能性もある。いやっ、怖こわい！

「正直に言ってしまえば」

　と、重々しく宰相は言葉を続けた。

「我々はジュリエッタと殿でん下かのたくらみに振り回された、いわば被ひ害がい者しやだと認識している」

　わあ、全力で同意したいけど無理かなー。ジュリエッタ様を責めるようなことはしたくありませんものね。

「誰だれが被害者だって？」

　すうっとユージィン様が目を細める。

「娘むすめの気持ちを無視して縁えん談だんを進めるからややこしいことになるのだ。お前の娘は親の言うことに従うだけの傀かい儡らいではない。少しはあれの話をきいてやれ」

「ご忠告は心に留めておきましょう」

　慇いん懃ぎん無礼に頷うなずいてから、宰相は私へと視線を移した。

「アリア嬢」

「はい」

「近いうちに茶会へ招待したいと、ジュリエッタから伝言だ」

「まあ……あの、ジュリエッタ様はお元気でしょうか」

「元気過ぎて困る」

　ファビオ様は何かを諦あきらめたような顔で、小さく息を吐ついた。

「親の私が言うのもなんだが、ジュリエッタは聡さとい娘だ。できれば、あの聡そう明めいさを最大限に活いかせる地位に就つかせてやりたかった。王太子妃ひになり、いずれ王おう妃ひになれば、必ず国のためになると、そう考えたことは間違いではないと思っている」

「はい、ジュリエッタ様なら宰相にだってなれると思いますわ」

　ぽろっと言ってしまってから、まずいと気付いたけど遅おそい。

　ユージィン様とファビオ宰相が、二人しておかしな顔をして、こちらを見ている。女宰相なんてこの国ではありえないことなのだ。

「あのっ……、宰相のお仕事を軽かろんじているわけではありませんわ。ジュリエッタ様ほどの才さい媛えんなら結婚相手の地位や権力を借りずとも国の助けとなれるのでは、……と、思って、」

　あれ、駄だ目めじゃない？　これ余計に傷口を広げてない？　だったら王妃の地位を譲ゆずれば良い話だと言われたらどうしよう。

「は、女が宰相か。悪くない考えだ」

「ご冗じよう談だんを、……務まるわけがない」

「わからんぞ。ひょっとしたら貴様以上の宰相になるかもしれん」

「褒ほめ言葉としてありがたく受け取っておきましょう。それにしても」

　ファビオ宰相の顔に、はじめて笑えみに近いものが浮うかぶ。

「アリア嬢はなかなか斬ざん新しんな考えをお持ちのようだ」

「当たり前だろう、俺の選んだ女だぞ」

「これは失礼を。以後、認識を改めましょう」

　おかしいな、なんか褒められている気がしないぞ。宰相から変人認定を受けてしまった気がする。

　むしろ私は被害者よりだと思っていたのに……、意味がわからない！







　広い庭に用意されたテーブルに就くと、向かいの席のジュリエッタ様がにっこりと微笑ほほえむ。

『赤薔ば薇らの君』は今日も麗うるわしい。

「ひとつだけ確認して良いかしら」

　準備がすっかり整い、召めし使つかいが離はなれたことを見計らって、ジュリエッタ様が切り出した。

「殿下の求きゆう婚こんを受け入れたのは、貴女あなたの本意？」

「え？」

「無む理り強じいをされたのではなくて？」

　おお、剛ごう速そつ球きゆうストレート、これは逃げも隠かくれもできない。頷いて、視線を受け止める。

「ええ、申し込みを受けたのは、私の意志です」

「それはよかったわ。……でもね、ひとつだけ忠告しておくわ」

　ため息に乗せた声は、多分に諦めの色を含ふくんでいた。

「殿下は人の気持ちの機き微びに疎うとい方です。事情も話さないうちに私との婚約を貴女に伝えるなんて、想定外にもほどがあるわ……、貴女が心配よ、アリア」

　ありがとうございます。確かにあの時は混乱したし、偽ぎ装そう結けつ婚こん計画が判明した今でも納なつ得とくはしていない。そもそも私の辞書にダブル不ふ倫りんの文字は無いのだ。

「もちろん、私も軽率だったわ。ごめんなさいね、アリア」

「え、と、とんでもないです！」

『赤薔薇の君』の謝罪に、私は慌あわてふためいた。私の倫りん理り観ではアウトだけどこの世界ではあり得る範はん囲いで、客観的に見てジュリエッタ様が謝る筋合いではない。

「私のほうこそ、わがままを押し通してしまいました」

「いいえ、安々と受け入れなかったのは、貴女の美徳だと思います」

　真ま面じ目めな顔を作っているけれど、『赤薔薇の君』の目は笑っている。

「王太子妃になりたくなかったのでしょう？　殿下にそう宣言したと聞いたわ」

「ええ……はい」

「だけど貴女は結局、あなたの意志で求婚を受け入れた。間違いない？」

「……はい、その通りですわ」

　私が頷くと、ジュリエッタ様はクスクス笑って小さく肩かたを揺ゆらした。

「それならいいの。殿下は殿下なりに、必死だったのだもの。よほど貴女に執しゆう着ちやくしているのね」

　ええ～、執着とか言われると照れ……いや、照れないな、むしろ笑えない。

　赤くなったり青くなったりしている私をまじまじと見つめ、『赤薔薇の君』はほんの少し首を傾かしげる。

「貴女が羨うらやましいわ。私の想おもい人は、王太子との婚約話にもビクともしなかったから」

「！」

　そうだよ、ジュリエッタ様のお相手をまだ教えていただいていない。願望が顔に出たのか、ジュリエッタ様はいぶかしげにひとつ瞬まばたきをした。

「あら、殿下から聞いているのでしょう？」

「……そういうお相手がいる、とだけは教えていただきました」

「まあ」

　パチパチと瞬きすると、長いまつげで風が起こりそうだ。

「今、王子のことを少し見直しました。意外と口が堅かたいようね」

　ここで見直されちゃうって、どうなの王子様。ジュリエッタ様を敵にまわすことを恐おそれていたみたいですよぅ、とは言わないでおこう。そんなことより、今は知りたいことがある。

「あの、ジュリエッタ様」

「ふふ、私の想い人が誰なのか、知りたい？」

「はい！」

「では、その素す直なおさに免めんじて、教えます」

　隠しても仕方ないので食い気味に頷くと、ジュリエッタ様はにっこり笑った。

「私の好きな人は、鋼はがねの心を持った騎き士し様よ」

　鋼の心を持った騎士様……、騎士様？

　思わず首こうべを回めぐらせる。お茶会のテーブルから少し離れた生け垣がきの前に、その人は今日も佇たたずんでいた。私の視線に気付いたのか、わずかに顎あごを引いて目礼をする。舞ぶ踏とう会でも教会でも、ジュリエッタ様に付き添そっていたあの騎士様だ。確かアルに名前を聞いたはずなのに、思い出せない。

「あの、もしかして……」

　深窓のご令れい嬢じようと護衛騎士の恋こいってこと？　いやっ、尊すぎて無理なんですけどっ！

「アリア」

「は、はい！」

　慌てて振ふり返ると、ジュリエッタ様が艶えん然ぜんと微笑む。

「そんなに見み詰つめたら、彼に穴が開いてしまうわ」







「まさか本当に全部寄付するとは思いませんでした」

「だって春祭りには行けなかったもの、仕方ないでしょ？」

　ようやく落ち着いた日曜日、今日は教会の慈じ善ぜんバザーだ。早朝、馬車に木箱をいくつも載のせて、私たちは教会へ乗りつけた。中身は全すべて私が心を込めて刺し繍しゆうをした小物たち、つまり本日の商品である。

「まあまあアリア様、ようこそいらっしゃいました」

「おはようございます、シスター・レオノーラ」

「よくお戻もどりいただきました。それにこの荷物──、もしやこれは、全て？」

「はい、寄き贈ぞう品です。少しでもお役にたてれば嬉うれしく思います」

「感謝します。貴女に女め神がみの加護があらんことを」




「はいはい、一列に並んで」

　全員に配はい膳ぜんをする効率的な方法といえば、やっぱ給食方式だよね、懐なつかしい。白いエプロンを借りたし準備は万ばん端たん。私は大きなお鍋なべの前に立ってスープを注つぐ係、花形である。

　負担の大きいバザーの手伝いはアルに頼たのんだのだから、こっちは私が頑がん張ばらなくちゃ。

「アリアさま、ありがとうございます」

「ありがとうございますー！」

「はい、気を付けて席についてね」

　育ち盛りの子どもたちに、一片ぺんのパンと薄うすい野菜スープ、それからチーズとベーコンをひとかけらずつかあ。どう考えても足りない。それでも、待望の食事とあって子どもたちの声は弾はずんでいる。

　でも、これじゃすぐにお腹なかが空すくよね……！

「睨にらんでいても量は増えんぞ」

　思わず鍋を睨んでいると、不意に上のほうから聞き覚えのある声がした。慌てて顔を上げる。

「……っ、でっ、でっ、」

　殿でん下か呼びはヤバイとすんでのところで思いとどまる。なにをやっているんですかこんなところで！

「珍めずらしい格好をしているな、アリア」

「ゆ、ユージィン様こそ、どうして、」

「市場に来たついでだ」

　いやいや、バザーに寄ったなら、なんでこんなところにいるの、救民院の食堂ですよ？

「バザーに壁かべ男おとこがいただろう。奴やつにお前がここにいると聞いてな」

「ええ、人手が足りないようなので、アルと私でお手伝いを……」

「配膳のシスターかと思ったらお前だ。驚おどろいたぞ」

「ええと、これには深い事情がありまして」

「は、想像はつく」

　と小さく笑って、ユージィン様はひょいと後ろを向いた。

「おいヤムル、ここに」

「はい」

　ユージィン様の陰かげからすっと現れたのはヤムルだ。テーブルの上にバスケットを置き、上にかぶせてある布ふ巾きんをめくる。そこにはつやのある赤い果物がぎっしりと並んでいた。

「イチゴだ！」

「おいしそう！」

「これ、食べていいのか、アリアさま？」

　気が付くと、いつの間にか集まってきた男の子たちがのぞき込んでくる。

「どうかしら。これは私じゃなくて、こちらの方たちが持ってきてくれたのよ」

「この人たち、だれ？」

　こらこらこら、ちょっと待って。言っておくけど、いや言えないけど、この人この国の王子様だからね。たぶん怒おこらないだろうけど、怒ったら怖こわいよ？　私は身をもって知っているぞ。

「あのね、この人は私の知り合いで──、その、わりと偉えらいひとなの」

「えー、嘘うそだろ。どう見ても冒ぼう険けん者とか、ナラズモノじゃん」

「アリア様も、セイラも騙だまされるなよ」

「でも、この前お野菜を洗うのを手伝ってくれたもん。男の子たちはいつも嫌いやがって逃にげちゃうでしょ」

　ええ、それってどういう状じよう況きよう？　ヤムルはともかく、ユージィン様も野菜を洗ったの？　想像すると可笑おかしいけれど、王子様ならやりかねない。

「おい。ならず者とは誰のことだ」

「ごめんなさい、ナラズモノっぽいお兄さん……えっと、ナラズモノって何？」

「ならずものっぽいお兄さん……、」

　私は横目でユージィン様を見て、耐たえられず吹ふき出した。一いつ般ぱん市民を装うつもりで色々間ま違ちがえているせいか、正体不明の胡う散さん臭くささが滲にじみ出ている。それにしてもならず者って！

「おい」

「あら、失礼いたしました」

　間ま抜ぬけなやりとりのおかげで男の子たちの警けい戒かい心しんは緩ゆるんだらしい。その隙すきをつくように、ユージィン様が子どもたちを見み渡わたす。

「まあいい。みな、皿を持ってこい」

　有う無むを言わせぬ響ひびきに操あやつられるように、子どもたちがユージィン様を見た。

「さて、ここにあるイチゴは、このヤムルが丹たん精せい込めて育てたものだ」

「ええっ、ヤムルあなた、イチゴまでつくっているの？」

「はい、これもぼくの仕事ですから」

　お茶を淹いれれば絶品だし御ぎよ者しやも務める、もちろん王子の仕事のお手伝いもするだろうし、その上家庭菜園までやるって、どんだけ働くのよ、ヤムル君。

　感心している間にも、王子様は子どもたち相手に弁べん舌ぜつを振るう。

「異国人の育てた果物など食えんというのなら、それでもいい。その気き概がいがあるなら金は出す、何か代わりのものを買って来るがよかろう」

　男の子たちがどうしようかと顔を見合わせている間に、セイラを先頭にして女の子たちが次々とイチゴの前に並んでいく。さらに、ユージィン様がにやりと笑って追つい撃げきした。

「だがひとつ言っておく──、ヤムルのイチゴは甘いぞ？」

　うわあ、いつもお腹を空かせている子どもたちにこの仕打ちは無いよ、大人げない、抗あらがえるはずがないじゃん。男の子たちは我先に自分のお皿を取りに戻り、するするっと列が長くなる。

　ユージィン様は満足そうに頷うなずいた。

「ではヤムル、配ってやれ」

「……かしこまりました」

　セイラの皿にヤムルがイチゴを三つ載のせる。

「ありがとう、ヤムル！」

　掛かけ値なしの感謝の声に、あとに続く子どもたちもならった。

　救民院では、まるまるつやつやの熟したイチゴはとてつもないごちそうなのだ。

「はいはい。じゃあ、受け取った人から席に戻ってゆっくり食べてね！」

　僅わずかな反骨心も、異国人への差別と警戒心も、イチゴの甘い匂においの前では無力である。子どもたちはヤムルからイチゴを受け取り、それぞれに美味おいしく平らげたのだった。




　王子様とヤムルは何故なぜか子どもたちのハートを掴つかんだようだ。

　さんざんチャンバラごっこの相手をさせられ、ようやく男の子たちの輪から抜ぬけ出して来たユージィン様は、私の隣となりに落ち着いた。遊び足りない男の子たちの相手は、今はヤムルが一人でこなしている。

「驚きました。ユージィン様って、ちゃんと手加減ができるのですね」

「……お前、俺を何だと思っているんだ？」

「いえ、本当に面めん倒どう見みがいいから……、よいお父さんになりそうだなって」

「そうだな、子どもははやく欲しい。お前との子なら、何人でもかまわんぞ」

「……もう！」

　なっ、なにを言い出すんだ、臆おく面めんも無く！　そういうところですよ、ユージィン様。

「どうして怒っている？」

「ユージィン様が、恥はずかしいことをおっしゃるからですっ」

「恥ずかしくはないだろう。いや、しかし困るな」

「え？」

「自分で言うのもおかしいが、子どもができたらものすごく甘やかしてしまいそうだ」

　あーあーあー、もう聞こえません。

　えっと、違ちがう話題、違う話を振ふろう。これ以上は顔面がやばい気がする。

「……それにしても、ヤムルがすっかり馴な染じんで、よかったですわ」

「そうだな。子どもは順応がはやくて良い」

「あら、ユージィン様のおかげだと思います。イチゴを配ったとき、すごいなって思いましたもの」

『嫌なら食べるな』って切り捨てるかと思ったのに、ユージィン様は選ばせた。損得のない選せん択たく肢しを挙げたことで、子どもたちは自分の意思でヤムルのイチゴを選んだことになる。

「脅おどしではなくて、子どもたちが自主的に選ぶようになさったでしょ？」

「ああ、あれか。食べたいなら頭を下げろ、では子どもに不快な記き憶おくが残るだろう」

「ええ、そうですわね」

　もしも脅したのなら、子どもたちとヤムルの距きよ離りは縮まらなかっただろう。その子どもたちは、今まさにヤムルに総攻こう撃げきを仕し掛かけて軽々と倒たおされている。背後からの一いち撃げきを軽く流され、最後の男の子がしりもちをついた。すでにやられた男の子たちがやんやとはやしたてる。

「くっそー、ヤムルおまえ、背中に目があるのかよ！」

「いいえ。でも、気配でわかります」

「すっげーな、異国人だからか？」

「異国人は関係ないです」

「もういっかい、もういっかいやろうぜ、ヤムル！」

「ちょっと待て、みんなで作戦をたてよう」

　ヤムルも男の子たちも楽しそうだ。見守っているユージィン様の表情も柔やわらかい。

「アリアさま！」

　そのとき、不意打ちで誰だれかが体当たりしてきた。後ろを振り向くと、セイラがニコニコと笑っている。

「ほら、冠かんむりできたよ！」

「まあ、二つも？　セイラが作ったの？」

「そう、こっちはお兄さんので、こっちはアリアさま」

　言いながら、セイラはユージィン様と私の頭に花の冠を置く。クローバーのベースに小さな花をたくさん刺さしてあって、なかなかに豪ごう華かだ。

「とてもお似合いです、ユージィン様」

「は、お前もな」

　顔を見合わせてから、ユージィン様がセイラの頭を撫なでた。

「礼を言うぞ、セイラ」

「ふふ、その言いかた、王様みたい！」

「そうか？　では、アリアが妃きさきだな」

「えー、アリアさまは、ほんものの貴族なんだよ？」

「問題ないさ」

　セイラちゃん、その人ホントにそのうち王様になる予定なんだよ～、とは言えないですけどね。

「そっかあ、ユージィンさまはアリアさまが好きなのね？」

「その通りだ。セイラは聡さといな」

「ユージィン様！」

「あ、アリアさま、赤くなってる」

　はっと気がつくと、いつのまにか子どもたちの視線を集めていた。

「ねえアリアさま、このひとと結けつ婚こんするの？」

「するんですかー？」

　口々に問いかけてくる子どもたちに、王子様がふっと笑う。いやっ、ちょっと待って、嫌いやな予感！

「ああ。祝いの日にはお前たちにも菓か子しを分けてやる、楽しみにしておけ」

　ほらあっもう！

　だけどわあっという歓かん声せいがあがり、子どもたちが口々にお祝いの言葉をくれたので勝手に顔が緩んで緩んで、制せい御ぎよ不能になってしまった。絶対私、デレデレしているよね？

　もう、文句を言いたいのに心外ですわ！
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『失礼しまーす』

『ああ、君か。どうしたの？』

『これ、教室に置いてありました。秋山先生の本でしょう？』

　忘れ物は、新書版の歴史研究書だ。まず秋山先生で間ま違ちがいないと届けに来たのである。

『あれ、本当だ。わざわざありがとう』

『面おも白しろそうな本ですね』

　お愛あい想そを言うと、秋山先生の表情がぱあっと明るくなった。なんというわかりやすい大人だろう。

『そう思う？　この本は、信長というより、父親の信のぶ秀ひでと母親の土ど田た御ご前ぜんについて詳くわしくてね』

『へえ……。織田信長のお母さんって、どんな人ですか？』

『どんな人物か、というのは難しいな。そうだね……、彼女は、信長よりも弟の信のぶ勝かつを可愛かわいがっていた。溺でき愛あいしていた。思いあまって家か督とく争いをけしかけるんだから、相当なものだよ』

『ええ？　信長も、その人の子どもですよね？』

『そう、文ぶん献けんによれば、二人とも実の息子むすこだ』

　それは複雑だなあ。息子二人への愛情にどうしてそこまで差がついたのか、見当もつかない。

『母のとりなしもあったのか、信長は弟信勝の謀む反ほんを許した。一度目は』

『一度目……ってことは、二度目があったんですか？』

『そう。なかなか壮そう絶ぜつだよね。二度目の時は、さすがに弟を処断している。だけど面白いことに、土田御前は本能寺の変までは信長の庇ひ護ご下で、その後も一族のもとで生き延びたんだ』

　ええ、戦国時代、半はん端ぱない！　弟を処断した兄のもとで、母親は何を思って生きたんだろう。

『信勝の謀反も一度は許しているんだ、信長は意外に身内に甘いところがあるね』

『冷れい酷こく非情なイメージですけど』

『それが、弱い者に優やさしかったという逸いつ話わが色々とある。有名なところなら、山やま中なかの猿さるかな』

　猿って秀吉かな、と思ったけど違うらしい。秋山先生は立て板に水のごとく話を続ける。

『猿は比ひ喩ゆだよ。信長は、街かい道どうで物もの乞ごいをしていた、体の不自由な男に施ほどこしをしたんだ。何度も見かけるうちにその男を哀あわれんだと言われている。あとは、足軽の鳥とり居い強右すね衛え門もんへの弔とむらいも有名だ』

『あしがる？』

『興味があるなら、さっきの本と……えっと、こっちも貸してあげよう』

『…でも、』

『まあまあ。騙だまされたと思って読んでみて。いつか役にたつことがあるかもしれない』

　そう言って秋山先生は穏おだやかに笑う。

　窓から西日が差して、準備室は茜あかね色いろに染まっていた。
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「なんだか眠ねむそうですね？」

　身み支じ度たくを終えるとアルが鏡越ごしに私を見て、ちょっと心配そうに眉まゆを寄せた。

「夢を見たの」

「ああ、なるほど」

　ひとつ頷うなずいて、それ以上突つっ込んでは来ない。私も話をする余よ裕ゆうは無い。やばい、緊きん張ちようしている。なにを隠かくそう、これから私は王おう妃ひ様の静養先にご挨あい拶さつに伺うかがうのだ。もちろん王家のご兄妹きようだいも一いつ緒しよだ。




『婚こん約やく発表の前に母上へ報告に行くぞ』

　いつものように突とつ発ぱつ的にやってきた王子様に知らされたのはほんの三日前のこと。

『出発は明後日、むこうに幾いく日か滞たい在ざいする予定だ。用意しておけ』

『ちょっと、待ってください！　私にも都合というものが……』

『お前、俺よりは暇ひまだろう』

　そう言われてしまえば、ぐうの音も出ない。せめてアルを連れて行こうと誘さそったのに、『忙いそがしくてそれどころじゃありません』と断られてしまった。確かに、勝手に領地に戻もどってお父様にも迷めい惑わくをかけてしまったから無理を通すわけにもいかない。そう腹をくくったところで今朝の夢だ。王妃様のところへご挨拶に行くというのに、織田信長とその母の確かく執しつを思い出すなんて、やっぱこれ相当なプレッシャーじゃない？　アシュトリアの天使が一緒に来てくれるというのが、唯ゆい一いつの心の支えですわ……。

　お城から迎むかえに来た馬車に乗って王都から三時間ほど。目的地のカルヴァは典型的な港町だ。

　海辺に面した小高い丘おかの上にある王家の別べつ邸てい。海を一望できる部屋に、その人はいた。

「お母様！」

「まあ、エヴァ、いらっしゃい」

　豊かな金色の髪かみと青い瞳ひとみ、透すき通るような白い肌はだ。天てん蓋がいつきのベッドに身体からだを起こしているのは、我が国の王妃、シルヴァーナ様その人だ。挨拶のタイミングをはかりかね、私はベッドに駆かけ寄るエヴァンジェリン様を見送った。

「母上、お久しぶりです」

「本当に。母のことなど忘れたのかと心配になりましたよ、ユージィン」

「今日はお加減がよろしいようで、何よりです」

　王妃様の視線が移動して、私を捉とらえる。

「道楽ものの息子がようやく身を固める気になったのだもの、寝ねていられないわ。ほら、はやく紹しよう介かいしなさい、ユージィン。可か哀わい想そうに、お嬢じようさんが困っているわ」

「困っているのか？」

　は、それを訊ききます？　もちろん困っているに決まってるでしょう！

「お母様、私からご紹介します」

　見み兼かねた私の天使様が跳はねるように戻って来て、手を繋つないでくれた。そのまま小さな王女様に手を引かれ、私は王妃様のベッドの傍そばへと近づく。

「お母様、アリア様です。私の大事なお友達ですわ」

　王女様のおかげでようやく自己紹介のタイミングを得て、私は最大級の礼をとった。

「アリア・リラ・マテラフィと申します。王妃様に拝はい謁えつをお赦ゆるしいただき、身に余る光栄に存じます」

「そう畏かしこまらなくて大だい丈じよう夫ぶよ。こちらこそ、エヴァが仲良くして貰もらって嬉うれしく思います。この子は内うち弁べん慶けいだから、相手をするのは大変でしょう？」

「とんでもありません。エヴァンジェリン様は私の天使様です」

「まあ、アリア様、恥はずかしいわ」

　ああ、照れてるエヴァンジェリン様、めっちゃ可愛い！

「お母様、最近はアリア様と刺し繍しゆうをご一緒していますのよ。とてもお上手ですの」

「それは是ぜ非ひ見てみたいわ。では、明日あしたはエヴァとアリアに刺繍の腕うでを披ひ露ろうしてもらいましょう」

「素す敵てき！　アリア様、良いかしら？」

「もちろん、光栄です」

　麗うるわしい母子の会話にほのぼのしていると、不ふ機き嫌げんな声が背後から飛んできた。

「おい、勝手に話を進めるな」

「あら、ユージィン、まだいたのですか？」

「お兄様、アリア様は私のお友達です。明日は一日、お母様と三人で刺繍を楽しみますから」

　おお……見事なコンビネーション。王子様は苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔で近づいてくると、私の肩かたを抱だいてぐいと引き寄せた。ええ～、もう、リアクションに困る！

「母上、改めて紹介する。彼女はマテラフィ伯はく爵しやく家の娘むすめ、アリアだ。俺はアリアと結けつ婚こんする」

「……ギリギリ及きゆう第だい点かしら、エヴァ？」

「いいえ、不合格ですわ」

　エヴァンジェリン様の点数が辛からいのは、未いまだにジュリエッタ様の一件が効いているからだろう。ギリ及第点と言い放った王妃様が、すいと背筋を伸のばした。とたんに王妃様らしい威い厳げんが放たれる。

「ユージィン、結婚相手の母親に紹介されるということは、どんな娘にとっても相当な重圧がかかるイベントよ。気き遣づかいが足りないのではなくて？」

「……」

　はあ、と息を吐ついて、ユージィン様は私の手を取り、王妃様にまっすぐに向き合った。

　それから、びっくりするほど優ゆう雅がに胸に手をあて、礼をとる。

「母上、私はアリアを愛している。彼女との婚こん姻いんを祝福して貰えるだろうか」

「……」

『私』という一いち人にん称しようははじめてだ。驚おどろいたのは私だけではなかったのだろう、王妃様は数秒間沈ちん黙もくすると、パチリとひとつ瞬まばたきをした。視線が横にスライドして、私を捉えたところで停止する。

「アリア・リラ・マテラフィ。息子むすこの言葉を聞きましたか？」

「はい、王妃様」

「王太子は貴女あなたへの愛を口にしました。貴女にはこの子と一生を共にする覚かく悟ごがあるのかしら」

「はい、王子と共に在ることは、私の望みでもあります」

「では、国こく母もとして民たみを導く覚悟はできていますか？」

「……、」

　はい、と答えるには、もちろんです、と頷くには、その問いかけはあまりに重くて、息を止める。

　ぐるぐると色々な可能性が脳のう裏りを巡めぐった。

「畏おそれながら」

　ああ、緊張で声が掠かすれる。

「私はただの田舎いなか娘です。伯爵家とは名ばかり、伝統も格式もない、騎き士し階級あがりの田舎貴族の娘です。どれだけの覚悟を以もつてしても、民を導くなどという大それたことは申し上げられません」

　私の返答に驚いたらしく、王妃様が目を見開いた。

　だって仕方ない。私の根底には、どうしたって前の世界の常識がある。その記き憶おくが、絶対支配を拒きよ絶ぜつするんだもの、支配階級に有ることに罪悪感を抱いだかせるんだもの。

「その代わり、私には民の暮らしに触ふれる機会がありました。畑で働く小作人たちの不安定な生活や、街で林りん檎ごを売っている男の子が兄弟のために頑がん張ばっていることや、教会にいつもお腹なかを空すかせている子どもたちが大勢いることを、知ることができました」

　アシュトリア王国は平和で豊かな国だ。

　だけどやっぱり、貴族の国なのだ。名ばかりの役職で優雅に暮らしている上流貴族が存在する一方、国民のほとんどは、その日一日を懸けん命めいに生きている。

「私は、そういう人々の心に寄り添そう存在でありたいと思います」

　見上げると、王子と同じ色の瞳が、王おう妃ひの風格で私を見み据すえていた。

「アリア、優やさしいだけでは人心を統すべることはできませんよ」

「人の心を惹ひきつけ、導くカリスマは、過ぎるほどユージィン様がお持ちでしょう」

　私の返答をどう受けとめたのか、王妃様は数秒間私を眺ながめてから瞬きをした。再び視線が移動してユージィン様を捉えると、王妃様は今度こそ悪戯いたずらっぽく吹ふき出す。

「あなたに相応ふさわしい伴はん侶りよね、ユージィン。とても面おも白しろいわ」

「母上は、人が悪い」

　クスクスと笑いながら、王妃様はまたこちらをみてひょいと肩を竦すくめた。

「ごめんなさいね、アリア。もちろん、結婚は心から祝福するわ」

「……、あ、ありがとうございます」

「今の問答は形式的なものだから、心配しないで。ああ、でも、驚きました。覚悟を問われたら『はい』と答えればよいと、ユージィンに聞いていなかったの？」

　ええっ、聞いてない！　思わずユージィン様を振ふり返ると、王子様は顎あごをあげてふっと笑った。

「どう答えるか、俺も聞きたかったからな」

　なんだそのドヤ顔！　お二人がいなかったら、文句の百も言ってるところだ。私の憤ふん慨がいを察したのか、エヴァンジェリン様が近づいてきてぎゅっと腕に抱きつく。

「考え直すなら今のうちですわよ、アリア様」

「そうねえ。私ならユージィンと結婚なんて、裸足はだしで逃にげ出すわ。アリア、婚こん約やくまでは猶ゆう予よがあります。気が変わったら相談に乗るから、いつでもいらっしゃい」

「はい、よく考えてみます」

　母娘おやこの優しいお言葉に心を込めてお礼を言うと、王子様は口をへの字にした。

　ええ、少しは懲こりると良いと思いますわ。







　王妃様は外へは出ない。

　約束通り、昨日は日当たりの良い窓まど際ぎわのソファに腰こし掛かけて、エヴァンジェリン様と三人で刺繍をしたけれど、窓すら開けようとはしなかった。海風が身体からだに障さわるというのだ。疲つかれのためか、昼近いというのに今日はまだお休みだという。王子様も王女様も気にかけているし。もちろん私も心配だ。

　紅茶のカップが空になると、エヴァンジェリン様はぽつりぽつりと王妃様の話をはじめた。

「春は、外の空気がお身体に障るのです。咳せきが止まらなくなったり、微び熱ねつが続いたり。前に倒たおれたときには、咽喉のどがひゅうひゅうと鳴って、苦しそうで……」

　季節によってあらわれる、咳、微熱、呼吸困難……もしかしてアレルギーとか？

　そう思いついても薬を出せるわけではないし、対処法だって当たり前のことしか思いつかない。

「風に乗って、王妃様の身体に障る何かが飛んで来るのではないでしょうか」

「え？　でも、ほかの者はみな、平気ですよ」

「私の田舎に、森に行くと具合の悪くなる友人がいました」

　本当は前世の友人だ。アレルギーで呼吸困難になるのは、相当重いはず。

「ええ、糸いと杉すぎの森です。花が咲さく季節には、その子だけ具合が悪くなるのです。それで森に近づかないようにしたら、ずいぶんと良くなりました」

「糸杉はこの辺りにもたくさんありますけど、花が咲いていることすら知りませんでしたわ」

　あれ、花には見えませんものね。私が知っているのは、枝から砂のように舞まい散る黄色い粉のイメージだ。

「花粉がお身体に障るのなら、窓を開けた後は念入りに床ゆかの水みず拭ぶきをすると良いかもしれません。あとは、布で口と鼻を覆おおうマスクを作ってみたらどうでしょう」

「なるほど、吸い込まないようにするのですね？　私からお母様にも話してみます」

　エヴァンジェリン様は、私のあやしげな進言にも大きく頷うなずいてくれた。

「思いつきですから、あまり期待はしないでくださいね」

「あら、お母様がよくなるならどんなことでも試ためしてみるというのが、王家の方針なのです」

　王女様ははにかんだように笑う。ああ、けなげすぎて今すぐ抱だきしめたい。私が内なる衝しよう動どうと小こ競ぜり合いを繰くり広げていると、エヴァンジェリン様はふと窓の外に視線を移した。

　窓の外には、凪ないだ海が広がっている。

「あの、アリア様。今から海へ行きませんか？」

「海に？」

「今日はお母様、ずっとお休みだと思います。だから私、いちど海岸へ行ってみたいと思って」

　エヴァンジェリン様がそう提案したとき、はかったようなタイミングで前まえ触ぶれなくドアが開いた。はい、ノックがないからユージィン様ですよね。

「ここにいたのか。アリア、出かけるぞ」

　唐とう突とつさにはもう慣れっこなので、私はおっとりと首を傾かしげてみせた。

「まあ、どこへですか？」

「海だ」

　得意げなユージィン様を数秒眺め、エヴァンジェリン様と思わず顔を見合わせる。丁度良かった、王子様も一いつ緒しよにいらしてくれるなら安心だ。

　奇き跡せき的なタイミングの良さに免めんじて、ノックが無かったことは不問にしておきますわ。







　コンコンコン、とどこかでノックの音がする。

　やめてよ、昨日は海で遊んで疲れてるんだから、もうちょっと眠ねむらせて欲しい。

　だけどコンコンという音は、ちっとも止まる気配が無い。

　待って、……、これホントにノックかな？　ううん、きっとキツツキだ。薄うすく目を開けると外はまだ暗い。こんなにはやくアルが起こしに来るわけないものね、……あれ、アルは一緒だったかしら？

「おい」

　抑おさえた声が聞こえると同時に、きゅっと鼻をつままれた。つままれた？　びっくりして目を開く。

「……！」

　声をあげそうになったところを、今度は口を塞ふさがれて、んんー、とくぐもった音だけが漏もれた。

「大声を出すな。皆みなが起きる」

　えっ、なんでユージィン様が私の寝しん室しつにいるの？　いくら求きゆう婚こんを受けたとはいえ未み婚こんの女性の部屋に忍しのび込むなんてさすがにどうかと思う。私は声を抑えて抗こう議ぎすることにした。

「ど、どうしてここにいるんですか！」

「朝日を見に行こう。なかなか絶景だぞ」

　なるほどお。それはきっと綺き麗れいでしょう。でも、できれば昨日のうちに誘さそって欲しかったというか、なんというか、せめて予告をですねえ……いえ、もう諦あきらめよう。それに、日の出は見てみたい。

「わかりました。すぐに準備をしますわ。廊ろう下かでお待ちいただけますか？」

「別にここでもいいぞ」

「良いわけないでしょう！」

　何を考えているんだ、何を！　とにかく王子様の背中を押して廊下に追い出し、手早く着き替がえて出て行く。ユージィン様はドアの横の壁かべにもたれたまま、こちらを見た。

「お待たせいたしました！」

「ああ、では行こう。静かにな」

　使用人すらまだ寝ねている時間、始終小声でのやりとりである。なんだかこういうの、わくわくするよね。お正月に友達と初日の出を拝みに行ったことをふと思い出す。あれはいつのことだったっけ？　不思議なことに、ここのところ前世の記き憶おくは遠い。

　夢には見るけれど、自分の記憶というよりは昔読んだ物語のように、〝遠い〟のだ。

　屋や敷しきの外、海岸へ続く小道へ出ると、東の空が薄うす明あかるくなっているのが見えた。ようやくひとつ深呼吸。屋敷からここまで離はなれれば普ふ通つうに話しても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「雲ひとつ無いな、運が良い」

「……なんだかご機き嫌げんですね？」

「ずっとエヴァと母上がお前にべったりだっただろう。二人で話ができることが嬉うれしい」

「そ、そうでしたか」

　臆おく面めんも無く何を言い出すんだこの王子様。顔が赤くなってきたような気がして、東の空を見る。しかし私の動どう揺ようなどまったく意に介かいしていないらしく、ユージィン様の声は平へい淡たんだった。

「なにか俺に言っておきたいことはないか？」

「言っておきたいこと？」

「俺は人の気持ちを慮おもんぱかるのが苦手だからな。相そう互ご理解を深めるには会話が必要だ」

　びっくり。出会った頃ころはまったく、全然、ひとっかけらも私の都合なんて考えていなかったユージィン様が、相互理解って……、なんだか不思議でくすぐったい。

　ええ、でも、せっかくの機会ですものね……言いたいこと、言いたいこと、なんだろう。

「そうですねえ……あ！」

　あるある、思い出した。舞ぶ踏とう会のあとにいただいた花束のお礼をすっかり忘れていましたわ。ユージィン様にとっては儀ぎ礼れい的なものだったかもしれないし、今いま更さらかなと思うけど……あの時嬉しかった気持ちが今の私に繋つながっている気がするから、ちゃんと言わなきゃ。

「あの、以前舞踏会のあと、花束をいただきましたよね」

「ああ、ヤムルに持たせて、怪我けがをさせたあれか」

「そうです。私、本当に嬉しかったのにきちんとお礼を言えずにいましたわ。今更ですけど──シャーベットオレンジの素す敵てきな花束を、ありがとうございました」

「……、お前のドレスの色が気に入って、あれを作らせた」

　ユージィン様の指先が私の手に触ふれて、そのままぎゅっと握にぎられた。

「あの夜、お前は見るたびに違ちがう相手と踊おどっていた」

「ぶ、舞踏会ですから当然です」

「だから、ほかの連中と差をつけたくて、さんざん悩なやんで、あの花を選んだ」

　王子様が私の顔をのぞき込む。夜明け前だというのに、青空のような瞳ひとみの色。

「あの舞踏会の夜──、俺は生まれてはじめてユージィンであることを許された」

「許された？」

「勝手にそう感じただけだ。だが、俺には意味があった」

「よくわかりません」

　正直にそう言うと、ユージィン様はくつっと喉のどを鳴らして笑った。

「ま、そうだろうな。お前は鈍にぶくてそそっかしくて抜ぬけている」

「全体的にひどくありません？」

「その上、逃にげ足だけは速いから油断ならん。いっそどこかに閉じ込めてやろうかと、何度も思ったぞ」

「えっ、……こわっ」

「何か言ったか？」

「いえ、まさか」

　ユージィン様ならやりかねないから困る。まあでも今となってはそんな必要はありませんけどね。

「閉じ込めたりしなくても、もう逃げたりしませんからご心配なく」

「は、大きく出たな」

「私だってユージィン様の側にいたいのですもの、逃げるわけないでしょう？」

「……、」

　えっ、どうしてそこで沈ちん黙もく？　なんか私、はずかしいことを言っちゃった？

　っていうか、素すでびっくり顔とかやめてください！

「アリア」

「あっ、ほら、そろそろ太陽が出そうですよ……っ、」

　慌あわてて水平線を指さしてみたけれど、ユージィン様の顔が近づいてきて、私はなすすべもなく目を閉じた。もはや日の出を見るという目的すらも失っている。バカップルの域ですね、わかっています。

　そんな自じ虐ぎやくですら、唇くちびるに触れたぬくもりで消え失うせていく。

　ええ、相互理解を深めたいと願っていたのは、私も同じだったようですわ。







　夕食時、ようやく姿を見せた王おう妃ひ様は、思ったよりお元気そうだった。浜はま辺べで砂遊びをしたと昨日の報告をする王女様のはしゃぐ声に、相あい槌づちを打つ笑え顔がおも楽しげだ。

　デザートの皿が下げられると、ユージィン様がいつも通り、唐突に切り出した。

「母上、我々は、明日王都へ帰るつもりです」

　え、我々って誰だれ？　私はともかくとして、エヴァンジェリン様も寝ね耳みみに水のご様子だ。

「まあ、聞いていませんわ！」

「エヴァが滞たい在ざいを延ばすなら、護衛は置いていこう。俺はそうそう王都を空けておくわけにはいかない」

　おお、王子様が王子様みたいなことを言っている！　思わず感心したのは私だけではなかったらしい。

「驚おどろいた。まるで王太子のようね、ユージィン」

「割と前から王太子です、母上」

　ものともせず唇の端はしを上げて不ふ遜そんに笑うと、ユージィン様は真顔になった。

「婚こん約やくまでに、母上には体調を整えていただかなくては」

「そうねえ。少し張り切ったせいか、昨日は身体からだが重くて起き上がれなかったわ」

「屋敷に籠こもり切りだからでしょう。少しは身体を動かさないと、どんどん弱る」

「お医者様のようなことを言うのね」

　言葉とは裏腹に王妃様はにっこりと微笑ほほえんだ。

「母上のことを思っての進言です」

「ありがとう、ユージィン」

　エヴァンジェリン様を見ると、小さな王女様は少しうつむき加減で何かを考えている。急に帰ることになったのだから無理もない。王妃様と刺し繍しゆうをご一いつ緒しよして、あんなに楽しそうだったんだもの。

「お母様、お兄様」

　やがて顔を上げた王女様は、まっすぐに王妃様を見た。

「私はもうしばらく、ここに留とどまりたいと思います」

「あら、良いのですか？」

「はい。クロスの刺繍ももう少しで完成しますし」

　エヴァンジェリン様が、私の顔をちらりと見た。

「それに、お母様がお元気になるよう、一緒に過ごしたいのです」

　ああ、ひょっとしたら昨日話した対策を試ためすおつもりなのかな？

　王妃様の不調が本当にアレルギーに因よるものなら、症しよう状じようはかなり重い。予防も対策もすぐに効果が出るものではないし、そもそも私の知識が正しいとも限らない。くれぐれも無理のないように、もう一度きちんと助言はしておこう。

「では、陛下には私から手紙でお知らせします。良いかしら、ユージィン」

「二人が決めたことなら、俺に異論はありません」

　王子の視線が私に移動してきた。

「アリアも、それで良いか？」

「はい」

　事後承しよう諾だくだとしても、ちゃんと確かく認にんしてくれた。王子様だって少しずつ変わってきている。できれば先に相談してほしいと思ってしまうのは、過ぎたわがままなのだろう。

　ふと視線を感じて顔をあげると、こちらを見ていた王妃様が少し困ったように微笑んだ。




　帰ると決まれば準備をしなくては。

　部屋に戻もどり、少ない荷物をまとめていると、こんこんと控ひかえめなノックの音がした。夕食のあと、客間に移ってついつい世間話に興じてしまったので、既すでに真夜中近い時間だ。ノックがあったということは、王子ではないよね、誰だろう。

『アリア様、セイドルフでございます』

　セイドルフさん？　意外な人物だ。彼は王妃様の身の周りのお世話をしている老執しつ事じで、滞在中もほとんど話したことはない。

「どうぞ」

　王妃様に何かあったのかと慌てて答えると、部屋のドアが静かに開かれる。

「アリア様、夜分に失礼いたします。シルヴァーナ様がお呼びです」

「王妃様が？」

「是ぜ非ひお話ししたいことがあるとのこと、内密に部屋までご案内するようにと、命を承うけたまわっております」

「わかりました。すぐに」

　急いで上着を羽織り、髪かみを撫なでつける。ベッドに入る前でよかった。




「こんな時間に、ごめんなさいね」

　王妃様はベッドで半身を起こして私を迎むかえてくれた。灯あかりの加減か、疲つかれているようにもみえる。

「話というのは、他ほかでもありません。ユージィンのことなの」

　こんな時間に部屋に呼ばれて他の話だったらびっくりだ。私は「はい」と頷うなずいてみせる。

「まあ、他の話題だったらそれはそれで驚くでしょうけど」

　えっ、完全に読まれてない？　そんなに顔に出てるのかな、恥はずかしい。

「私は貴女あなたのその素す直なおさを好ましく思います。きっとユージィンもエヴァンジェリンも同じように感じているわ。アリア、貴女には貴族に独特の〝間〟を感じない」

「そうだったら、嬉うれしいのですけど」

「貴女がユージィンと結けつ婚こんする決意をしてくれたこと、心から嬉しく思っています。あの子の求きゆう婚こんを受け入れるような娘むすめがいるなんて、にわかには信じられなかったから」

　ユージィン様、王妃様にも言われておりますわよ……どう返せば正解なのかわからん。

「あの子が無理を通したわけではないようね。本当に安心しました」

「……はい、もちろんです」

　素直に頷くと王妃様のまつげが微かすかに揺ゆれた。何かを逡しゆん巡じゆんしているような沈黙。

「あの子は、昔から少し……いいえ、かなりおかしな子でした」

　ですよね、とはさすがに言えないけどわかる。だって織田信長の記き憶おくがあるんだもの。

　むしろ普ふ通つうでいられたら、それはそれで危険な気がします。

「感情の起き伏ふくが激しくて、とくにエヴァンジェリンを身ごもったときは、ひどい有様でした」

「王女様を？」

「兄弟なんて要いらないと放言して、暴れたり、黙だまり込んだり。さすがに度を過ぎていたので、陛下もきつく叱しかりました。そのせいか、エヴァが生まれるまでしばらくの間、あの子は一言も口をきかなくなってしまったの」

「まあ……、」

「私は……、私は、とても悲しかった」

　そうか、織田信長は、実の弟に謀む反ほんを起こされている。弟をそそのかしたと言われているのは、実母、土田御前。前世を思い出していたなら、まして子どもなら、普通の精神状態でいられるはずがない。

「今はあの通り、ユージィンはエヴァを溺でき愛あいしています。けれど陛下も私も、未いまだにあの時のユージィンをはかりかねているの……、貴女はどう思いますか、アリア」

　ユージィン様は、恐おそれていたのだろう。謀反を起こせと弟を唆そそのかした土田御前を、どうしても王おう妃ひ様に重ねてしまうのだろう。私は慎しん重ちように言葉を選んだ。

「ユージィン様は、愛情深い方ですわ」

「……」

「だからこそ、失うことを過か剰じように畏おそれるのでしょう。子どもの頃ころなら、なおさらです。王妃様の心がご兄弟に奪うばわれるような気がして、自制できなかったのだと思います」

「そう、自制心が足りないのは確か。アリア、正直に答えて。貴女は本当に、あの子が王に相応ふさわしい器うつわを持つと思っていますか？」

「前にお答えした通りです。私はユージィン様の才を疑ったことはございません」

「では、何があってもあの子を愛する気持ちは変わらないと、誓ちかえるかしら」

　私は背筋を伸のばした。どんな宣せん誓せいよりも、この答えにこそ意味がある。

「はい、王妃様。私の全すべてで誓います」

「……、ありがとう」

　ユージィン様と同じ色の瞳ひとみが揺らいで、安あん堵どの色が広がっていく。

「アリア、貴女がそう言ってくれて安心しました……。不思議ね、自分の息子むすこのことなのに」

　ああ。私もなんだかおかしいな。無む性しようにユージィン様の声がききたい。

　ここ数日ずっと一緒にいるというのに、いつのまにこんなに欲よく張ばりになったんだろう。

「だけど、どうか油断しないで、アリア」

「え？」

「ユージィンは────、あの子は貴女が思うより、きっと、ずっと手て強ごわいわ」

　細い声でそれだけ囁ささやくと、王妃様は何故なぜか労いたわるような笑えみを滲にじませた。







　出発は、しとしと雨が降る昼下がり。

　帰りの馬車は、王子様と二人きりだ。無む駄だに広い豪ごう華かな馬車は贅ぜい沢たくすぎて落ち着かない。

「降ってきたな」

「あとは帰るだけですし、雨も嫌きらいではありませんわ」

　しかも今は馬車の中。心地ここちよい揺れもあいまって少し眠ねむい。

「昨晩、母上に呼ばれただろう」

「あら、ご存じだったんですか？」

「何の用事だ？」

「女同士の話ですから、内ない緒しよです。でも、とても有意義なお話でしたわ」

「……そうか、まあいい。お前の覚かく悟ごも聞けたし、なかなか良い訪問だった」

　おっと、藪やぶ蛇へびですわ王子様！　私は抗こう議ぎすべき事件を思い出して、しゃんと背筋を伸ばした。

「そういえば、王妃様の質問のこと、どうして教えておいてくれなかったんですか？」

「ああ、あれか」

　ユージィン様がわずかに視線を逸そらす。取り繕つくろおうとしているけど、笑いを堪こらえていますね？

「形式的なものだったのでしょう？　王妃様もびっくりしておられたし、私だって寿じゆ命みようが縮みましたわ！」

「だが、お前の回答は良かったぞ。国の礎いしずえは民たみだ」

「褒ほめても駄だ目めです」

　なんだか恥ずかしくなったので、私はぷいと顔を逸らし、まっすぐ前を向いた。

　一呼吸ぶんの沈ちん黙もくのあと、ユージィン様がおもむろに口を開く。

「これから、しばらくは忙いそがしくなる」

「え、今でも充じゆう分ぶん忙しいと思いますけど……まだ忙しくなりますの？」

「道路と橋の整備を続ければ、仕事のない者たちは減るだろう。あの教会以外にも救民院はある。全体の組織の改善も必要だ。やるべきことはいくらでも出てくる」

「ユージィン様……あまり無理はなさらないでくださいね？」

「は、今までのツケだ。もっと早く気づけばよかった」

　横を見ると、王子様の横顔は少し物もの憂うげに見えた。ユージィン様の性格上、働き過ぎは少し心配だ。

　ふいと最近見た夢を思い出す。信長公は意外と慈じ悲ひ深いという話、それから……、ええと。

　ああ、馬車の揺れが気持ちよくて、やっぱり眠い。

「ユージィン様は、お優やさしい方ですわ」

　記憶を探さぐりながら、私は王子様に笑いかける。

　そう、京への街かい道どうに住み着いていた、物もの乞ごいを助けた話、それから、謀反を起こした弟を許した話。

　織田信長だって、別に冷れい酷こく非道だったわけではない、はず。

「それに、王子様の前世──、〝織田信長〟だって、人助けをしたり、家族のことを大切にしたり、優しいところもあったのではありません？」

「…………ああ、」

　ユージィン様は一いつ瞬しゆん、困こん惑わくしたような、呆ほうけたような表情をみせて目を逸らした。

　数秒間、窓の外を見る。

「アリア、弟の話をしたことがあったか？」

「弟？」

「そう、前世の話だ」

　知っている、織田信長に謀反をしかけた、実の弟。

　夢に見たから、よく覚えている。昨晩王妃様から、幼いユージィン様のエピソードを聞いたときにも、その話を思い出した。でも、王子様から、弟君の話を聞いたことが、あっただろうか。

　顔を上げると、かっちり目が合う。

「いや……弟ではないな、思い違ちがいだ」

「ええ……いえ、」

「話したのは、妹のことだ。覚えているか？」

「はい。お市の方、ですよね？」

　舞ぶ踏とう会の夜だ。

　その記憶ははっきりしていたので、私はようやく安心して頷うなずく。王子様は一瞬目を見開くと口元だけの笑みで頷き、背もたれに深々と身体からだを預けた。なんだかおかしな感じだ。何がおかしいのか、それはよくわからない。

「あの、ユージィン様？　どうかなさいました？」

「いや、なんでもない。少し疲つかれた」

「まあ……気が付かず、申し訳ございません。どうぞお休みください」

「そうだな。お前も休め」

　ユージィン様が私の肩かたを抱だいたので、私はされるままに身体を寄せた。王子様は目を閉じている。馬車の揺ゆれは心地よい。王都へ到とう着ちやくするころには、たぶん日が暮れているだろう。

　肩に伝わるぬくもりの心地よさに、私もいつの間にか眠りに落ちていた。

　　　　[image: くぎり]

　社会科準備室を訪おとずれて、いつもの横顔に声をかける。

『この前お借りした本、すごく面おも白しろかったです。ありがとうございました』

　私が二冊の本を差し出すと、秋山先生は柔やわらかい笑みでそれを受け取った。

『それはよかった。織田信長について、何か印象は変わったかい？』

『え？』

『色々な意見を聞くことにしているんだ。おそらく日本で一番有名な武将だからね。僕には僕の信長像ができあがっているけど、若い子の捉とらえ方はきっと違うと思う。参考に教えてくれると嬉うれしい』

　ホントに好きなんだな、戦国時代。先生が真しん剣けんだったので、私は一応真ま面じ目めに答えを探した。

『そうですね……、しょっちゅう裏切られるのに、割と許しちゃうなって、意外でした』

『うん』

『お市の方や土田御前は、結局信長の庇ひ護ご下で暮らしましたよね。なんだかあれも、信長の愛情というか、側に置いておきたい独どく占せん欲よくがみえるっていうか……、可愛かわいいとこあるなあって』

『はは、さすが女子高生。織田信長もかたなしだ』

『ギャップが凄すごすぎて、きっと本人も大変だったと思います』

『そうだね。大変な人生だっただろう。一度は許した弟は再び謀む反ほんを起こした。そそのかしたのは母親だ。妹を託たくした浅井長政にも結局裏切られている』

『そう、ですね』

『……信長は試ためしていたんじゃないかな、と感じることがある』

『試していた？』

『浅井長政は義ぎ理り堅がたく清せい廉れん潔けつ白ぱくな武将だった。だからこそ妹、市を託した』

『はい。でも、信長は長政との約束を破って、朝あさ倉くら義よし景かげを攻せめたんですよね？』

　そう書いてあった。だから、どちらかといえば悪いのは信長のほうというニュアンスだ。

『信長が長政を信じ切れなかったとしたら？』

『え？』

『彼の人生は戦いと裏切りの連続だ。だからこそ信長は近しいものを信しん頼らいするために無理難題を押し付けて試し続けていた。僕はそんなふうに感じる』

『……信頼するために、試す？』

『そう、そうして最後に一番手て酷ひどい裏切りで、命を落とした』

　裏切りと争いの連続。最後の最後にも、信頼する部下のひとりに裏切られた。

『本能寺を生き延びていたら、信長はどうなっていただろう』

　秋山先生がひとりごとのように呟つぶやく。

『彼はその後、人を信じることができたかな』

『……』

『本能寺で終わることができたのは、幸いだったのかもしれないね』




　本能寺の変のあと生き延びていたら、その後も人を信じることができる？

　心から、誰だれかを愛することができる？

　どうしてそんなことを考えてしまうのか、わからないのに泣きそうだ。

「どうして泣く？」

　わからない。
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「……アリア、着いたぞ」

　耳元で囁ささやく声に、私はパチリと目を開いた。ああ、夢をみていたんだ。ぼんやりしていると、王子様が指で私の頬ほおをなぞる。指先が濡ぬれているのは、私が泣いていたからだ。胸がドキドキしていた。

　夢と現実の、その境界線が、今日はやけにあやふやに思えて。

「怖こわい夢でも見たか？」

　すっかり王子様にもたれかかっていることに気付いて、私は慌あわてて身体を起こした。

「もっ、申し訳ありません！　眠ねむっていました」

「いや、俺も少し寝ねた」

　馬車は停とまっている。

　どうやら、外はすっかり日が落ちているようだ。夕方には到着する予定のはずが、外は真っ暗だった。

「真っ暗ですね」

「ああ。途と中ちゆう少し遠回りをした」

　遠回りってどうしてだろう、雨で通れない道でもあったのかな？

「今日はもう遅おそい。城に部屋を用意させよう」

「え、ですが、」

「降りるぞ」

　馬車を降りるのに、ユージィン様が手を貸してくれた。御ぎよ者しやの姿は無い。手を引かれるまま暗くら闇やみを奥へ、奥へと歩いて行くと、小さな小屋にたどり着く。

「ここは？」

「俺の部屋──、時々使っている離はなれだ」

　そう言われて、ようやく位置だけ把は握あくする。王宮の東側、以前王女様とランチをしたテラスの向こう側だ。エヴァンジェリン様が、王子様の『離れ』の話をしてくれたっけ。

「いつか、南方の布地を取り寄せた話をして、まだ見せていなかっただろう。それに……、おそらく他ほかにもお前には懐なつかしいものが置いてある」

「懐かしいもの？」

　王子様は私の顔を覗のぞき込むと、口元だけで微笑ほほえんだ。

「いや、違うな、懐かしいと思わせる、偽にせ物ものたちだ……、見ればわかる」

　私に選せん択たく肢しは無いらしい。手をひかれるまま、ユージィン様の後についてそこへ足を踏ふみ入れていく。入ってすぐの部屋を通り抜ぬけ、奥へ。

「わあ……」

　ランプの明かりが灯ともされ、私は思わず感かん嘆たんの声をあげた。

　部屋の半分ほどのスペースは、一段高くなっていて、正方形の敷しき物ものが敷しき詰つめてある。材質は植物を編んだもの、一言で言えば畳たたみに近い。畳の間の奥にはいくつもの正方形に仕切られた棚たながあり、色々なものが飾かざってあった。その全すべてが、どこか日本を思い出させる。

　なんだか圧あつ倒とうされて、すうっと背筋が寒くなった。どうしてだろう。

「これは……ユージィン様が集めたのですか？」

「そうだ。記き憶おくが戻もどったのは子どものころだったからな。城を抜け出しては市場に行って、必死で探していた。今は出入りの行商人にも持ち込ませている」

　なるほど、私の刺し繍しゆうにすぐに反応したのも納なつ得とくできる。おそらく王子様はずっと、この世界にある〝前世〟の欠片かけらを集め続けて来たのだろう。

　ぎゅっと胸が締しめ付けられたけれど、私は気付かないフリをした。

「総じて、南方の国々の品物は、日本の意い匠しように近いものが多い」

「たしかに、この敷物も『畳』みたいですね」

「地図を見ると、陸や海の配置は前の世界とは全く違ちがうようだ。しかし、文化には類るい似じ点もある。アシュトリアは南なん蛮ばんの文化に近いだろう」

　対して、ここに集められた品々はアジアの、和風の雰ふん囲い気きがある。

「布地は、棚の一番下、引き出しに入っているぞ」

「あの、この上は靴くつを脱ぬいだほうが良いですよね？」

「ああ、そうだ。端はしに座れ」

　王子様が跪ひざまずき、腰こし掛かけた私の足から靴を脱がせる。

「あっ、ありがとうございます」

　男の人に靴を脱がせてもらうって、かなり恥はずかしくない？　跪いたユージィン様の頭部から慌てて視線を逃のがし、急いで畳もどきの床ゆかに立ち上がった。

　奥の棚は、ちょうど私の背せ丈たけくらいの高さだ。近づいて、改めて確信した。つるりとした白い壺つぼも、少しごつごつした平らな器うつわも、微び妙みような懐かしさを感じるものばかりだ。王子が『偽物たち』と言ったのはそういうことかとひとりごちる。

　一番上の棚に置いてある小さな壺は何に使うのだろう。蓋ふたが網あみ目め状の細工になっていて綺き麗れいだ。

「それは香こう炉ろだ」

「ああ、なるほど。ここにお香を入れるんですね……」

　蓋が網目状になっているのは、そのためか。こんな繊せん細さいな細工、アシュトリアでは見たことがない。

「香もあるが、焚たいてみるか？」

「え、でも」

「遠えん慮りよするな。ここにお前が来なければ、使う予定もなかったものだ」

　いつのまにかすぐ後ろにいたユージィン様がひょいと香炉を持ち上げて、ランプの置いてある棚のほうへ持って行くのを見送る。香に火をつけるつもりなのだろう。少し距きよ離りができて、正直ほっとした。なんだか妙みような緊きん張ちよう感かんがあるのは、この部屋に置かれた『偽物』たちのせいかもしれない。何を思ってこれだけの品物を集めたのか……いや、考えない方がいいかな。

　私は教えてもらった引き出しを開いて、中の布地をそっと取り出した。

「きれい」

　たぶん、椿つばきの花だ。白地に赤と黒の花が大きく染め上げられている。

「椿、みたいですね」

　さらりとした手て触ざわりだった。浴衣ゆかたを作ったら素す敵てきかもしれない。そんなふうに考えていると、ふわりと甘い匂においが鼻をつく。振ふり向くと、畳の端に置かれた香炉から、ゆるやかに煙けむりが立ち上っていた。

「さて、アリア」

　ユージィン様の姿は、その向こうだ。話をするには少し遠い気がして不思議に思う。

「もう一度だけ訊きいておこう──、なにか思い出したことはないか？」

「え？」

　二人きりのときにそう尋たずねられたならば、前世のことだと決まっている。前にも確か、こんなことがあった。だけど言えない。どう話せばいいのかわからない。そして、話したくもない。

　だから私は、あやふやにしておくために同じ言葉で答える。

「いいえ……、いいえ、特に、なにも」

　立ち上る白い煙から、甘い匂いがする。

「そうか──」

　急激に声が遠くなった。身体からだから力が抜けて、意識を保っていられない。

「では、思い出すまでここにいるがいい」

　ユージィン様？

　ああ、違う。きっと、ちがう。

「あな、たは……」




　あなたは誰だれですか？







『お市の方、ですよね？』

　その名を聞いた瞬しゆん間かん、何かがはじけた。遠ざかっていた影かげが不意に近づき、重なる感覚。




　アリア・リラ・マテラフィは前世の自分を、〝織田信長〟を知っている。知っていて、それを隠かくしている。ならばこのまま帰すわけにはいかない、そう判断したのは本当に〝俺〟なのか？

　狭せまい階段を下りて、正面の扉とびらを開く。一人になるため、自分自身を閉じ込めるため。そんな理由でワイン倉庫を改造した部屋だ。ベッドしか置いていないがしばらく過ごすには問題無いだろう。意識のないアリアをベッドに横たえて、見下ろした。

　生かしておくべきか、と自問して驚おどろいた。

　殺せるはずはない、とあらがって首を振る。

　しかし身体は勝手に動いた。白い首筋に指を絡からめると、赤い炎ほのおがまぶたの裏で揺ゆれる。ユージィン・パドゥラ・アシュトリアの意思は信じたいと擁よう護ごするのに、もう一人はさもありなんと嗤わらうのだ。

「アリア……」

　アリアは〝信長〟を知っている。知っていて、それを隠している。

　理由を探さぐれば、悪い想像ばかりが浮うかんだ。何か目的があるはずだ。〝織田信長〟を知っていて、あえて近づいてきた理由。恨うらみ、憎にくみ、自分に報復を目もく論ろむ相手ならいくらでも思いつく。

　自分？

　そうだ、仇あだをなす者は、排はい除じよしなくては。

　指先にわずかに力を込めた。アリアは気づきもせず、眠ねむったままだ。

　まだだ、今ははやすぎる。アリア・リラ・マテラフィが隠している何かを、知るべきだろう。

　ギリギリで緩ゆるめたのは口実か本心かと自問して、すぐに放ほう棄きする。どちらでも同じことだ。殺せないなら、飼い殺しておけばいい。そう考えると、安あん堵どにも似た感情とともに笑いがこみ上げてきた。




　最初からこうしておけばよかったのだ。裏切るのも、裏切られるのも慣れてしまった。

　いっそこのまま閉じ込めて、いなくなったことにして、籠かごの鳥のように愛めでようか。







「ヤムル」

　早朝、馬小屋の前で目的の人物を見つけた。小こ柄がらな影が、こちらの姿を確かく認にんして、頭を下げる。

　できる限りユージィンらしく、と考えて、では自分は誰なのだろうとまた自問。不自然な沈ちん黙もくに、忠実な召めし使つかいが首を傾かしげる。

「殿でん下か、お帰りでしたか」

「昨日遅おそくにな」

「では、お疲つかれなのでは？」

　おそらくこの城で一番はやく目覚める、自分にとっては最も信しん頼らいできる部下。

「遠とお駆がけに出られますか？」

　一歩近づくと、ヤムルは何に怯おびえたのかわずかに首をすくめた。

「いや、今日は別の仕事がある。内密に、だ」

「はい、なんなりと」

「離はなれの地下に罪人を繋つないである」

「罪人？」

「罪人の監かん視しと、食事の世話が新しい仕事だ、ヤムル」

　黒い瞳ひとみが、一いつ瞬しゆん迷いの色を見せる。聡さとい子どもだ。

　しかし恐きよう怖ふに敏びん感かんな、虐しいたげられてきた者の目だ。

「決して外に出してはならない、誰かに知られてはならない、余計な詮せん索さくは許さん」

「……、」

「できるな？」

「はい」

　それでも、罪人が誰なのかを知ればヤムルは迷うだろう。結果裏切られるならそれもいい。いつもそうやって敵と味方を分けてきた。

「殿下……、お加減が悪いのでは？」

　ちらちらと、まぶたの裏に炎が揺れる。気のせいだ、幻まぼろしだと振り払はらっても振り払っても、逃のがれられない。

「問題無い。ヤムル……、俺を裏切るなよ」

　誰の記き憶おくだ？　誰の言葉だ？　なにもかも委ゆだねてしまえば楽になるのだろうかと考える。

　でも、誰に？




　────俺は誰だ？







「嘘うそでしょ……」

　目が覚めたら見知らぬ部屋だった。

　いえ、それはいい。よくないけどまだ許容範はん囲いだ。そんなことより、この足あし枷かせはいったいなにごと？　右足に嵌はめられた枷は頑がん丈じようそうな鎖くさりでベッドに繋がれていて、もちろん私の力ではびくともしない。

　これ、完全に監かん禁きんじゃん！




　ベッドは出入り口のドアから一番遠い壁かべ際ぎわで、小さなサイドテーブルが置いてある。そのほかに家具はなにもなかった。天てん井じよう近くの壁かべに横長の明かり取りがあるけれど、あれは通風孔こうだろう。つまり、ここは地下室だ。運良く誰かが近くにいる時に大声で叫さけべば、気づいてくれるかもしれない。

　だけど助けられたところでどう説明する？

『ユージィン様と喧けん嘩かして閉じ込められました』なんて不ふ穏おん過ぎない？　いや、そもそも喧嘩はしてないよね？　どうしてこうなったのか、わけがわからない。

　待って、考えなきゃ。ユージィン様は何を言っていた？

　そうだ最後に、『思い出すまでここにいるがいい』って……つまり私が前世についてのあれこれを黙だまっているのがバレてるってこと？　思い返せば、昨夜のユージィン様はなんだか様子がおかしかった。だけど、それにしたっていきなり監禁はやり過ぎじゃないだろうか。どう考えてもこれは、何かヘンなスイッチが入ってしまったとしか思えない。

　どうしよう、どうすればいい？　私の前世を正直に打ち明けるとして、今、このタイミングは最悪な気がする。




　頭を抱かかえていると、がちゃりと鍵かぎをまわす音がした。

　まさか、王子様？　ちょっと待って、まだ考え中です。ええと、まずは謝って、そのあとこれはやり過ぎだって文句を言わなきゃ。ややこしい話はその後だ。

「ユージィン様！」

　開く扉に呼びかけたけれど、現れたのはユージィン様ではなく、予想外の人物だった。見つめ合って、確実に一分くらいは時が止まっていたと思う。

「……アリア、さま？」

　漏もらした息に乗せるように、ヤムルが呟つぶやいた。あとの言葉は飲み込んだらしく、無言で近づいて来て、小さな籠をテーブルに置く。私の顔を見上げたヤムルの唇くちびるが、『どうして』と動いた。

「ヤムル、あの、ユージィン様は？」

「朝食です」

　不自然なくらい平へい淡たんな声でそう言うと、ヤムルはまた唇だけを動かした。『あとでまた』。読み取れたのはそれだけだ。だけど、ヤムルの行動と表情で、やはりのんきに構えてはいられないと理解する。

「ユージィン様と話をしたいの。お願い、そう伝えてくれる？」

　沈黙。だけどかすかに頷うなずくのと同時に、『また夜に』と唇が動いた。

　音のない言葉を残して、ヤムルが部屋を出て行く。取り残されてひとりぼっちだ。けど、わかったことがある。ヤムルのあの怯えた様子からして、これは思っていたよりもずっと深刻な事態だ。

　この期ごに及およんで地じ雷らいを踏ふみ抜ぬいて、天国から地じ獄ごく……？

『あの子は手て強ごわいわ』と言った、王おう妃ひ様の困った顔を思い出す。せっかく忠告していただいたのに、さっそくこれだ。きっと私は、なにか致ち命めい的てきなことをやらかしたのだ。とにかく王子様と話をしなければはじまらない。大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと話をすればきっとわかってくれるよね。そう自分に言い聞かせながらヤムルが持ってきてくれた籠のパンを取り出し、ちぎって一口食べた。

　腹が減っては戦いくさができぬって、誰だれの言葉だっけ？　ことわざだったかなあ。

　とにかく今は待つしかないもの、せめて体力だけは維い持じしておかなくちゃ。




　やることがなさすぎて時間が長い。

　部屋に届くのは通風孔から差し込むわずかな月明かりだけ、地下の部屋はもう真夜中のようだ。そういえばランプもないな、と考えていたとき、がちゃ、と小さな音がした。

「アリアさま」

　囁ささやく声に、ほっと息をついた。小さなランプを手に持って、すいとヤムルが近づいてくる。

「ヤムル」

「時間がありません、こちらに足を」

　思い詰つめた、押し殺した声だ。びっくりして訊きき返す。

「え？　足？」

「どうにか、かせを外します」

「待って、ユージィン様は？」

「城で陛下と食事中です。逃にげるなら今しかありません」

　ヤムルの表情は真しん剣けんだった。思い詰めている……、いえ、やはり怯えている。おそらくユージィン様に背そむくなんて、はじめてのことなのだろう。

「逃げるって……、それじゃヤムルが叱しかられてしまうわ」

「いえ、……いいえ。あなたはここにいてはいけません」

「ありがとう、ヤムル。でも、ユージィン様にちゃんと謝りたいし、話をしたいの」

「殿でん下かは、正気ではありません」

　ぶるぶると首を振ふって、ヤムルの声が震ふるえた。

「あなたを閉じ込めているのに、平気な顔をしている。いつも通り仕事をして、騎き士したちと話をして稽けい古こをして、笑っている。そんなことは……、絶対に、ぜったいにおかしいです！」

　こんなふうに話すヤムルをはじめて見た。そのおかげで、私はまだ冷静でいられる。大丈夫。

「誤解があったの……、私がちゃんと話さないから、いけなかったの。ユージィン様が怒おこっていても仕方ないわ」

「いいえ、いいえ。それでも殿下はこんなことはしない、あんなふうに笑わない」

　黒い瞳ひとみが、確信に満ちた視線が、私を捉とらえた。

「今逃げなければ、きっとアリアさまは二度と外には出られません」

　押し殺した、真剣な声。ちょっと待って、既すでに監禁エンドか殺害エンドしかないってこと？

「殿下は、殿下でなくなってしまいました」







　ユージィン様が、ユージィン様でないというのなら、きっとそれは、あの人だ。

　でもどうして、わたし────、私は……、ああ！

　知っている、ユージィン様がユージィン様ではなくなる、そんな一いつ瞬しゆんを私も知っている。

「そっか……、お市の方？」

　舞ぶ踏とう会の夜、はじめて彼女の話をきいた。それから昨日、馬車のなかでも。〝お市の方〟を不幸にしたことが信長公の最大級の悔かい恨こんなら、引き金となったのはきっと彼女で、引いたのは私だ。

「……ごめんね、ヤムル。やっぱり私が悪いの」

「アリアさま、いいえ……いいえ、どうか、逃げてください」

「あなたにユージィン様を裏切らせるわけにはいかない。それに私も」

　これ以上人を信じられなくなれば、ユージィン様はきっと元に戻もどれないだろう。

「もう逃げないって約束したの。ここで私が逃げたら、あなたが裏切ったら、ユージィン様はきっと、本当にユージィン様ではなくなってしまう」

　それは嫌いやだ、絶対に。だからお願い、もう一度だけチャンスが欲しい。

「ぼくは──ぼくはいま、あの方がとても恐おそろしいのです。ぼくを救ってくれた、恩人なのに」

「ええ、たぶんね、すごく怖こわい人がいる」

「こわいひと？」

　ヤムルの身体からだは小刻みに震えている。私を助けようと決めるまで、どれほどの葛かつ藤とうがあっただろう。

「だから、あの人に伝えて。アリアは逃げませんからって」

　あの人に。ユージィン様の中にいる、あの人の影かげ法ぼう師しに、私は向き合わなければならない。

「アリアさまは、怖くはないのですか？」

「怖いわ……でもね、ユージィン様はいま、もっと怖くて悪い夢を見ているの」

「わるい、ゆめ」

「そう、誰だれより辛つらいのは、きっとユージィン様だから」

　戦いに明け暮れ、裏切り裏切られ、望みを果たすことなく炎ほのおに焼かれた記き憶おく。幼い頃ころからその記憶を抱えて生きてきたらそりゃおかしくもなるだろう。

「だからもう、叩たたき起こしてあげなくちゃ」







　カタン、と小さな音がした。うつらうつらしていた私は反射的に身体を起こす。じっと息を殺してドアを見つめていたけれど、それっきり物音はきこえない。

　今、何時くらいだろう。ヤムルは私の言葉を無事に伝えてくれたかな？　どちらにしろ、長く待つことはないだろうという確信はあった。私をどうするにしろ、エヴァンジェリン様が王都に戻ってからでは遅おそいのだ。ユージィン様にしても信長にしても、溺でき愛あいする妹にだけは嫌きらわれたくはないはず、絶対に。

　喉のどが渇かわいていたのでゆっくり立ち上がると、じゃらっと繋つながれた鎖くさりが鳴った。それほど長くはないので、動けるのはベッドのまわりだけだ。枕まくら元もとのテーブルに置いてある水差しから、グラスに水を注ぐ。

「──アリア」

「ひっ」

　突とつ然ぜん名前を呼ばれて、手に持ったグラスが滑すべり落ちた。ガチャンと音を立てて、粉々になる。

　慌あわてて振り向こうとした私に、背後から鋭するどく声が飛んできた。

「動くな、そのままだ」

　背中を向けているので、姿を確かく認にんできない。声はユージィン様なのに、どうしようもなく怖くて身体が震えるのを抑おさえられなかった。

「話があるそうだな？」

「はい──、はい」

「ではまず、お前が誰なのかを聞こう」

　私はアリアだ。だけど、いま求められている答えはこの世界に生まれる前、前世の話。

　前世の私が、何者なのか？　そんなこと、自分にだってわかっていない、だけど、

「わたし……私は、ヒナと呼ばれていました。どこにでもいる娘むすめです。もちろん、織田信長には会ったこともありません、だって」

　できることならもう、前世の話は終わりにしたい。でも、それは私のわがままだ。

　私は大きく深呼吸して、ユージィン様と、その中にいる誰かと向き合う覚かく悟ごを決める。

「振り向くな」

　それなのに、たった一言で動けなくなった。

　じゃりっと砂を踏むような音で、ユージィン様がすぐ後ろにいることに気づく。

「この期ごに及んで、まだ謀はかるつもりか？」

「違ちがいます……っ、」

　恐きよう怖ふで声がうわずった。私の後ろにいるのは、亡ぼう霊れいだ。

「お前が妹の名を知るはずはない……妹の話はしたが、その名を出したことは無い……、言いたくなかったからだ。ずっと、今も、俺にとって、口にしてはならない名だからだ」

　ああ、そうか、引き金は彼女の『名前』。

　気をつけなきゃって思っていたのに、私はすっかり緩ゆるんでいた。

「しかしお前は知っていたな？」

　知るはずのないお市の方の名前を出すなんて、引き金どころか、特大の地じ雷らいじゃん。

「それだけではない。弟の話でも、可笑おかしいほどに動どう揺ようが見えたぞ」

　可笑しそうな声と同時に、冷たい指が首筋に触ふれた。動けない。でも、動かないと。

「お前は誰だれだ？」

　両手の指が首にからんで、ゆっくりと力が込められる。まだ苦しくない。だけど、でも。

　動け、動け、ここは逃のがれなきゃ、このままじゃ、本当に戻れなくなってしまう。

「記憶がないというのは嘘うそだ。『織田信長』に近しい者しか知らないことを、お前は知っている……つまり、お前は俺をよく知る誰かだということだろう」

「……ちがい、ます」

「前世の俺の所業を知っているのなら、傍そばにいたいなどと、ましてや妻になろうなどと、思えるはずがないだろうに」

　絶望的に、言葉が通じる気がしない。首に絡からみついた指にはゆっくりと力が籠こめられていく。

　その感かん触しよくがただただ恐ろしくて、振り払はらおうとした。バランスを崩くずした私がふらつくと、待っていたかのように背中を押され、ギリギリでベッドに倒たおれ込む。

「何が望みだ？　復ふく讐しゆうならば、やってみろ」

「ちが、う」

　うつぶせに押さえ込まれ、首筋に吐と息いきを感じた瞬しゆん間かん、鋭い痛み。

　噛かみつかれた、と気づいてもがく。

「いっ、」

　甘噛みという加減ではない。しゃれにならない。本気で痛くて、私は我が慢まんできずに声をあげた。

　だけどユージィン様は意に介かいさない。ちがう、今私を押さえ込んでいるのは、ユージィン様ではない。ゾクゾクと得体の知れない何かが背中を這はい上がる。涙なみだが滲にじんできたのは、きっと痛みのせいだ。

　ダメだ、いま本当に泣きたいのは、私ではないはず。

「ユージィン、さま！」

「お前はどうしてここにいる？」

　耳元で囁ささやく声は、いっそ楽しげにも聞こえた。まったく身動きがとれないまま、噛まれたところをゆっくりと舌でなぞられる。ああ……捕ほ食しよくされる草食動物の気持ちって、こんな感じかな。『油断しないで』、そう助言を貰もらっていたのに、私はすっかり緩んでいた。油断して、安心して、間ま違ちがえた。秘密にしておくならお墓まで持って行く覚悟が必要で、打ち明けるのならとっくになにもかも話しておくべきだったのだ。ああ、中ちゆう途と半はん端ぱで、傷つけてしまう。

「震ふるえているな？　俺が怖いか？」

「い……、いえ、いいえ！」

「お前が誰だろうと、何を思って傍にいようと、どんなに俺を畏おそれようと、逃にがす気はない」

　力を振ふり絞しぼって首こうべだけ回めぐらすと、乱れた髪かみの間から私を見おろす王子の顔が見えた。表情はなく、青い瞳ひとみは冷たい宝石のようだ。それなのに。

「ユージィン、さ、ま」

「俺を見るな」

　作り物のような青から、ぽたりと涙が落ちて私の頬ほおを濡ぬらした。




『本能寺で終わることができたのは、幸いだったのかもしれないね』
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　本能寺の変のあと、生き延びていたら。その記憶を持ったまま、生きていたら。織田信長は、その後、人を信じることができただろうか。最後の最後、裏切られた記憶を抱かかえて？

　駄だ目めだ、このままじゃ本当にヤンデレ覚かく醒せいしてしまう！

「あけち、みつひで、は！」

　苦しい、でも話さなきゃ。私の知っている歴史が真実かどうかわからなくても。

「なに？」

　わずかに力が緩んだ。その隙すきに、私は急いで言葉を繋ぐ。

「ほ────、本能寺で信長を討うった明智光秀は、中国から取って返してきた豊臣秀吉に処断されたといわれています。光秀の天下はわずか数日だったので、三日天下と揶や揄ゆされました」

「なに、を、言って」

　想像していたよりも、効果はあった。そう信じて、私は信長亡なき後の世界を語る。

「次に天下統一に手をかけたのは、光秀を討った豊臣秀吉でした。農民あがりの、あの秀吉ですわ！」

　固有名詞の威い力りよくはばつぐんだ、王子様はひるんでいる。背中を押さえる腕うでの力が緩んだのを逃さず、私はくるりと寝ね返がえりをうった。呆ぼう然ぜんと私を見下ろして、ガラス玉の青が揺ゆれる。

「お前は……、誰だ」

　ようやく視線が合った気がした。息を吸って、呼吸を整えて、笑ってみようとする。休んでいる場合ではない。私にたどり着くのは、まだまだ何百年も先の話だもの。

「秀吉が亡くなると、再び争いが起こりました。争ったのは、秀吉の重臣石いし田だ三みつ成なりと、信長の盟友でもあった徳とく川がわ家いえ康やすです。ご存じですよね？」

「家康……」

　呆ほうけたように繰くり返す声からは、触れれば切れるような鋭さは消えている。

「二つの軍が衝しよう突とつしたのは、関せきケが原はらでした。勝ったのは徳川方。天下分け目の合戦でした」

「……」

「豊臣と徳川の争いは続きましたが、大おお坂さかでの二度の戦いで、結局豊臣家は滅ほろぼされます」

「では、天下を取ったのは……」

「徳川家康です。家康は征せい夷い大たい将しよう軍ぐんに任じられ、戦国の世は終わりました！」

　そう、ずっと昔に終わったの。私を見み詰つめるユージィン様の目が、すうと細められた。私を通して、何かを探さぐろうとする瞳。だけど、あなたが望むものは、私のどこにもないのです。

「徳川の時代は、その後……」

　かろうじて覚えている年号から計算する。三百年まではいってないはず。 ああ、もっと真ま面じ目めに日本史を勉強しておけばよかった。

「その後、二百五十年以上平和な時代を統治しました」

　数秒の沈ちん黙もくのあと、理解が追いついたらしい青い瞳が、ゆっくりと瞬まばたきをする。

　織田信長の時代に生きた人間ならば、知っているはずのない『歴史』。ようやく話は私の時代へと跳とぶ。明めい治じ維い新しんも大正浪ろ漫まんも昭和の大戦も、今は端は折しよっても良いよね？

「私が生まれたのは、それからさらに百年以上後の世です。本能寺の変から、四百年以上後の、未来です。織田信長と会ったことなんて、あるはずがありません！」

　抑おさえようとしたのに、最後はほとんど叫さけんでいた。呼吸が荒あらいのは、一気にしゃべったせいか、もがいて疲つかれたのか、それとも感情の高ぶりなのか。たぶん全部だ、全然制せい御ぎよできてない。

「……そんな話、信じられると思うか？」

　言葉とは裏腹に、隠かくしようもなく浮うかぶ迷いの色が私に勇気をくれた。

「……この世界で、私たちが出会えたことのほうが、よほど突とつ飛ぴな話です」

　時代は違うけど、同じ国に生きていた記き憶おく。一生誰にも理解してはもらえず、一人で抱えて生き、死んでゆく覚悟はできていた。それでよかったのだ。本当はそうあるべきだったとさえ思える。

「あなたは誰ですか？」

　それでも、この記憶が私と王子様を近づけてくれた。だから……、だからね、ユージィン様。

「記憶のこと、ずっと黙だまっていて……本当に申し訳ありません」

「アリア、……アリア」

「だけどいまユージィン様の傍にいることを望んでいるのは私です。他ほかの誰でもなく、ただのアリアですわ！」

　泣きだしてしまわないように、私はそこで息を継ついだ。

「ユージィン様、わたし、」




　──── 私が愛しているのは、ユージィン様が、ユージィン様だからです。




　織田信長という前世も、王太子という肩かた書がきも、今となってはどうでも良い。

　ただ、その気持ちだけ伝えたいと決死の覚かく悟ごをしたというのに、言葉にはできなかった。

　口を塞ふさがれたのだ。

「んん、」

　わずかに離はなれ、また絡み合う。触れあったところから熱に支配されそうになる。服の上から身体からだをなぞる掌てのひらがどうしようもなくもどかしい。至近距きよ離りで視線が合うと、ユージィン様は目だけで凄すごむような笑えみをうかべ、ペロリと舌なめずりをした。

　その舌が、今度は首筋をゆっくりと舐なめる。

「んっ！」

　次の瞬間、ピリッとした痛みが走り、思わずのけぞった。さっき噛まれたところに吸い付かれた！　痛い、痛い、いたいってば！　ちょっとこれ、絶対食い破られている痛さじゃない？

「痛、いたい、もうっ……」

「見事に痕あとがついたな……、すまん」

　少し掠かすれた声に瞬きをすると、ぼろぼろっと涙が零こぼれた。なんで泣いているのか、自分でもわからない。傷の痛みが、溶とけかけていた理性を急激に呼び覚ます。

「抵てい抗こうしないな？」

「理由がありません」

　だって、前とは違ちがう。

　ちゃんと求きゆう婚こんしてもらって、受け入れて、私はここにいる。

　結けつ婚こん前なのは……、まあ、かなり、すごく、問題ありだと思っているけど、今の私にユージィン様を強く止めるほどの体力も気力も残っていない。

「なにをそんなに泣く？」

「痛いからです！」

　わずかに眉まゆを顰ひそめた王子様は、もう一度私の唇くちびるにそっと触ふれた。

「ユージィン、様？」

　至近距離、蒼そう玉ぎよくの瞳にゆらゆらと光が浮かんで、見み惚とれずにはいられない。

　ああ、ユージィン様だ。私の大好きな人は、ここにいる。

「ああ、そうだ。ユージィン・パドゥラ・アシュトリアだ……アリア、お前は俺の妻となる。そうだな？」

「はい」

「ではそろそろ覚悟を決めろ。順番は逆になるが、限界だ」

「ええっ」

「諦あきらめて抱だかれておけ」

　でも、でも、だけど！

「怖こわいか？」

「怖くありません、けど」

　何を言わせるんだ、何を！

「でも、もしも、今日、あの、あれですよ……、まんがいち、その、御み子こを授さずかったり、したら」

　言葉にするのが恥はずかしい。

　何が楽しいのか、王子様は私を眺ながめて口元を緩ゆるめる。

「したら？」

「結婚式は、できなくなります、よね？」

　口元の笑みが掻かき消えて、ユージィン様は数秒、真顔で私を見詰めた。本能が勝つか、理性が勝つか、あとのことは女め神がみ様にお任せすることにしよう。

　極度の緊きん張ちようからようやく解放されて、私はぐったりと力を抜ぬいた。







　ユージィン様に呼び出され離れに入ってきたヤムルは、私の姿を見てしばらく石化した。噛かみつかれた傷からけっこう出血して襟えり元もとが血だらけだもの、無理もないと思う。

「ヤムル、あの、大だい丈じよう夫ぶ？」

「アリアさま……、」

　ふらふらと歩いて来たヤムルは、私の前まで来るとがくんと膝ひざをついた。おずおずと伸のばしてきた手をぎゅっと握にぎると、確かめるようにこちらを見上げる。

「よくご無事で」

「ええ、心配をかけてごめんなさい」

　濡ぬれた瞳ひとみが瞬きをすると、涙なみだがこぼれた。

「よかった。もう……、もしかしたら、二度とお会いできないかと」

「ええ、死ぬかと思ったわ。無事に会えてよかった」

　ヤムルの後ろで立っているユージィン殿でん下かが唇をへの字にしたけれど、首を絞しめられたし、噛みつかれたし、襲おそわれたし、死ぬかと思ったのは本当ですもの。

「ヤムル、話はあとだ。しばらくアリアを頼たのむ」

「……」

「俺は一度城に戻もどる。いいな？」

　一方的に言い渡わたして出て行こうとする背中に、ヤムルは一歩踏ふみ出して声をかける。

「お待ちください、殿下」

「何だ？」

　ヤムルはゆっくりと歩き、ユージィン様の前まで進んだ。

「今日限りで、ぼくはおいとまをいただきます」

「は、」

「えっ、どうして？」

　アレなユージィン様がそんなに怖かったってこと？

　いや、怖いよね、わかる、わかるけど……、ヤムル君、ユージィン様が大好きでしょう？

「ぼくは、ユージィン様のいいつけに背そむきました」

　絶句している間に、ヤムルの声が淡たん々たんと続けた。ユージィン様は仏ぶつ頂ちよう面づらのままだ。

「どうしてもアリアさまを助けたくて……、逃にがそうとしました。だから、」

「……なるほど」

　ユージィン様はしばらく黙っていたけれど、やがて小さく頷うなずいた。

「それは道理だ。命令を守れない者を、召めし使つかいにしておくわけにはいかない」

「ユージィン様！」

「はい……、いままで、ありがとうございました」

「ちょっと待って、ヤムル。じゃあ、あなたのことは私が」

　そうだよ、うちに来れば良い。ヤムルならきっとうまくやっていけるもの。

「慌あわてるな、アリア」

　だけどユージィン様の声が、私を制した。

「召使と馬番の仕事はクビだ、ヤムル。今日からお前を俺の従者とする」

　ヤムルの瞳が、見開かれてまん丸になる。えっ、なに、そういうこと？

「不服か？」

「でも、ぼくは……、」

「有能な従者ならば、主あるじの行いに間ま違ちがいがあれば正すものだ。アリア、お前のところのだってそうだろう」

「はっ、はい。もちろんですわ。アルにはお小言ばかり言われますもの」

　思わずそう口走ると、王子様がわずかに顎あごをあげた。だけど、ヤムルの背中はまだ迷っている。

「でも……、ぼくは異国人です」

「は、くだらん括くくりだ。俺に仕え、期待に応こたえ続けられる者なら、出身など関係ない」

「殿下、……」

「言っておくが、拒きよ否ひ権は無い。最初の仕事は、アリアの手当てと風呂ふろの準備だ。いいな？」

「……はい、ありがとう、ございます」

「急げよ。アリアの着き替がえを調達したら、俺もすぐに戻る」

　言い捨てて、王子様は逃げるように離はなれを出て行く。きっときまり悪くて逃げ出したのだ。そう考えたら可笑おかしくて、自然と頬ほおの筋肉が緩んでしまう。

「よかったわね、ヤムル」

　そう伝えると、ヤムルは今度こそ柔やわらかく笑みを浮うかべた。

「はい────、ぼくは幸せものです」

　はじめてみる、子どもらしい笑え顔がおだった。







　お風呂に入り着替えをすませると、私たちはこっそりとユージィン様の部屋へと移動した。さすがに一国の王子の居室だけあって、スイートルームのような豪ごう華かさだ。大きな姿見があったので、とりあえず自分の姿をチェックする。

　うーん、首に巻かれた包帯が痛々しいですね。

「しばらく襟の高いドレスを着なきゃ……」

「どうしてだ？」

「だって、傷が見えたら心配をかけてしまいますし」

「しばらくここで過ごせばいいだろう」

　はい？　ここで、ということは、王子様のお部屋で、ということでしょうか。

　それこそ不ふ名めい誉よな噂うわさが流れるに決まっていますわ！

「心配するな、部屋は別に用意させる。この俺が我が慢まんを強しいられているのだ、お前も少しは耐たえろ」

　耐えているってなにを？　と、訊ききたかったけど藪やぶ蛇へびになりそうなので沈ちん黙もく。

　だけど、鏡の中の私は勝手ににっこり微笑ほほえんだ。やだな、私、いつもこんな顔して笑っているのかしら。

　デレデレだ。傍はたから見たら、リア充じゆう爆ばく発はつ案件じゃない？

「王太子妃ひとして覚えることが山ほどあるから、丁度良いだろう」

「ええ……」

　もちろん教育は受けなきゃいけないとわかってるけど、もう少し先でも良いのでは？　そんな思いが顔に出ていたのか、王子様は少し顎を上げる。

「なるほど、お前は面めん倒どうなことを後回しにする傾けい向こうがあるな」

「……」

　思い切り図星だったので振ふり返って睨にらみつけると、王子様は可笑しそうに唇くちびるの端はしを緩めた。

「いいから、ここへ来い」

　ここへって、王子様は既すでにベッドに寝ねそべっている。

「別室を用意していただけるのでは？」

「今日は駄だ目めだ。お前の話を、前世の身の上話をあらいざらい、全部聞くまでは、眠ねむる気はない」

　そうだった。

　勢いで色々口走ってしまったけど、あれで織田信長だったユージィン様が納なつ得とくするはずもない。私は仕方なく天てん蓋がいつきの大きなベッドに近づき、端っこにそっと腰こしを下ろした。

「何からお話しすればいいでしょうか？」

「まずは、お前自身の話だ」

「ええ、畏かしこまりました」

　まるでシェヘラザード姫ひめみたいだな、と考えてから、あれ、誰だれだっけと追い掛かける。そんな頼たよりない記き憶おくをたどりながら、とっかかりを探した。比ひ較かく的てきはっきりしているのは高校時代の記憶で、特にユージィン様と会ってからはその傾向が顕けん著ちよだ。必然的に、学校の話が中心になった。




「──なるほど、国の歴史として『信長』のことも学んだというわけか」

「はい」

「何百年も前の歴史など、意味があるか？」

「自分の国の歴史ですから、意味はありますわ。アシュトリアでも、建国の神話と歴史は誰でも知っているでしょう？」

「しかしなおさらわからん。俺は、」

　と、言いかけてわずかに言い淀よどむ。

「『織田信長』は、国を作ったわけではない。戦いに明け暮れ、最後には臣下に謀ぼう殺さつされた間ま抜ぬけだ」

「あら、大人気でしたわ。テレビや小説、ゲームにもよく出てきたし」

「テレビ？」

　おっと、説明が難しい。四百年強のジェネレーションギャップはなかなかに深刻ですわ。面倒なので、とりあえずざっくりとまとめておこう。

「とにかく、織田信長といえば歴史の重要人物で、子どもでも知っていました」

「……」

「歴史の先生なんて、好きすぎて大変だったんですよ？　信長公の話を始めると終わらないんです」

　畳たたみかけると、王子様はむうっと口を真一文字に結んで視線を逸そらした。

　あれ、ひょっとして、照れておられます？

「無む駄だなことを教えるものだ」

　拗すねたような表情が珍めずらしくてついユージィン様の顔を覗のぞき込むと、ぐいと手首を掴つかまれた。

「ひゃっ」

「いつまでそこに座っているつもりだ」

　しまった、調子に乗りすぎた！　ここはユージィン様の寝しん室しつ、しかも私が腰かけているのは、王子様のベッド。私は引っ張られないようにぐっと体に力を入れる。

「ええっと、ユージィン様がお休みになるまで、でしょうか？」

　王子様がにやりと笑う。抵てい抗こうする間もなく、私は王子様の布ふ団とんに引っ張りこまれた。

「ゆ、ユージィンさま！」

「うん、文句なしの抱だき心地ごこちだ」

　おっさんか！　いや、どうかな……ついさっきまで信長公が憑ひよう依いしているのかというご乱心だったから、まだまだ安心はできない。

「さて、続きを聞こうか。話せ」

　話せ、と言われましても、心臓、心臓が跳はねまくるんですけど！

「あのう、息が苦しいので、少し……」

「そうか？」

　少しだけ力が緩ゆるんだ代わりに、顔を覗き込まれる。

　えっと……これって腕うで枕まくら状態じゃない？

　うわあ、この体勢はありえない。慌てて視線を下げ、私はユージィン様の夜着の縫ぬい目を観察することにした。さすが王室御ご用よう達たし、部屋着の縫ほう製せいも丁てい寧ねいだね！

「どうした、アリア？」

　顔を上げたら負けだ。そして黙だまっていても敗北確定だ。私は悟さとられないように小さく息を吸った。

「ユージィン様と会ってから、頻ひん繁ぱんに前世の夢を見るようになりました」

「そうか……俺とは逆だな」

「はい。ユージィン様と違ちがって、私の記憶は曖あい昧まいで、特別な事件なんてありません。時々前世の夢をみて、懐なつかしい気持ちになる……たぶん、私が平和な時代を生きていたからでしょう」

　顔は上げなくても、頷うなずいてくれた気配はわかる。私は辿たどるように話を続けた。

「ユージィン様と話をするたび、信長公のことについて思い出しましたわ。私にとって『織田信長』は歴史上の偉い人じんでした」

「そこが理解できない」

　うーん、信長の自己評価がこんなに低いとは思わなかった。

「最近では私自身のことより、信長公のことばっかり夢に見るようになっていて、」

　だからこそ、舞ぶ踏とう会の夜のユージィン様を思い出すたび、苦しくなった。思い出せば思い出すほど、言い出せなくなった。本音をいえば、今だって、話したくないことはたくさんある。

　お市の方のことを尋たずねられたら、いったいどう答えるのが正解なんだろう。

『信長の死後、お市の方は柴田勝家に嫁とつぎ、挙句秀吉に攻せめ滅ほろぼされ自害しました』

　……駄目だ、無理。だけどこの期ごに及およんで知らないと言い張ることも、都合の良い嘘うそで誤ご魔ま化かすことも、ユージィン様は許してはくれないだろう。




「アリア」

　私の沈黙を受けてか、ユージィン様は私の頭を胸に抱きこんだ。とくんとくんと心臓の音がきこえてくる。

「信長の死後、織田の家が……家族が、家臣たちが、どうなったのか、お前はそれを知っている」

「……はい」

　そう、幸せな結末ばかりではないことを、私は知っているから。

「そうか」

　何を訊かれても繋つなぎ止める覚かく悟ごで、手て触ざわりの良い夜着をきゅうっと握にぎりしめた。背中に回された腕うでに力がこもり、今度は体ごと、抱き寄せられる。

　まるで、最初からそうあるべきだったようにぴったりとくっついて、少しだけ安心できた。

「温かいな」

「そう、ですね」

「お前は、恐おそろしくはないか？」

「え？」

　思わず顔を上げると、予想に反して悪戯いたずらっぽい笑えみ。くそう、ちょっと口角を上げただけでこの破は壊かい力は反則じゃない？

「激げつ昂こうして噛かみつくような男のベッドにいるのは、恐ろしくないのか？」

「噛みつかれるのは困りますけど、痛いし」

「……悪かった」

「でも、恐ろしくはありません」

　恐ろしいよりも、悲しかった。違う、悲しかったのはきっと私ではないのだ。私はただ同調して震ふるえていただけだ。

「よくも、前世の俺を知った上で傍そばにいられるものだ」

「だって、ユージィン様はユージィン様でしょう？」

「そうだな」

　織田信長には会ったことないけど、ユージィン様は今、この上なく近くにいる。

「前世などどうでもよい、関係無いと、こんなに強く思ったのははじめてだ」

「え？」

「同時に、〝信長〟を知っているお前を恐れた」

　織田信長と、ユージィン様と、両方の人生を知っているのだから、境界線なんてきっと存在しない。もちろん、どちらが善でも、悪でもない。

「非道ばかりの人生だった。神も仏も信じていなかった。だが……〝信長〟の最さい期ごをお前は知っているだろう」

「……はい」

　本能寺の変。信しん頼らいしていた部下に裏切られ、織田信長は死んだ。

「信じるというのは、難しいな」

「でも、ユージィン様は戻もどってきてくださいましたわ」

「お前のおかげだ」

「もう逃にげないと約束しましたから。それに……私もユージィン様を信じていましたよ？」

「は、図太い」

「その言い方はちょっと」

「笑い事ではない。ほとんど乗っ取られていたからな。一歩間ま違ちがえば殺していたかもしれん」

「ええぇ……」

　なにそれ怖こわい。ドン引きした気配を察したのか、王子様はひょいと背中を丸めて私の額に口づけ、今度こそとびきり王子様らしく笑う。話の内容は完全にヤンデレ確定なのに、全すべてをなかったことにしてしまう王子様スマイルとか反則以外のなにものでもないと思うの！

「どこか違う場所に閉じ込めようかとも考えた」

「そういうの、監かん禁きんって言うんですけど」

　それはそれで怖いので、やっぱり今後のためにきちんと話をしておかなきゃ。

「あの、ユージィン様」

「話したくない前世の話は、話さなくてもいい」

「……でも」

「一いつ緒しよに歳をとればいつか話したくなる時が来るだろう」

　本当にそれで良いの？　甘えてもいいのか迷っていると、王子様の声が楽し気に、しかし確かな圧をもって続けた。

「ただし、この世界での隠かくしごとは許さん。肝きもに銘めいじておけよ」

「……許さないって、具体的にはどうなるんでしょう」

「そうだな、また噛みつくかもしれないぞ」

「ええ～」

　噛みつかれるのは嫌いやだな。

「呆あきれたか？」

　呆れたか、ですって？　今いま更さらですわ、王子様。ノックはしないし、人の家にずかずか上がりこんでくる。けっこうなシスコンは確定、たぶんマザコンも入っていて、その上ヤンデレの才能もあるよね。強ごう引いんでせっかちで、怒おこりっぽいし。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じん、唯ゆい我が独どく尊そん、大だい胆たん不ふ敵てき、ああ、とても言葉では表せません。

　でも、だけど、それでも、ね。

「ユージィン様、ありがとうございます」

「……は？」

　傍を離はなれるなんて、そんな選せん択たく肢し、今はもうどこにもない。王子様の腕の中は、温かくて気持ち良くて、ずっとこのままでいたくなる。

「私、なんだか眠ねむくなってきました」

「お前……やはり図太いな」

「そうでなければ、王子様の傍にはいられません」

「違いない」

　笑みを含ふくんだ優やさしい声が、耳元で囁ささやく。

「ではアリア、今こ宵よいは傍で眠ることを許そう」







　角を曲がると、懐かしの我が家が見えてきた。

　門の前には案の定、あたりまえのような顔をしてアルフォンソが待っている。

「お前の従者は、あいかわらずだな」

　憮ぶ然ぜんとした王子様の声にどう答えようか迷っているうちに、馬車がこの上なく滑なめらかに停車した。こちらを見上げるアルが一いつ瞬しゆんだけ目を細めて、ほっとしたように微笑わらう。不ふ機き嫌げんな王子様は、それでも紳しん士しらしく馬車を降りる私に手を貸してくれた。

　恭うやうやしく頭を下げ、アルフォンソは畏かしこまった声を作る。

「お嬢じよう様さま、お待ちしておりました」

「ただいま、アル！」

　長かった。

　あやうく抱だき着きそうになったけれど、アルフォンソの身の危険を察知して自重する。だけど、久しぶりの幼おさな馴な染じみに、顔が勝手に笑顔になっちゃうくらいは許して欲しい。

「予定より遅おそくなってごめんなさい」

「いえ、知らせは受けておりましたから……お元気そうで何よりです、お嬢様」

「ええ、なんとかね」

　王宮への滞たい在ざいは一週間ほど。

　もちろんその間、遊んで過ごしていたわけではない。

　有言実行の王子様がすぐに教育係を手配してくれたので、私は朝から晩まで宮きゆう廷てい行事のお作法を叩たたきこまれていたのだ。これが、想像していたよりずっとハードで、もう……。

　正直、伯はく爵しやく家が懐なつかしくなって、何度も夜よ逃にげしようかと考えましたわ！

「確かに送り届けたぞ、壁かべ男おとこ」

　未いまだ憮然としている王子様の尊大さに、アルは鉄てつ壁ぺきの慇いん懃ぎん無礼で応こたえる。

「お嬢様が大変お世話になり、恐きよう縮しゆくです、殿でん下か」

　アルは王子に頭を下げてみせてから、私を頭からつま先までゆっくりと眺ながめた。え、何、どうしたの？　きょとんとしていると、アルフォンソが指を伸のばし、襟えり元もとにひょいと触ふれる。

「おや、虫にでも刺さされましたか？」

　ぎくう。例の噛み痕あとはもちろん、まだうっすらと残っているのだ。そうそう簡単にきれいさっぱりというわけにはいかないのだ。だから一応襟の高いドレスを着てきたのだけど、いつだって目ざとい従者の目を逃のがれるのは難しい。

「それとも、王おう妃ひ様はご静養先で犬でも飼っておられるとか？」

「ええっと、……まあそんなところ、かな？」

「おい、」

　何か言いかけたユージィン様に、アルフォンソがいっそ清すが々すがしい笑みを向けた。

「畏おそれながら殿下、お嬢様はご婚こん約やく前の大切なお身体からだです。滅めつ多たなことがありませんよう、考こう慮りよいただきたいと存じます」

「……」

　うわあ、アルがものすごく、無む駄だに、バカにしてるのかというくらい丁てい寧ねいだ。

　ってことは、怒ってる……、絶対怒ってる！

　なんとか止めようと口を挟はさもうとした私などものともせず、アルは立て板に水のごとく続けた。

「女め神がみリューネアの御ご前ぜんで婚こん姻いんを誓ちかうまでに何か過あやまちがあっては、そもそもご結けつ婚こん自体が成立しなくなります。王太子殿下におかれましては、どうぞ節度というものをお忘れになりませんよう」

「貴様に言われるまでもない……、いや」

　売り言葉に買い言葉で尖とがりそうになった台詞せりふを、ユージィン様は空気とともに飲み込んだ。

「そうだな、アリアを傷つけたのは俺の落ち度だ。悪かった」

　……嘘うそでしょ。

　王太子殿下が、ユージィン様が、私の従者に詫わびを入れた！

　そんなことってある？　明日あしたは雪かな、雹ひようかもしれませんわ。

「しかし、お前の主あるじは未だ清い身体だ。リューネアに恥はじることなど何もない。安心して良いぞ、壁男」

　恥じるところはなにもない、なにもない、ですか、王子様？

　色々危あやうかったような気がしないでもないけど……まあ……うん、今問題なのはそこではない。本人を前にしてそういう話題、いたたまれないからやめて欲しい。今ここでどんな顔をしていればよいのか、誰だれか最適解を教えてください。

「それはそれは……殿下の忍にん耐たい力をいささか侮あなどっていたようです。出過ぎたことを申しました」

　ほんの数秒でたてなおして、真顔で受けるアルもアルだけどさ。

　なんだろう、これ。微び妙みような三角地帯はさしずめバミューダ・トライアングルだ。

　あら、バミューダって何のことだったかしら？

「かまわん。ここまで俺にはっきり意見できるとは、やはり侮れんな」

　王子様がいつものように顎あごを上げて、尊大な笑えみを浮うかべる。

「アルフォンソ、だったか？」

「！」

「！」

　ユージィン様がアルの名前を？　ていうか、覚えていたんだ……。

　私も驚おどろいたけど、呼ばれた本人は今度こそ衝しよう撃げきを受けたらしく、さすがに固まっている。

「貴様、一生伯爵家の従者でいるつもりか？」

「え？」

「有能な農民なら化ける可能性がある。我が城でも歓かん迎げいするぞ。せいぜい励はげむが良い」

「はあぁ？」

　アルの呆ほうけた声にひやりとしたけど、ユージィン様は含みのある笑みで余よ裕ゆう綽しやく々しやくだ。うん、これ、絶対に本気だな。なにせ前世でものすごい成功例がありますものね。

「ではな。アリア、今日はゆっくりと休め」

　あっけにとられた主従にそう言い残して、王子様はひらりと馬車に乗りこんだ。

　いつだって嵐あらしのように掻かきまわすのに、去り際ぎわだけは潔いさぎよい。




　馬車が見えなくなって隣となりを見ると、私の従者はまだ微妙な表情で前を見み据すえていた。

「アル？」

「……あれ、どういう意味ですかね？」

「そうねえ、お城も人手不足なんじゃない？」

「なるほど」

　アルフォンソはひとつ頷うなずくと、ようやく見慣れた顔で笑う。

「お変わりないようで何よりです、お嬢様」







　その日は珍めずらしく早く目が覚めた。

　今日は夢を見ていない。今日だけではない。このところずっと、前世の夢を見ない。

「おはようございます、お嬢様」

「おはよう、アル」

　時間通りに現れたアルは、いつものように朝の準備を手伝ってくれる。早起きに関してコメントも突つっ込みもないのは珍しい。

「長いようで、短かったですね」

　そつのない従者にしては珍しく感かん慨がい深い声に、私はひとつ頷いてみせた。

　確かにとてつもなく長くも感じたし、目まぐるしく一瞬だったような気もする。

「そうね」

「あれ、冷静ですか？　もっとあわあわしてると予想してたのに」

「冷静じゃないわよ、実感が無いだけ」

　この数週間は本当に慌あわただしく過ぎた。

『王都を離はなれたマテラフィ伯はく爵しやく令れい嬢じようを王子様が追い掛かけて連れ戻もどした』という話は、未だに面おも白しろおかしく脚きやく色しよくされつつ拡散中だ。

　その後私が王室のご兄妹きようだいと王妃様を訪問したことが知れ渡わたるにつれ、ようやく周囲も噂うわさが真実だと理解したらしい。友人知人からひっきりなしにお祝いが届きはじめ、モニカは友達を集めて盛大なお茶会を開いてくれた。友人たちからものすごい質しつ問もん攻ぜめにあって、防戦一方だったのも良い思い出だ。集まった全員の第一声が『……おめでとう？』という疑ぎ問もん符ふ混じりだったのは可笑おかしかったけど……いや、これ、笑いごとじゃないな。

「ま、今日のところは国民への顔見せですから、どうぞ気楽に。ただし、結婚式までにはまだまだ覚えることが山ほどありますよ」

「ですよねー」

「かるっ！　あ、もしかして悟さとったんですか？」

「重くしても仕方ないでしょ」

「本当に大だい丈じよう夫ぶですかね」

「大丈夫じゃなかったら、助けてくれる？」

「そうですね」

　アルフォンソは可笑しそうに目を細め、口角だけをあげた。

「……もしもどうしようもなくなったら、いつでも連れて逃にげてあげます」

　優やさしい声だ。だけど真しん剣けんな声だ。縁えん起ぎでもないけれど、万が一、思いもよらない、とんでもないことが起こった時には、彼は必ず助けになってくれるだろう。

　不覚にも涙なみだが出て来そうになって、私は慌てて瞬まばたきをした。

「アルは私に甘すぎると思う」

「あ、今の王子様には内ない緒しよにしといてくださいね。確実に殺やられます」

「……そうね」

　さすがアル、涙が引っ込みましたわ。だけどそんなところも含ふくめて、彼の優しさだと知っている。

　アルフォンソがいてくれたから、私はいつだって笑っていることができた。

「さ、そろそろ時間ですよ」

「ええ、ありがとう、アルフォンソ」

　王宮の控ひかえの間。

　突とつ然ぜん開いたドアに、私はうんざりして振ふり向いた。

「準備はできたか、アリア」

　髪かみ飾かざりを付け直してくれた侍じ女じよの一人が、びっくりしたように固まっている。

　そりゃそうだよね、女性の身み支じ度たく中、いきなりドアが開いて王子様が現れるんだもの。

「ユージィン様……ユージィン様はノックという習慣をご存じありませんの？」

「知っている。必要な時はしているぞ」

　今がその、必要な時だあ！

　……と叫さけびたかったけど、正装の王子様の破は壊かい力に私は思わず目を逸そらした。駄だ目めだ、これは駄目だ。今日隣に立つ私の身にもなっていただきたい。いや、薔ば薇らの花束もカスミソウが引き立てるものだもの、きっと大丈夫。我ながら情けない慰なぐさめだけど、これはどうしようもないな～。

「支度は済んだのか、と訊きいたが」

　王子の問いかけに、控えていた侍女が慌てて頭を下げる。

「はい、アリア様のご準備は、すっかり整っております」

「そうか。では、お前たちは下がれ。アリアに話がある」

「失礼いたします」

　侍女たちがそそくさと部屋を出ていくと、ユージィン様は不満げに口をへの字にして近づいてきた。なんだか微妙に不ふ機き嫌げんだなあ。ドレスの色がお気に召めさない？　それとも化け粧しようが濃こいとか？　もとが割と薄うす味あじだから、多少の盛りには目を瞑つむってほしいです。

「城に来たら、まず顔を見せろ」

「ええっ？　今日はそんな暇ひま、ありませんでしたわ」

　あるわけないじゃん、まずはお風呂ふろから始まったんだよ？

　侍女さんたちに隅すみ々ずみまで磨みがき上げられて、ものすごく恥はずかしかったんだから。

「顔を見て来いと、母上とエヴァにせっつかれた」

「まあ」

　幸いなことに王おう妃ひ様の体調は回復傾向にある。今は王都に滞たい在ざいしていて、先日エヴァンジェリン様と三人でお会いしたときもお元気そうだった。ああ、よかったあ。

「無論、俺も安心していないぞ。また逃げられたらことだからな」

「今日は婚こん約やく発表ですよ、逃げるわけありません」

「お前、前科があるのを忘れているな？」

「うっ」

「それでなくとも、お前の傍そばには油断のならない男がついているだろう」

「アルのことですか？」

「お前を連れて逃げるなら、あの壁かべ男おとこだ」

　必然的に、今朝の会話が思い浮うかんだ。深い意味は無いとはいえ、バレたら本気でアルフォンソの命が危あやういな。だけどアルは私の従者で、幼おさな馴な染じみで、大事な友達だ。

　ここはきちんと主張しておかなければ。

「アルのことは大好きですけど、ユージィン様とは違ちがいますわ」

「婚約の日に他ほかの男を『大好き』とはいい度胸だな？」

「えっ、それは」

「さすがに傷ついたぞ」

「そんなつもりではありません！　わかっておられるでしょう？」

「言葉にしなければ伝わらない。まあ、態度で示してくれても良いが？」

　またそういうことを！　不ふ穏おんな台詞せりふとともに無む駄だに綺き麗れいな顔が近づいてきたので、私は大おお慌あわてで両方の掌てのひらでユージィン様の口を塞ふさぐ。

「べべべ、紅が移りますから！　今は駄目です」

「……」

　ものともせず王子様が私の身体からだを引き寄せたとき、救いのノックの音がした。

　それは、長い長いセレモニーの始まりを告げる音でもあった。







　まだ結けつ婚こん式じゃないから、婚約だから。

　そんなふうに気楽に構えていた朝の自分に活を入れてあげたい。

　国王陛下と王妃様への正式な謁えつ見けんと報告からはじまり、位の高い順に有力貴族の当主の方々へのご挨あい拶さつ。大広間でのセレモニーが終わると、大聖堂に移り司教の前で誓せい約やくの儀ぎ式しき。さらに王宮に戻った私は、着き替がえをし、化粧を直され、ようやく控えの間でつかの間の休息をとっていた。

　既すでにハードスケジュールでくたくただというのに、これからバルコニーへ出て、集まっている国民の皆みな様さまへご挨拶をしなければならない。というか、これがメインイベントなはずなのに、前フリが長すぎると思うんだ……。

　ああ、まずい、指先が冷たいなあ。

　王子様や王女様がそこで手を振っているところを遠くから眺ながめたことはあったけど、まさか自分がそのバルコニーで手を振ることになるなんて……ありえなくない？　カーテンの隙すき間まから覗のぞくと、広場は王太子の婚約を祝おうという人々でいっぱいだ。

　ああ、ありがたいけれど、緊きん張ちようしてきた！

「顔が怖こわいぞ」

「わ、わかっています」

「そう硬かたくなるな。自信を持って笑っていろ。お前はとても愛らしい」

「…………」

　よくもまあ、臆おく面めんも無くそういうことが言えますわね！

　部屋には侍じ従じゆう長と数人の従者が控えている。恥ずかしいからあんまり私を褒ほめないでください。視線から逃のがれるためにうつむくと、王子様は私の肩かたを軽く抱だき、耳元に唇くちびるを近づけた。

「アリア」

「はい？」

　警けい戒かい心丸出しの私に、王子様は苦笑いだ。

「……良いことを教えてやろう」

「良いこと？」

　侍従長はまだ動かない。時間はあるということだろう。

　私はこの緊張をまぎらわすべく、王子様の話に集中することにした。

「お前に会う前、俺は毎晩のように前世の夢を見ていた」

「はい」

「誰だれにも話せないような夢ばかりだ。目的のためなら手段を選ばない、そんな男の記き憶おくだ。だが、俺はその生き方が嫌きらいではない……、むしろ戻もどりたいとさえ思っていた」

　内ない緒しよ話ばなしの距きよ離りだ。

　どうして今、この場所で、この話なんだろう。

　前世のことについては、王宮に滞たい在ざいしている間にも何度も話した。

　真意がわからず、首を傾かしげる。

「この平和な国で、俺の記憶だけが異質だ。なぜ覚えているのかと疎うとましくて、それでも帰りたくて、もてあましていた。だが、今ならわかる。お前と出会って、納なつ得とくできた」

「私と？」

「ああ」

　王子様はわずかに頷うなずき、ふいっと表情を緩ゆるめた。

「前の人生で何をしてきたか、そんなことは問題ではない。この記憶のおかげで、俺は間ま違ちがわず、お前をみつけることができた。……それだけで、俺にとって、ユージィン・パドゥラ・アシュトリアにとって過ぎるほどの意味があった」

　そこまで話すと、王子様が私の手を取り、そっと掌に口づける。

　掌へのキスは、何の意味があったっけ？　私はあっけにとられたまま、その意味を考えた。

　じんわりと、耳が熱くなってくる。

「出会った後のことはまた別の話だ。俺はお前がアリアだからこそ、愛している」

「ユージィンさま……、」

「これから先は我がアシュトリア王国のため、この世界のため、そしてお前のために生きると誓ちかおう」

「……」

　……ダメだ。

　くそう、こんなのずるい。全然、一生敵かなう気がしない。泣きそう……、最近涙るい腺せんが弱いな。だけど泣いちゃ駄だ目めだ、化粧が落ちちゃう。私は深呼吸をして、こみ上げてくる何かをどうにか抑おさえ込んだ。

　唇で触ふれられた掌が熱くて、うまく頭がまわらない。

「わたし、……私には、殿でん下かの誓いに報むくいるほどのものは、何も」

「誓うのは俺の勝手だ。返す必要など無い」

　こんなときに可笑おかしそうに笑う顔も、見返りを求めない潔いさぎよさも。

　いつだってそうだ、王子様には敵わない、本当はなにひとつ。

　情けないけれど、だけど、貰もらいっぱなしは性しように合わないから、だから、ね。

「ですから、ひとつだけ」

「うん？」

「私の全すべてを、ユージィン様に捧ささげます」

　だって、それしかありませんもの。どうにか笑ってみせて、言葉を続ける。

「私が私である限り、ユージィン様を愛し、守ると誓いますわ」

　精せい一いつ杯ぱいだけど、この世界ではあたりまえの、ありきたりの誓いの文句。我ながらオリジナリティが無いと、若じやつ干かん呆あきれながら。

　だけど王子様は軽く目を見開いてから、少しだけせつなそうに微笑わらった。

「……結婚式はまだ先か」

「え？」

「長いな」

「あら、絶対あっという間です」

[image: ]

「お前は全然わかっていない」

　ため息混じりの苦笑いを待っていたかのように、侍従長が音もなく動いて時刻を告げる。

　バルコニーへの扉とびらが開け放たれ、王子が私に手を差し伸のべた。

「アリア、手を」

「はい」

「まだ硬いな」

　呆れ顔と目が合って、わけもなく可笑しい。

「余計なお世話です」

「ああ、それでいい」

　ファンファーレの音色は青い空に吸い込まれ、人々の歓かん声せいは地鳴りのように響ひびく。触れた指先の温ぬくもりに励はげまされて、私はしゃんと背を伸ばした。同じ秘密を持って出会ったことに、意味があったのかなかったのか。

　その答えがあるとしたら、今踏ふみ出すこの一歩の、ずっとずっと向こう側。

「行くぞ、アリア」

「はい」




　私たちはきっと、同じ未来をみている。








あとがき









　はじめまして、タイラと申します。

　このたびは『しがない転生令嬢は平穏に暮らしたい　訳アリ王子に振り回されています!?』をお手にとっていただき、ありがとうございます。少しでも楽しんでいただければと願っております。




　また、表紙イラストと挿さし絵えを描かいて下さいました漣さざなみミサ様、ほんとうにありがとうございます。自分の書いたキャラが形になり、色がつき、表情を得て、素す敵てきなイラストにまでなったことは、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい感動でした。

　そしてずっと支え導いて下さった担当様、大変お世話になりました。このような経験をさせていただいたことに感謝しかありません。




　最後になりましたが、ここまで目を通して下さいました読者の皆みな様さまへ心から、重ねてお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。


タイラ　　


















電子書籍特典　書き下ろし短編

「しがない転生令嬢は朝寝坊を克服したい」







「おはようございます、お嬢様」

　遠くで誰かが呼んでいる。しかし残念ながら私はまだまだ眠いのだ。

「んー、もうちょっとだけねる……」

　声から逃れようと身体を丸めると同時に、ぐいっと無慈悲な力が私の毛布を剥ぎ取った。

「ひゃっ」

「おはようございます、お嬢様」

　声のトーンもテンションもさっきとまったく同じなのに、妙に圧を感じるのはアルの特技だ。だんだん音の大きくなる目覚まし時計以上に追い詰められている気持ちになる。

「もうちょっとだけって言ったのに……」

　目をこすりながら睨みつけると、アルは呆れ果てたというような顔で肩を竦めた。

「しばらく王家のスケジュール通りに動くから心を鬼にして、と仰ったのはお嬢様ですよ」

　む、そういえばそうだった。私はいま、エヴァンジェリン様からゲットしたばかりの『王室一週間の予定表』に沿って生活しているのだ。




　婚約発表のお披露目が無事に終わって一週間。その後もしばらく目のまわるような忙しさだったのに、ユージィン様はその全てを涼しい顔でそつなくこなした。もちろん通常の執務をこなしながらの余裕である。やっぱり王族って思った以上に忙しいらしい。

　一方私のような伯爵令嬢クラスの生活はぶっちゃけ緩い。ひととおりのセレモニーが終わったので私は安楽生活に逆戻り、対してユージィン様は今現在も多忙を極め、ここしばらくは会えてもいない。たまには顔を見たいなぁ、なんて甘っちょろいことを考えている間に、アルが全ての準備を整えてこちらを見た。

「では、着替えたらお呼びください」

　うん、こんな便利……、じゃなくて有能な従者ほかにいる？　いやむしろアルがいなかったら私、本当に生活できるのか？　朝ちゃんんと起きられるのか？　そもそもそれが不安でエヴァンジェリン様から『予定表』をいただいて同じように過ごそうとしているのに、初日の朝からこれは不安過ぎる。

『お嬢様、着替えましたか？』

「まだよ、全然」

『……既に十分ほど押しています。どうぞお急ぎください』

　おっと、アルの口調が丁寧になってきたぞ、コワイコワイ。ようやく頭もまわってきたし、ここはちゃっちゃと着替えることにしよう。




「やっぱり無理だと思うの」

　微かに蒲萄みたいな香りのするお茶を飲みながらそうこぼすと、アルフォンソがほぼ無表情のまま視線をこちらに向けた。

「何の話ですか？」

「朝よ、朝。早起きのこと」

「ああ、『予定表』の話ですか。お嬢様は昔から朝は弱いですからね」

「ざっとみたところ、だいたいの予定はこなせると思うの。でも朝だけはダメな気がする」

　私だってそこまで朝に弱いというわけではない、ない……、と思う。だけど毎週日曜日は六時に朝の礼拝って、少なくとも五時起きじゃん。ありえなくない？

「心配いりませんよ。王太子妃ともなれば侍女が大勢つくでしょうし、起こしてくれます」

「そりゃ起きるだけなら起きられるわ。問題はちゃんと覚醒できるかってところよ」

「確かに。ヘンな寝言も多いですしね」

「ヘンってなによ……、ね、アル、やっぱり朝だけでも起こしに来てくれない？」

「無理ですね。まず殿下に殺されます」

　ですよねー。殺されはしないと思うけれど、現実的でないことはわかっている。

「そんなに心配なら、俺もお嬢様がぱっちりと目覚める方法を考えてみましょうか？」

「え、ホント？」

「二言はありません。近いうちに試してみますから、楽しみにしていてください」

　そう言って、にっこり笑う。うーん、なんか微妙に悪い予感がするのだけど、それで苦手が克服できるというなら甘んじて受けようじゃないの。

「ええ、楽しみにしているわ。よろしくね、アル」




　そう約束してから、一週間ほどが平穏に過ぎた。三日目くらいまでは気にしていた私だけれど、そのたび『少し時間がかかりますから、気長に待っていてください』とあしらわれてすっかり気が緩んでいたのだ。だからいつも通りちょっとだけ夜更かしが続いていて、それで。




『おはようございます、お嬢様』

遠くで誰かが呼んでいる。しかし残念ながら私はまだまだ眠いのだ。

「んー、もうちょっとだけねるぅ……」

　もぞもぞ身体を丸めると、しばらく沈黙が続いた。このところ一応早起きに努めていたからご褒美かな、なんて思いながらうつらうつらとまどろむ。やっぱり二度寝ってさいこう……。

「お前、早起きの訓練をしているのではないのか？」

「んー」

「まあ俺はどっちでもいいが」

「んー……んあっ？」

　違う！　この声はアルじゃない！

そう認識した瞬間、意識が覚醒した。と、同時に身体が跳ね起きる。

「ようやく起きたか」

　そう言って憎らしく笑った顔に、眠気なんてどこかへ吹っ飛んだ。

「ゆっ、ゆっ、」

「なるほど、朝は頭も口もまわらないというのは本当らしい」

「ユージィン様！　どっ、どうしてここに……」

　ここはマテラフィ伯爵家の屋敷、そして私の部屋ですよ？　しかも時刻は早朝、私はまだ眠っていたというのにおかしいでしょ！

「お前の従者がヤムルに言付けを寄越してきた。なに、朝の遠乗りのついでだ」

「言付け？　遠乗り？」

　えっ、えっ、どういうこと。状況把握ができないまま自己防衛本能で毛布をかき寄せると、ユージィン様はふんぞり返って座っていた椅子から立ち上り、私をのぞき込んでくる。

「こうして会うのは久しぶりな気がするな」

「あ、あの、まだ寝間着ですので、あまり近づかれては……」

「かまわん。ともに一夜を過ごした仲だろう」

　それは語弊があります、誤解を招きますからやめてください！　そう抗議しようと顔を上げるとユージィン様は腕を伸ばして私の髪を梳いた。

「寝癖がついている」

　至近距離でくつりと笑う。くそう、顔がいい、顔がいいぞ。対する私は寝起きですっぴんでいろいろやばいのではないだろか。もういっそ、毛布をかぶって自分を隠してしまいたい。

「あの、せめて身支度の時間を……」

「無理だ、諦めろ」

　残り数センチを詰めて唇が触れた。ああもう、寝起きだって言ってるのに！




「それにしてもあの従者め、毎日お前の寝顔を見ているとは許せんな」

「み、見てはいないと思いますけれど。あのっ、それがアルの仕事ですから」

　ひえっ、こんな理不尽な理由でアルに被害が出たら大変。私の必死さが伝わったのか、ユージィン様はひとつ息をついて面白くなさそうにかぶりを振った。

「しかし、あれのおかげでこうして会いに来るきっかけができた。今回は見逃してやろう」

「あっ、ありがとうございます！」

　そうなのだ。久しぶりに会えたことは、私も嬉しい。やばい、顔が勝手に緩んでしまう。ああ、駄目ダメ、完全に骨抜きよ。しっかり、アリア！

「ただし、今後は朝くらい一人で起きろ」

「ええっと……あの、努力しますわ」

「こういうのは心の持ちようだ。また抜き打ちで様子を見に来てやるから心しておけよ」

　うーん、これは絶対本気だ。だけどユージィン様がこうして会いに来てくれるなら悪くないかも、なんて考えてしまう私は末期かもしれない。

「では今後は早起きして、準備万端でお待ちしていますわ」




　その日を境に、私は本当に朝寝坊を克服したのだった。




























しがない転てん生せい令れい嬢じようは平へい穏おんに暮くらしたい




訳わけアリ王おう子じに振ふり回まわされています!?【電でん子し特とく典てん付つき】
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